
 

 

 

 

 

 

 

 

 

    紀 要 

第 32号 

 

《古文書史料集編》 

天保五年二月「諸日記帳」 

（茅野市宮川高部 藤森知美家文書） 

    

 

 

 

 

 

 

2023 

八ヶ岳総合博物館





1 

 

天
保
五
年
二
月 

諸
日
記
帳
（
高
部 

藤
森
知
美
家
文
書
） 

 
 
 
 

 

八
ヶ
岳
総
合
博
物
館 

古
文
書
研
究
会  

１ （
表
紙
） 

「 
 

天
保
五
甲

午

年 
 
 

 

諸
日
記
帳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

二
月
日 

 

高
部
村
名
主 

 
廣
八 

 
 

」 

 

２ （
裏
表
紙
裏
） 

一
月 

一
、
穀
留
御
奉
行
様
、
七
日
晩
ゟ
、
十
二
日
朝
迠 

 
 

都
合
拾
四
度
御
認
被
成
候
、
内
、
五
度
分 

 
 

御
自
身
御
認
之
分
、
壱
朱
上
、
御
勘
定
申
候
、 

 
 

右
は
、
小
口
勇
次
様
御
詰
也
、 

一
、
穀
留
御
奉
行
様
、
二
月
朔
日
夕
飯
ゟ
、 

 
 
 
 
 

飯 

三
日
昼
迠
、
都
合
六
度
御
認
メ

、 

 
 

右
は
、
御
持
弓
、
小
口
勇
次
様
御
詰
分 

 
 

夕
方
御
帰
り

被
成
候
、 

 
 

右
之
分
、
義
兵
衛
殿
方
江

、
御
扶
持
被
下
置
候
、 

 

３ 
 
 
 

 二
月
朔
日 

一
、
役
替
り

之
節
、
村
方
ニ

而 

 
 

高
札
故
、
名
主
役
被 

 
 

仰
付
、
御
請
仕
候
、
右
御
禮 

 
 

御
屋
鋪
様
江

、
酒
五
盃
、
御 

 
 

家
老
様
、
泰
介
様
、
鯣
、 

 
 

友
作
様
、
要
介
様
、
佐
兵
衛
様 

 
 

源
治
様
、
宮
奉
行
様 

 
 

江

、
干
物
壱
れ
ん
ッ

上
申
候
、 

一
、
米
直
、
拾
弐
俵
弐
斗
位
イ

御
座
候
、 

 

 
 
 
 

二
日 

一
、
去
巳
秋
、
不
作
候
故
、
穀
留
御
出
役
、
村
方
ニ

而
、 

 
 

番
人
足
弐
人
宛
、
歩
米
弐
舛
五
合
宛
、
昼
夜 

 
 

致
し
、
塚
屋
ニ

小
屋
掛
、
常
詰
ニ

御
座
候
、 

 
 
 
 

三
日 

一
、
役
替
り

之
節
、
郡
方
様
、 

御
代
官
様
江

、
御
請
之
節
、 

鯣
壱
連
宛
差
上 

同
日
、
大
目
附
様
江

、
宗
門 

下
帳
上
ヶ
、
同
壱
連
、
房
右
衛
門 

 

４ 

廣
八
参
り

申
候
、
町
宿
ニ

而
認
メ

、 

 
 

四
日 

 
 

五
日 

一
、
車
屋
碓
数
之
一
札
、
御
貸
方 

 
 

御
蔵
江

差
上
申
候
、
猶
吉
殿 

 
 

参
り

、
大
目
附
様
江

参
り 

 
 

宗
門
下
帳
、
下
り

持
参 

 
 

致
申
候
、 

 
 
 
 

六
日 

一
、
役
元
、
名
寄
、
諸
帳
面
并

證
文
向 

 
 

立
、
横
帳
不
残
調
、
番
附
致
し

、 

 
 

當
役
、
古
役
武
八
、
義
兵
衛
寄
合 

 
 

改
メ

置
申
候
、
尤
、
手
扣
拵
置
申
候
、 

 
 
 
 

七
日 

一
、
川
除
様
御
廻
状
参
り

、 

一
、
穀
留
御
目
附
様
、
三
輪
佐
兵
衛
様 

 
 

御
足
軽
丹
次
様
、
御
廻
り

被
成
候
、 

 
 
 
 

八
日 

 

５ 一
、
穀
留
御
奉
行
、
御
足
軽
工
藤
松
之
助
様 

 
 

御
詰
、
三
日
夕
ゟ
八
日
朝
迠
、
都
合
拾
四
度 

 
 

御
認
メ

、
内
、
五
度
分
、
御
自
身
御
認 

 
 

被
成
候
分
三
匁
上
、
御
勘
定
申
候
、 

 
 
 
 

九
日 

一
、
助
之
丞
内
方
欠
落
致
、
□
□
□ 

与
四
郎
ヲ

頼
、
村
方
ニ

而
尋
、
乙
松
遣
ス

、
路 

金
而
、
壱
朱
遣
し

申
候
、 

右
、
古
役
寄
合
、
相
談
之
上
致
候
、 

一
、
穀
留
御
目
附
様
、
篠
原
善
左
衛
門
様 

 
 

御
足
軽
、
御
廻
り

被
成
候
、 

 
 
 
 

十
日 

一
、
車
屋
運
上
壱
貫
九
百
文
上
納
仕
候
、 

 
 

右
は
、
御
貸
方
御
蔵
江

上
納
致
候
、 

一
、
御
勝
手
方
御
役
所
江

参
、
役
人
新
役 

 
 

故
、
印
鑑
差
上
置
度
奉
願
上
候
所
、 

 
 

新
役
ニ

而
も
、
く
る
し
か
ら
す
様
、
被 

 
 

仰
付
候
故
、
差
上
不
申
候
、 

一
、
其
日
、
御
役
所
ニ

而
、
亀
屋
善
左
衛
門 

 
 

河
内
屋
長
左
衛
門
他
所
江

、
醤
油
廿
駄 

 

６ 

 
 

出
し

度
願
候
由
願
出
ニ

付
、
両
人 

 
 

印
鑑
被
仰
渡
持
参
仕
候
、 

 
 

尤
十
一
日
ニ

参
候
ト
相
勤
廻
状 

 
 

廻
り

候
得
共
参
及

不
申
候
、
廻
状
之
義
ハ
、 

 
 

夜
四
ッ
半
時
分
ニ

参
申
、
是
ハ
不
参
候
、 

 
 
 
 
 
 
 

右
廣
八
参
、
町
宿
認
メ

、 

 
 
 
 

十
一
日 
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一
、
宮
田
渡
御
家
老
様
、
御
留
主
見
舞 

 
 

取
貝
弐
百
文
分
差
上
申
候
、
廣
八 

 
 

猶
吉
参
候
、 

 

 
 
 
 

十
二
日 

一
、
宗
門
御
改
御
下
役
様
方
江

、
御
請
取
ニ

、 

 
 

四
ヶ
村
揃
参
候
、
御
書
役
、
下
ノ
諏
方 

 
 

次
三
郎
様
、
神
田
小
兵
衛
様
、
安
国
寺
村 

 
 

政
之
丞
様
、
右
江

御
請
ニ

鯣
一
連 

 
 

宛
、
上
ヶ
申
候
、
房
右
衛
門
殿
参
候
、 

 
 
 
 

十
三
日 

一
、
江
戸
表
ゟ
、
御
飛
脚 

 
 

参
候
与

承
、
昼
過
御
着
之 

 
 

由
ニ

御
座
候
義
ハ
、
江
戸
表
ニ

而
、 

 
 

七
日
ニ

外
神
田
ゟ
出
火
い
た
し
、 

 

７ 

 
 

大
風
ニ

而
、
諸
大
焼
い
た
し
候
由
、 

 
 

九
日
ゟ
十
日
、
松
平
伯
耆
守
様 

 
 

御
屋
鋪
ゟ
又
出
火
致
し

、
則 

 
 

十
日
ニ

諏
方
御
上
屋
鋪
、
御
類 

 
 

焼
ニ

而
、
直
ニ

御
国
江

、
早

御
飛
脚
出
、 

 
 

十
日
御
出
立
ニ

而
、
十
三
日
ニ

御
着
被
成
候
、 

一 

神
田
佐
久
摩
丁
ゟ
出
火
致
し

、
二
月
七
日
八
ッ 

時
分
ゟ
八
日
五
ッ
頃
静
り

、
後
九
日
暮
六
ッ 

頃
よ
り
、
日
本
橋
檜
物
丁
ゟ
出
火
致
ス

、 

夜
九
ッ
時
分
ニ

静
る
、
又
十
日
昼 

 
 

四
ッ
半
頃
よ
り
、
松
平
伯
耆
守
様
ゟ
、 

 
 

出
火
致
、
此
時
、
御
屋
鋪
御
類
焼
也
、 

 
 

□
又
、
春
中
風
は
け
し
く
、
殊
之
外 

 
 

寒
く
御
座
候
而
、
陽
気
不
順 

 
 

米
直
段
拾
三
俵
位
ニ

而
、
尤
賣 

 
 

買
は
出
来
候
得
共
、
金
詰
り
ニ 

 
 

御
座
候
、
世
間
お
た
や
か
な
ら
す
、 

 
 

江
戸
ニ

而
も
、
米
六
七
合
、
買
位
ト

御
座
候
、 

 

８ 

 
 
 
 

十
四
日 

一
、
江
戸
御
類
焼
御
見
舞
ニ

柳
口 

 
 

御
役
所
参
候
、
村
々
役
人
押
合 

 
 

出
候
由
御
座
候
、
其
節
御
役
所 

 
 

ニ

而
、
小
平
清
左
衛
門
殿
、
高
遠
江

醤 

 
 

油
十
五
駄
、
送
度
願
候
由
、 

 
 

印
鑑
御
渡
し

被
下
、
持
参
仕
置
候
、 

 
 

右
、
房
右
衛
門
殿
参
候
、 

 
 
 
 

十
五
日 

一
、
御
川
除
御
奉
行
様
、
馬
場
弥
八
郎
様 

 
 

御
肝
入
大
熊
村
之
新
兵
衛
様
、
御
足
軽 

 
 

小
和
田
之
重
蔵
様
、
東
山
田
時
次
様
、 

 
 

桒
原
之
亀
次
様
、
右
御
川
除 

 
 

方
様
江

、
鯣
壱
連
宛
差
上
申
候
、 

 
 

右
江

、
猶
吉
殿
参
遣
物
銭
達
、 

一
、
納
𣏧
六
拾
九
本
、
芹
ヶ
沢
村 

 
 

山
師
玉
蔵
江

誂
申
候
、
廿
日
迠 

 
 

上
金
子
村
役
所
迠
、
届
ヶ
候
約
束
ニ 

 
 

御
座
候
、
直
段
者

百
文
ニ

付
、
五
本
之
約
束
致
し
候
、 

 

９ 

 
 
 
 

十
六
日 

一
、
穀
留
御
奉
行
様
、
二
月
十
一
日
夕
ゟ
十
六
日
朝 

 
 

迠
、
都
合
拾
四
度
、
御
認
メ

之
内
、
御
自
身
御
認 

 
 

之
分
、
六
匁
上
御

勘
定
申
候
、
初
共
ニ 

 
 

右
は
、
御
足
軽
工
藤
松
之
助
様
、
御
詰
被
下
候
、 

 
 

同 

一
、
御
目
附
篠
原
善
左
衛
門
様
、
御
足
軽 

 
 

御
二
人
、
右
穀
留
改
御
廻
り

被
成
候
、 

十
六
日 

一
、
醤
油
壱
駄
、
高
遠
江

送
り

申
候
、 

右
は
亀
屋
善
左
衛
門
、
廿
駄
之
内
ニ

、 

御
座
候
、 

 
 

十
七
日 

一
、
晩
ニ

古
役
寄
合
、
穀
留
い
ろ
〳
〵
談
事
致
候
、 

一 

芹
ヶ
沢
玉
蔵
殿
、
択
、
上
金
（
子
）
村
迠
附
送
り 

 

 
 

納
置
申
候
、
直
段
五
本
宛
ニ

拂
申
候
、 

 
 

六
十
三
本
、
壱
〆
（
貫
）
弐
百
五
十
八
文 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

十
八
日 

一 

晩
ニ

猶
吉
殿
方
頼
、
村
寄
合
致
申
候
、 

 
 

右
ハ
、
御
奉
行
様
、
御
出
張
ニ

付
、
無
據
頼
ミ

申
候
、 

 
 

穀
留
人
足
、
御
林
役
人
除
候
様
、
申
者
も 

 
 

有
之
由
、
頼
沙
汰
承
候
故
懸
合
之
所
、 

是
迠
仕
来
之
通
り

相
定
り

候
、 

其
節
、
雪
折
寄
候
義
、
又
火
之
番 

厳
鋪
致
、
不
寐
之
番
ニ

而
、
弐
度
越
し 

候
様
申
候
、
夜
更
ニ

而
、
宗
門
御
改
ニ

付
、 

例
年
之
御
廻
状
、
外
ニ

別
廻
状
参
り

候
、 
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不
寐
番
、
始
め
申
候
、 

 
 
 
 

十
九
日 

一
、
酒
五
駄
松
本
行 

 
 
 

之
丞 

 
 

右
は
、
殿
谷
戸
大
中
屋
市
右
衛
門
ゟ
出 

 

 
 

送
り

御
座
候
故
、
村
名
下
江

印
形
致 

 
 

通
し

申
候
、 

 
 
 
 

廿
日 

一
、
陽
氣
祭
り

致
、
産
神
様
江

、
御
造
酒 

 
 

備
、
薬
師
堂
江

村
中
寄
合
、
酒
五
升
呑 

 
 

柿
廿
二
串
、
子
供
ニ

呉
申
候
、
其
節
薬
師 

 
 

田
地
預
ヶ
入
札
致
し

候
ニ

付
、
入
上
四
斗
之
餘 

 
 

増
申
候
、
尤
五
年
季
ニ

相
定
申
候
、 

 
 

其
上
、
又
入
札
い
た
し
申
談
事
候
、 

十
九
日 

一
、
醤
油
壱
駄
、
高
遠
江

送
申
候
、 

 
 

右
は
、
亀
屋
善
左
衛
門
殿
、
弐
拾
駄
御
手
形
之 

内
御
座
候
、 

 
 
 
 

廿
一
日 

一
、
柳
口
江

役
人
壱
人
宛
、
可
出
御
廻
状
、
猶
吉
殿
参
候
、 



3 

 

 
 

御
遠
馬
道
作
り

被
仰
付
候
、
赤
沼
ゟ
安
国
寺
迠 

一
、
指
出
し

帳
違
ひ
御
座
候
故
、
武
八
殿
、
義
兵
衛
殿 

 
 

房
右
衛
門
寄
合
、
調
申
候
、 

 
 

源
左
衛
門
分
、
新
検
永
引 

 
 

呉
過
御
座
候
由
、
其
外
少
々
宛 
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違
ひ
御
座
候
、
改
出
し
申
候
、 

 
 
 
 

廿
二
日 

一
、
御
宗
門
御
改
、
御
奉
行
様
有
賀
源
兵
衛
様 

 
 

御
下
役
次
三
郎
様
、
政
之
丞
様
ニ

御
座
候
、 

 
 

花
岡
村
役
所
ニ

而
、
御
機
嫌
伺
、
宗
門
帳 

 
 

差
上
御
調
被
下
、
夫
ゟ
下
宿
ニ

而
認
メ

、 

 
 

酒

肴
等
入
用
、
拾
八
匁
弐
分
五
厘
懸
り

申
候
、 

 
 

右
六
ヶ
村
役
人
、
彦
之
丞
殿
、
政
右
衛
門
殿
、
又
兵
衛
殿 

 
 

廣
八
、
久
三
郎
殿
、
長
蔵
殿
参
り

申
候
、 

一
、
指
出
し

帳
調
、
仕
懸
候
所
、
栄
吉
殿
、
武
八
殿
、 

 
 

房
右
衛
門
殿
寄
合
、
帳
面
仕
立
申
候
、 

 
 

尤
仕
上
ニ

ハ
相
不
成
候
、 

 
 
 
 

廿
三
日 

一
、
御
宗
門
御
改
、
上
金
子
村
當
番
宿
、
政
右
衛
門 

 
 

御
泊
り

御
座
候
、
人
別
御
改
、
首
尾
能 

 
 

相
済
申
候
、
廣
八
、
猶
吉
相
詰
メ 

 
 

居
申
候
、
房
右
衛
門
殿
ハ
、
穀
留
御
奉
行
様 

 
 

添
見
廻
り
ニ

参
候
、
御
改
仕
舞
申
候
、 

 
 

執
行
坊
、
無
住
ニ

付
、
證
印
神
宮
寺 

 
 

之
所
、
寺
印
取
添
置
申
候
、 

一
、
阿
弥
陀
堂
前
、
道
祖
神
石
垣
筑
、
村
中
出
拂 

 
 

供
養
、
酒
七
升
備
、
餅
壱
斗
共
、
三
夜
高
道
ゟ 

 
 

引
、
諸
石
並
申
候
、 
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廿
四
日 

一
、
宗
門
御
奉
行
様
、
御
機
嫌
伺
、
中
金
子
村 

 
 

役
所
迠
、
恙
な
く
相
済
申
候
、 

 
 

夫
ゟ
入
用
割
、
四
ヶ
村
寄
致
、
書
付 

 
 

之
扣
御
座
候
、 

一
、
七
貫
六
百
七
十
九
文
、
大
割
四
ヶ
村
分
、 

一
村
分
、
壱
〆
（
貫
）
九
百
五
十
四
文
、
受
申
候
、 

 
 

 

 
 

人
数
六
十
五
人
、
両
か
へ
六
七
、 

 

一
、
御
遠
馬
ニ

付
、
道
作
り

出
拂
人
足 

 
 

ニ

而
致
し

、
其
時
、
宮
田
渡
村
粂
右
衛
門 

 
 

阿
弥
陀
堂
ニ

住
た
く
由
、
又
左
衛
門 

 
 
 
 
 

 

 
 

ヲ

頼
、
吉
之
丞
殿
参
候
由
、
村
中
之 

 
 

咄
し

候
所
、
承
知
致
、
則
阿
弥
陀
堂 

 
 

掃
除
并

畳
表
替
等
、
銀
弥
殿
ヲ

、 
 

 
 

頼
致
し

申
候
、
其
日
直
ニ

住
寺
致
候
、 

一
、
御
家
老
様
、
御
江
戸
御
帰
り

御
見
舞 

 
 

鯣
壱
連
役
人
、
両
人
参
申
候
、 

一
、
穀
留
之
義
は
、
村
詰
人
足
、
御
出
役
様 

 
 

諸
入
用
之
義
は
巳
十
一
月
願
上
、
御
郡
中 

 
 

割
相
成
、
十
二
月
ゟ
午
十
二
月
迠
、
又
三
ヶ
月
分 

 
 

願
、
銭
割
ニ

被
仰
付
願
上
、
此
分
も
被
仰
付
候
、 

 
13 

 
 
 

覚 

一
、
酒
荷
物
五
駄 

 
 

右
は
本
洗
馬
行
ニ

、
御
座
候
間
、 

 
 

無
相
違
、
御
通
し

可
申
候
、 

高
遠 

 
 
 

二
月
廿
一
日 

大
中
屋 市

之
丞 

印 

 
 
 

高
部
村 

 
 

 

 
 
 
 

御
役
所 

 
 

右
、
裏
印
致
し

送
り
申
候
、 

 
 
 
 

廿
五
日 

一
、
宗
門
御
奉
行
様
、
御
宅
江

御
禮
ニ

参
申
候
、 

 
 

御
下
役
、
次
三
郎
様
、
神
田
小
兵
衛
様 

 
 

政
之
丞
様
、
鯣
差
上
申
候
、
猶
吉
殿 

 
 

参
、
田
野
屋
ニ

而
認
メ

、
寄
合
致
し

申
候
、 

一
、
廣
八
町
宿
ニ

而
、
穀
留
相
談
、
六 

ヶ
村
寄
合
い
た
し
、
二
月
迠
割 

願
度
、
其
上
銭
割
ニ

而
被
仰
付
、 

度
談
事
、
阜
岐
（
岐
阜
）
屋
頼
ミ

候
所
、 

不
参
由
ニ

而
、
小
和
田
ノ
重
蔵
様
ヲ

頼
、 

工
藤
三
介
様
江

参
、
江
戸
表
ゟ
御
帰
り 

之
御
祝
義
、
又
ハ
、
御
留
主
中
ニ

御
郡 

中
割
叶
候
い
ニ

付
、
外
二
人
様
江

上
候
通
り

、 
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之
御
禮
物
差
上
度
、
重
蔵
様
持 

 
 

参
候
得
共
、
御
受
無
之
、
又
々
差
上
度
、 

 
 

申
事
ニ

候
、
廿
五
日
寄
合
、
手
前
（
手
間
） 

取 
 
 
 
 

 
 

候
故
、
夜
ニ

入
、
三
沢
村
役
（
人
）、
駒
沢
役
人 

 
 

大
池
役
（
人
）、
町
宿
泊
り

、
廿
六
日
夕
方 

 
 

私
宅
江

大
池
御
役
人
、
右
咄
し
申

候
、 

何
連
明
日
、
町
江

下
り

、
三
沢
、
高
部 

今
井
三
村
ニ

而
、
重
蔵
様
ゟ
御 

内
意
之
用
子
（
様
子
）、
承
り

度
由
ニ

御
さ
候
、 

 
 
 
 

 

 
 

廿
六
日 

一
、
指
出
し

之
仕
懸
致
し

申
候
、
武
八
殿
、
猶
吉
殿 

 
 

房
右
衛
門
殿
、
寄
致
し

、
夕
部
（
夕
べ
）
迠
漸
々 

 
 
 
 

 

 
 

仕
舞
申
候
、
尤
八
ッ
時
分
ニ

、
大
池
村 

 
 

御
役
人
、
町
ゟ
帰
り

懸
、
右
穀
留 

 
 

咄
し

申
候
、
夫
故
、
廿
七
日
ニ

案
否
承 

 
 

ニ

、
二
三
ヶ
村
参
節
之
約
束
致
し

申
候
、 

 
 
 
 

廿
七
日 

一
、
穀
留
之
事
ニ

付
、
猶
吉
殿
町
江

参
候
、 

 
 

右
、
段
々
之
咄
し

之
通
り

、
三
沢
、
今
井 

 
 

高
部
、
三
ヶ
村
役
人
、
工
藤
様
江

、
御
内 

 
 

々
之
義
、
重
蔵
様
ゟ
承
り

品
ハ

、
銭
わ
り 

 
 

之
義
、
二
月
迠
之
御
調
、
受
度 
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願
之
義
も
、
郡
方
様
御
内
々
ニ

而
も
、 



4 

 

 
 

両
方
可
談
候
様
、
被
仰
下
置
候
由 

 
 

承
、
夜
入
猶
吉
殿
、
帰
り

申
候
、 

一
、
下
金
子
村
ニ

出
火
御
座
候
、
朝
明 

 
 

六
ッ
時
分
之
事
ニ

御
座
候
、
十
軒
斗
り 

 
 

焼
申
候
、
弥
吉
殿
息
子
も
ら
い
、 

 
 

祝
義
家
内
中
、
客
ニ

参
申
候
、 

一
、
穀
留
御
目
附
、
三
輪
佐
平
太
様
、 

 
 

御
廻
り
ニ

、
御
出
被
成
候
、 

 
 
 
 

廿
八
日 

一
、
穀
留
入
用
割
、
巳
十
二
月
、
正
月 

 
 

二
月
、
三
ヶ
月
分
迠
奉
願
上
候
、 

 
 

又
、
銭
割
奉
願
上
候
、
尤
、
小
和
田
御
足
軽 

 
 

林
右
衛
門
様
江

頼
ミ

、
工
藤
三
介
様
江

、 

 
 

御
内
意
申
上
候
、
尤
、
江
戸
御 

留
主
故
、
御
禮
申
上
な
か
ら 

御
内
意
奉
願
上
候
、
其
節
は
御
遣
イ 

 
 

物
不
納
候
得
共
、
山
中
様
江

も
可
参 

候
様
被
仰
候
故
、
御
内
々
ニ

而
奉
願
上
候
、 

則
、
其
日
御
用
部
屋
江

奉
願
上
候
、 

則
、
二
月
晦
日
過
候
ハ
ゝ
、
調
可
書
入 
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被
仰
付
候
間
、
難
有
仕
合
ニ

奉
存
候
、 

 
 

則
、
林
右
衛
門
様
江

も
、
右
之
訳
御
咄
申
上
置
候
、 

 
 

右
六
ヶ
村
、
談
事
之
上
ニ

御
座
候
、 

 
 
 
 

廿
九
日 

一
、
前
林
松
、
雪
折
、
村
中
出
拂
ニ
而

、 

 
 

上
ノ

車
屋
之
前
迠
寄
セ

申
候 

 
 

而

口
せ
り
ニ

賣
申
候
、
都
合
壱
両 

 
 

三
分
ト

六
百
程
ニ

相
賣
申
候
、 

 
 

其
節
、
壱
人
ニ

付
、
柿
二
串
宛 

 
 

呉
申
候
、
其
節
月
調
惣
代 

 
 

二
人
入
札
致
申
候
、
義
兵
衛
殿
、
太
吉
殿 

 
 

落
札
ニ

相
成
申
候
、 

 

同 

一
、
醤
油
、
亀
屋
善
左
衛
門
、
河
内
屋
長
左
衛
門 

 
 

高
遠
江

送
り

、
廿
駄
之
内
、
是
迠 

 
 

都
合
拾
弐
駄
通
り

申
候
、 

 
 
 
 

晦
日 

一
、
穀
留
入
用
調
被
仰
付
候
ニ

付
、
役
人
三
人 

 
 

義
兵
衛
殿
、
寄
合
仕
立
、
朔
日
差
上
申
候
、 

 
 

委
調
之
義
は
、
穀
留
入
用
帳
ニ

、 

 
 

印
置
申
候
、 
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雪
折
入
札
一
番 

一
、
壱
分
三
朱
ト

百
文 

 
 

弥
吉 

 

二
月
廿
九
日 

二
番 

一
、
弐
分
三
朱
ト

三
百
文 

 

与
右
衛
門 

同 
 
 
 
 

三
番 

一
、
壱
分
弐
朱 

 
 
 
 

 

太
吉 

 

同 
 
 
 
 

四
番 

一
、
弐
朱
ト

百
五
十
文 

 
 

義
兵
衛 

 

同 
 
 
 
 

五
番 

一
、
弐
朱 

 
 
 
 
 
 

 

同
人 

 
 

〆
壱
両
三
分
ト

五
百
四
十
八
文 

 

薬
師
免
田
地
入
札
入
替
、
預
ヶ
候
分
、 

一
、
六
斗
七
升
三
合
、
預
ヶ 

助
之
丞 

 
 

右
、
家
下
銀
次
作
り

預
ヶ
、 

 

同
断 

一
、
三
斗
四
升
預
ヶ 

 
 
 

弥
吉 

 
 

右
、
弥
吉
作
り

分 

同
断 

一
、
三
斗
三
升
五
合
預
ヶ 

 
同
人 

 
 

右
、
松
右
衛
門
作
り

分 

同
断 

一
、
弐
斗
壱
升
預
ヶ 

 
 
 

乙
松 

 
 

右
、
角
弥
作
り

分 

 

18 

四
口 

 
 

〆
壱
石
五
斗
五
升
八
合 

一
、
元
年
貢 

 
 

壱
石
壱
斗
壱
升 

 
 

ふ
へ
（
増
）
四
斗
四
升
八
合 

 
 

 

 
 

右
、
薬
師
免
、
産
神
祭
り 

薬
師
堂
ニ

村
中
寄
合
之
節 

入
札
い
た
し
申
候
、 

 
 

三
月
朔
日 

一
、
穀
留
入
用
割
帳
上
候
所
、
役
所 

 
 

遣
候
油
、
炭
分
除
候
様
被
仰
付
、 

 
 

右
、
林
右
衛
門
様
、
御
差
図
任
ニ

候
而
、 

 
 

納
候
由
、
房
右
衛
門
殿
、
朔
日
朝
行 

 
 

二
夜
泊
り

、
三
日
夕
方
帰
り

申
候
、 

 
 

節
句
之
御
禮
迠
済
申
候
、 

 
 

御
役
所
ニ

而
三
年
分
歩
帳
持
参 

 
 

致
候
様
被
仰
付
、
右
は
宮
田
渡 

 
 

歩
米
増
願
候
ニ

付
、
御
改
之
由
ニ

、 

 
 

御
座
候
、 
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二
日 

 
 
 
 

三
日 

一
、
節
句
御
祝
義
、
宮
田
渡
様
江

、 

 
 

鯣
壱
連
、
土
橋
左
膳
様
江

干
物 

 
 

弐
連
、
袋
介
（
泰
助
）
様
江

干
物
壱
連
上
申
候
、 

一
、
役
人
三
人
ニ

而
、
嶋
屋
ニ

而
、 

 
 
 
 

四
日 

一
、
御
宮
地
形
片
付
出
拂
ニ

而
、
寄
進 

 
 

ニ

被
頼
候
ニ

付
、
勧
化
之
代
り
ニ

致 

 
 

筈
ニ

御
座
候
、 

 
 
 
 

五
日 

一
、
西
御
役
所
ニ

而
、
三
ヶ
年
之
歩
帳 

 
 

差
可
出
様
被
仰
付
候
ニ

付
、
持
参
仕 

 

 
 

差
上
、
御
改
請
候
品
ハ
、
宮
田
渡
様 

 
 

御
役
義
、
五
合
増
之
所
、
去
冬
願
上
置
候 

 
 

所
、
此
節
御
利
解
被
仰
候
ハ
、
當
地 



5 

 

 
 

穀
高
之
時
節
相
成
不
申
様
ニ

も
、 

 
 

仰
候
ニ

付
、
私
申
上
候
ハ
、
宮
田
渡
様 
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御
役
義
、
是
迠
御
扶
持
米
、
六
合
宛 

 
 

被
下
候
得
共
、
御
不
勝
手
ニ

付
、
五
ヶ
年 

 
 

休
候
義
被
仰
付
候
故
、
左
候
得
は
、
村 

 
 

方
人
足
宛
、
難
渋
之
由
申
上
候
得
共
、 

 
 

御
調
方
被
仰
候
は
、
歩
帳
見
合
候
所
、 

 
 

御
宮
人
足
も
弐
升
、
宮
田
渡
人
足
も
、 

 
 

弐
升
、
一
統
同
断
故
、
御
扶
持
無
之 

 
 

候
共
よ
ろ
し
く
、
又
宮
田
渡
御
不
勝
手
、 

 
 

之
事
も
承
居
候
、
持
統
之
義 

 
 

な
れ
ハ
、
其
段
も
可
察
、
夫
共
、
陽
気 

 
 

 
 

柄
も
よ
ろ
し
く
な
り
候
ハ
ゝ
、
又
々 

 
 

可
願
候
、
先
ハ
村
方

一
統
之
者
江

、
申
含
メ

、 

 
 

五
ヶ
年
過
候
ハ
ゝ
、
急
度
可
出
候
義 

 
 

被
仰
、
御
利
解
ニ

恐
れ
、
則
歩 

 

 
 

帳
御
下
故
、
持
帰
り

申
候
、
廣
八
参
候
、 

一
、
西
御
蔵
江

参
、
廻
し

米
致
候
被
下
候 

 

 
 

様
、
御
願
ミ

置
申
候
、 

一
、
御
遠
馬
ニ

付
、
道
橋
御
奉
行
様 

 
 

御
出
被
成
候
而
、
又
々
道
作
り

仕
候
、 
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六
日 

一
、
穀
留
御
目
附
様
、
三
輪
佐
平
太
様 

 
 

御
足
軽
様
、
御
常
様
、
御
廻
り
ニ

御
出
被
成
候
、 

 
 
 
 

七
日 

一
、
穀
留
大
中
屋
市
之
丞
ゟ
之 

 
 

 
 

送
、
番
小
屋
、
預
ヶ
置
通
り

候
故 

 
 

御
奉
行
武
居
利
兵
衛
様 

 

 
 

其
訳
、
馬
方
矢
ヶ
崎
送
り

、
宿 

 
 

二
日
通
り

候
、
清
水
町
久
右
衛
門
殿 

 
 

名
面
御
書
留
、
被
成
置
候
、 

 
 
 
 

八
日 

一
、
御
祭
禮
御
警
固
ニ

、
御
代
官
様 

 
 

神
宮
寺
江

御
出
之
節
、
添
書 

 
 

家
軒
数
、
男
女
人
別
数 

 
 

尤
、
男
女
分
も

書
上
、
御
時
節 

 
 

柄
故
、
十
八
ヶ
村
御
寄
セ

申
被
成
候
、 

 
 

百
姓
代
栄
吉
、
古
役
義
兵
衛
御
郡
廻
り 

 
 

神
宮
寺
村
組
頭
廻
り

、 

一
、
御
郡
廻
り

、
御
常
番
、
長
之
助
様 

 
 

神
宮
寺
村
、
四
ヶ
村
寄
、
役
人
組
頭
同
断
、 

 

22 一
、
御
武
器
様 

御
夕
飯
御
認
メ

被
仰
付
、 

 
 

則
、
暮
方
御
神
事
仕
舞
、
御
立
寄
、 

 
 

御
足
軽
、
御

肝
入
土
橋
善
介
様
、
御

常
番 

 
 

数
右
衛
門
様
、
始
廿
三
人
、
火
之
番
之 

 
 

道
具
持
三
人
、
此
〆
廿
六
人
、 

 
 

御
長
柄
方 

濱
五
右
衛
門
様 

 
 

十
三
人
、
御
認
メ

、
留
左
衛
門
下
宿
ヲ 

 
 

頼
ミ

、
惣
〆
三
拾
九
人
御
認
メ

、 

 
 

御
神
酒
ニ

而
上
申
候
、
尤
御 

 
 

念
入
ら
れ
、
役
所
向
ニ

而
は
、 

 
 

 

 
 

呑
不
申
様
候
所
、
名
主
御
振
舞 

 
 

祝
之
義
と
申
上
申
候
、 

一
、
酒
六
升
、
豆
府
（
豆
腐
）
無
御
座
候
、 

一
、
志
か
七
百
五
十
文
、
氷
豆
腐
ニ

い
た
し
候
、 

一
、
ね
き
百
文
、 

 
 
 

七
れ
ん
、 

一
、
米
壱
斗
壱
升
飯
、 

一
、
四
人
夫
、 

一
、
御
道
具
番
弐
人
、 

一
、
御
膳
給
十
人
、 

一
、
大
松
明
は
こ
び
（
運
び
）
六
人
、 
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、
合
羽
頭
三
人
、 

一
、
馬
壱
疋
、 

 
 

右
、
御
通
り

之
節
ハ
、
坂
口
ニ
而

出
迎
仕
候
、 

 
 

尤
、
地
分
之
内
は
、
御
安
内
致
候
、 

 
 

送
り

之
節
同
断
、 

一
、
月
調
御
日
延
参
、
又
、
宮
田
渡 

 
 

御
役
義
、
歩
米
五
合
増
之
願
上
致
、 

 
 

祭
り

之
晩
、
古
役
方
ニ

而
、
相
談 

 
 

致
候
、 

 
 
 
 

九
日 

 

一
、
歩
割
、
御
調
御
役
所
江

、
房
右
衛
門
、
正
月 

 
 

願
置
候
願
書
御
催
促
申
上
候
、 

 
 

尤
、
朝
、
岡
村
忠
左
衛
門
様
、
御
頼
ミ

、 

 
 

少
々
遣
物
致
候
而
、
取
な
し
被
下 

 
 

度
頼
候
、
其
日
ハ
い
ろ
〳
〵
御
利
解 

 
 

被
下
、
願
書
差
上
可
申
候
様
、
被
仰 

 
 

付
、
則
、
印

形
致
、
差
上
申
候
談
事 

 
 

古
役
等
、
打
寄
談
事
合
申
候
、 

 
 
 
 

十
日 

一
、
右
願
書
以
御
役
所
江

、
義
兵
衛
、
栄
吉 

 
 

百
姓
代
ニ

而
参
申
候
、
廣
八
参
り

候
、 

 
 

御
取
次 

馬
場
弥
八
郎
様
、
御
利
解
被
仰 

 
 

下
候
は
、
増
歩
米
之
義
ハ
、
此
節
何
共 
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不
成
、
相
減
し

候
義
、
尚
又
改
候
得
共
、 

 
 

尤
、
宮
田
渡
御
人
足
壱
人
ニ

付
、
六
合
宛 

 
 

被
下
候
處
、
御
不
勝
手
ニ

付
、
御
下
ヶ
被
下 

 
 

す
候
故
、
據
な
く
、
願
上
之
義
申
上
候 

 
 

得
は
、
度
々
御
利
解
之
上
、
三
合
増
ニ

、 

 
 

可
致
様
、
御
意
御
座
候
得
共
、 

 
 

何
分
、
五
合
増
被
仰
付
度
奉
願
候
、 

 
 

然
は
、
五
合
増
之
義
ハ
、
差
置
可
致 

 
 

被
仰
下
候
得
共
、
又
々
願
候
は
、
何
卒 

 
 

壱
人
之
内
江

、
一
處
ニ

増
候
様
奉
願
上 

 
 

候
得
共
、
御
役
所
御
下
り

故
、
願
書
御 

 
 

加
筆
之
處
、
書
直
候
上
置
申
候
、 
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十
一
日 

一
、
右
之
義
ニ

付
、
古
役
向
五
六
人 

 
 

寄
合
談
事
致
候
所
、
差
米
ニ

而
、 

 
 

よ
ろ
し
く
候
様
談
事
仕
、
如
何
成 

 
 

共
、
被
下
候
得
は
、
よ
ろ
し
く
候
、
談 

 
 

事
究
候
、
又
、
馬
場
弥
八
郎
様
江

、
内
々 

 
 

御
頼
ミ

可
参
候
様
、
談
事
致
候
、 

 
 
 
 

十
二
日 

一 

右
ニ

付
、
馬
々
（
馬
場
）
弥
八
郎
様
ニ

、
廣
八
内
々
御 

 
 

 

 
 

頼
ミ
ニ

参
り

申
候
、
御
使
物
ニ

は
、
内
津 

 
 

茶
半
斤
、
干
肴
添
、
御
家
見 

 
 

御
祝
義
し
て
上
申
候
よ
し
、 
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朝
六
ッ
半
時
分
ニ

、
冨
部
迠
御
出 

 
 

被
成
品
ハ
、
今
日
ハ
、
御
役
所
江

不
出 

 
 

又
郡
方
様
も

、
下
筋
江

川
除
御
見 

 
 

分
ニ

御
出
旁
、
明
後
十
四
日
ニ

御
役 

 

 
 

所
江

御
出
仕
被
成
候
由
、
其
節
ハ
、 

何
如
ニ

も
承
知
致
候
由
ニ

被
仰
候
、 

今
日
も
御
役
所
断
可
出
と
被
仰 

候
故
、
其
日
も
、
武
八
、
栄
吉
、
廣
八 

三
人
御
役
所
出
、
三
度
御
呼
出
し 

ニ

而
、
成
丈
減
し
致
候
哉
ト

被
仰
之 

小
前
百
姓
、
古
役
一
統
何
分
願
上 

度
申
上
故
、
段
々
之
願
故
、
今
日 

は
、
御
上
御
揃
無
之
故
、
十
四
日
と

、 

十
五
日
之
内
、
可
出
被
仰
付
、
罷 

帰
り

候
、 

一
、
穀
留
ニ

付
、
高
遠
大
中
屋
市
之
丞 

 
 

酒
送
手
形
、
朔
日
ゟ
七
日
迠
四
駄 

 
 

参
、
則
、
松
本
、
佐
久
郡
江

送
り 

 
 

荷
物
手
形
出
し

、
通
り

申
候
、 

 
 

何
卒
附
通
し

致
、
武
八
殿
被
頼 

 
 

御
出
役
様
願
候
所
、
其
義
相
成
す 

 
 

由
ニ

而
、
其
儘
捨
置
申
候
、 
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十
三
日 

三
月
十
三
日 

 

一
、
壱
両
弐
分 

 

武
八
分
未
金 

一
、
壱
分
六
匁
三
分
四
厘
六
毛 

吉
兵
衛
分
未
進
、 

 

右
、
二
口
又
左
衛
門
殿
江

遣
申
候
、 

一 
 
 

十
四
日 

一
、
宮
田
渡
人
足
、
歩
米
壱
人
ニ

付
、 

 
 

五
合
増
之
所
、
段
々
願
上
置 

 
 

候
通
り

、
則
、
今
日
願
之
通
被
仰 

 
 

付
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、
百
姓
代 

 
 

栄
吉
、
又
左
衛
門
、
役
人
廣
（
八
）
参 

 
 

御
請
致
、
尤
五
ヶ
年
之
内 

 
 

差
米
ニ

致
候
様
、
又
、
五
ヶ
年 

 
 

過
候
ハ
ゝ
、
右
之
通
可
願
出
候 

 
 

様
、
御
射
山
人
足
除
、
外
人
足 

 
 

之
義
、
五
合
増
ニ

被
仰
付
相
済
、 

 
 

山
中
三
郎
右
衛
門
様
、
岡
村
忠
左
衛
門
様
、
御
礼
鯣
一
連
ツ
ゝ
遣
、 

一
、
紺
屋
運
上
、
御
勘
定
御
役 

 
 

所
江

差
上
申
候
、
壱
瓶
弐
百
文 

 
 

休
株
壱
軒
四
百
文
、
〆
三
貫
二
百
文
上
納
、 

 
 

右
、
上
納
一
札
差
上
、
役
人
中 

 
 

印
形
致
差
上
相
済
申
候
、 
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十
五
日 

一
、
三
ヶ
月
調
、
儀
兵
衛
殿
、
太
吉
、
割
惣
代 

 
 

入
札
ニ

而
出
候
、
則
、
月
歩
割
書
上
帳 

 
 

仕
立
申
候
、
都
合
弁
當
六
人
分
、 

 
 
 
 

十
六
日 

一
、
殿
様
ニ

而
、
陽
気
柄
ニ

付
、
両
社
ニ

而
五
穀 

 
 

成
就
之
御
祈
祷
被
仰
付
、
御
守
頂
戴 

 
 

柳
口
ニ

而
被
下
置
、
猶
吉
参
、
百
姓
代
壱
人 

 
 

栄
吉
参
申
候
、
則
、
御
礼
鯣
一
連
ツ
ゝ
上
、 

 
 
 
 

十
七
日 

一
、
三
ヶ
月
歩
帳
、
拾
ひ
出
し

帳
、
西
御
役
所
江

、 

 
 

指
出
し

、
房
右
衛
門
参
、
御
調
請
相
済
、 

 
 

夫
ゟ
穀
留
入
用
御
催
促
、
下
筋
役
人 

 
 

弐
人
、
林
右
衛
門
様
方
御
願
申
上
帰
り

候
、 

一
、
穀
留
御
奉
行 

篠
原
善
左
衛
門
様
、
三
輪
佐
平
太
様
御
出
被
成
、 

 
 
 
 

十
八
日 

一
、
御
年
賦
金
割
致
、
武
八
、
儀
兵
衛 

 
 

惣
代
役
人
ニ

而
わ
り
致
、
暮
方
ニ 

 
 

 

 
 

相
成
候
所
、
峠
追
拂
金
沢
宿
之
者 

 
 

二
人
、
御
座
候
而
、
御
足
軽
四
人
御
泊 

 
 

被
成
、
外
ニ

□
□
四
人
、
仲
右
衛
門 

 
 

方
江

遣
し

泊
り

申
候
、 
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十
九
日 

一
、
御
足
軽
様
、
御
泊
、
朝

御
立
被
成
候
、 

 
 

御
年
賦
割
残
り

候
故
、
十
九
日
夕 

 
 

な
へ
ニ

調
申
候
、
武
八
、
義
兵
衛 

一
、
癸

巳

御
蔵
相
場
、
十
弐
俵
三
斗 

 
 

御
觸
御
座
候
、 

 
 
 
 

廿
日 

一
、
御
宮
地
形
片
付
、
出
拂
人
足
ニ

而
、 

 
 

御
寄
進
ニ

参
申
候
、 

 

十
九
日
夕 

一
、
壱
升
五
合 

 
 
 

同
人 

 
 

右
は
十
九
日
晩
、
御
年
賦
金
割
残
り 

 
 

調
出
来
上
り
ニ

致
候
節
、
六
人
江

認
メ

飯
料
、 

 
 
 
 

廿
一
日 

一
、
宮
田
渡
様
江

、
作
扶
持
方
願
上
候
相
談 

 
 

い
た
し
、
名
面
出
し

候
而
も
と
申
候 

 
 

は
、
三
人
斗
、
又
、
相
談
致
、
村
一
統 

 
 

願
上
へ
く
と
申
候
得
共
、
夫
ニ

而
は
、 

 
 

難
渋
者
相
不
知
、
又
銘
々
名
面 

 
 

い
た
し
、
十
八
人
斗
り

御
座
候
、 



7 

 

 
 
 
 

廿
二
日 

一
、
御
改
役
所
江

参
、
御
年
賦
金
割 

 
 

帳
御
調
被
下
、
又
西
御
蔵 
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江

参
、
廻
し

米
、
助
之
丞
、
銀
弥 

 
 

上
金
子
、
新
井
、
廻
し

申
候
、
菊
池
様 

 
 

江

、
手
紙
餞
ら
れ
、
夫
ゟ
湯
之
脇
江

、 
 
 
 

 

 
 

も
即
参
申
候
、
夫
ゟ
甲
立
寺
様 

 
 

江

参
、
松
本
兎
川
寺
隠
居
様
、
御
入 

 
 

院
被
成
候
、
夜
入
帰
り

、
猶
吉
参 

 
 

所
ニ

御
座
候
故
、
無
據
障
入
候
故
、
廣
八
参
申
候
、 

 
 
 
 

廿
三
日 

一
、
栄
吉
、
序
五
升
餘
、
違
ひ
御
座
候 

 
 

ニ

付
、
改
呉
候
様
不
申
候
ニ

付
、
房
右
衛
門 

 
 

義
、
廣
八
三
人
ニ

而
、
改
差
出
し

帳
ニ 

 
 

印
、
其
分
ハ
、
春
中
改
候
、
餘
米 

 
 

御
座
候
故
、
差
出
し

直
し

、
過
不
足 

 
 

無
之
様
、
栄
吉
名
寄
拵
遣
し

申
候
、 

一
、
陽
氣
義
、
此
節
十
六
七
日
時
分
ゟ 

 
 

大
ニ

暖
に
相
成
申
候
、
苗
代
種
も
、 

 
 

十
六
日
蒔
ニ

致
、
麦
作
早
生
、
殊
之 

 
 

外
、
宜
敷
方
ニ

御
座
候
、
御
蔵
相
場 

 
 

十
弐
俵
三
斗
御
座
候
、 

 
 
 
 

廿
四
日 

一
、
頼
岳
寺
和
尚
様
、
出
羽
ゟ
御
入
院 

 
 

御
座
候
間
、
役
所
風
呂
敷
一
ワ
、 

 
 

年
寄
両
人
江

扇
子
壱
對
宛 
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被
下
旦
中
江

、
茶
一
袋
宛
被
下
候
、 

 

一
、
作
扶
持
方
、
願
人
数
十
八
人 

 
 

書
候
、
三
拾
三
俵
願
、
宮
田
渡
様 

 
 

江

差
上
置
申
候
、
清
水
三
枚
め 

 
 

水
戸
掘
始
メ

申
、
下
筋
有
賀
ゟ 

 
 

穀
留
入
用
割
願
置
候
、
御
催
促
大
池
村 

 
 

江

夫
ヲ

以
申
談
候
、 

 
 
 
 

廿
五
日 

一
、
穀
留
入
用
御
催
促
、
六
ヶ
村
一
統 

 
 

御
役
所
江

出
申
候
、
猶
吉
参
申
候
、 

 
 

御
下
り

故
、
其
日
ハ
不
申
上
候
、 

 
 

御
上
様
ゟ
御
祈
祷
札
戴 

 
 

申
候
故
、
古
役
談
事
通 

 
 

廿
八
日
、
両
社
参
詣
し
、
廿
七
日 

 
 

晩
、
御
日
待
致
、
夕
飯
振 

 
 

舞
致
し

、
尤
豆
府
（
豆
腐
）
無
之
候
、 

 
 

鰹
節
一
と
ふ
し
、
村
中
寄
合 

 
 

認
メ

い
た
し
申
候
、
談
事 

 
 

致
候
、 

 
 
 
 

廿
六
日 

一
、
田
沢
御
目
附
代
蔵
御
廻
り 

 
 

御
座
候
、 
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廿
七
日 

一
、
村
、
日
待
ニ

、
陽
気
祭
り

致
し

候
、 

 
 

夕
飯
村
中
ニ

而
、
白
米
壱
斗 

 
 

豆
腐
七
丁
、
醤
油
壱
升 

 
 

鰹
節
壱
ふ
し
、
廿
八
日
祭
り 

 
 

両
社
村
中
致
参
詣
申
候
、 

 
 
 
 

廿
八
日 

一
、
村
中
両
社
参
致
信
心
候
、
穀
留
御 

 
 

奉
行
、
矢
崎
弥
五
左
衛
門
様
御
帰
り

、 

 
 

武
居
利
兵
衛
様
同
断
、
惣
替
り

、 

 
 

雨
天
ニ

御
さ
候
、
東
山
田
芦
沢
角
次
様 

 
 

御
詰
ニ

候
御
出
被
成
候
、 

 
 
 
 

廿
九
日 

一
、
御
年
賦
金
寄
申
候
得
共
、 

 
 

寄
か
ね
、
夕
か
た
は
、
栄
次
郎
殿
、 

 
 

仲
右
衛
門
、
賣
地
年
季
書
入 

御
座
候
故
、 
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晦
日 

一
、
穀
留
、
年
々
定
式
之
御
扶
持
米 

 
 

御
證
文
願
、
則
、
御
蔵
江

持
参 

 
 

九
月
朔
日
ゟ
午
三
月
晦
日
迠 

 
 

弐
百
八
日
分 

 

小
二
ッ

八
斗
三
升
弐
合 

 
 

四
月
朔
日
ゟ
八
月
晦
日
迠
分 

 
 

五
斗
八
升
八
合
、
小
三
ッ
、
則
御 

 
 

證
文
米
ニ

而
、
御
蔵
江

差
出
申
候
、 

 
 

穀
留
村
方
江

、
御
出
役
日
々
之
、 

 
 
 
 
 
 
 

下
向
九
ニ
而
割
合
増
以
れ
而
、 

 
 

御
扶
持
小
手
形
米
、
八
月
ゟ
已
来 

 
 

三
石
五
六
斗
も
御
座
候
、 

一
、
山
論
御
年
賦
金
上
納
内
入
と

而
、 

 
 

三
両
弐
分
晦
日
ニ

差
上
申
候
、
役
義
ハ 

 
 

御
日
延
願
度
申
、
則
、
廣
八 

 
 

参
り

、
夕
方
帰
り

申
候
、 

一
、
藤
五
郎
、
乙
吉
御
宮
御
廻
廊 

 
 

木
口
破
風
、
懸
魚
取
付
等
、 

 
 

拵
直
候
、
弐
分
位
イ

迠 

 
 

申
置
、
尤
手
間
扶
持
ニ

御
座
候
、 
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四
月
朔
日 

一
、
清
水
三
枚
め
田
、
水
ヲ
ぬ
き 

 
 

段
々
堀
進
、
紋
弥
殿
頼
ニ

う
め
候
、 

 
 

真
志
ゆ
み
い
し
や
、
参
呉
候
、 

 
 
 
 

二
日 

一
、
上
原
村
音
左
衛
門
、
御
蔵
四
俵
弐
升 

 
 

巳
暮
ニ

義
兵
衛
殿
賣
置
候
所
、 

 
 

西
御
蔵
、
植
原
村
と
し
る
し 

 
 

東
御
蔵
移
し
候
所
、
間
違
ニ

て
、 

 
 

埴
原
田
移
し
候
故
、
漸
々
見
付 

 
 

出
し
候
、
尤
先
達
對
段
致
し

置
候
故 
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と
申
候
得
共
、
何
分
知
か
た
く
と 

 
 

申
候
故
、
廣
八
、
房
右
衛
門
、
御
蔵 

 
 

江

参
、
上
原
村
江

も
、
手
形
示
遣
候
、
又 

 
 

西
御
蔵
、
廻
し

米
不
残
、
穀
留
御 

 
 

證
文
米
、
小
手
形
之
分
、
残
ら
す 

 
 

御
勘
定
申
候
、 

 

四
月
二
日 

一
、
三
俵
五
升
四
夕
七
才
、
新
井
村
江

賣
申
候
、 

 

同 

一 

弐
斗
三
升
九
合
八
夕
三
才
、
米
見
徳
蔵
、
廻
し

呉
候 

〆
切
相
済
候
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

約
束
、 

 

34 一
、
御
宮
ゟ
御
廻
状
参
、
作
扶
持
方
願
書
候
義
、 

 
 

弐
人
ハ
願
書
ニ

致
可
差
出
候
義
御
座
候
、 

 
 

宮
田
渡
様
、
願
上
通
り

、
三
十
三
俵
被
下 

 
 

願
書
ニ

致
、
差
上
置
申
候
、 

 
 
 
 

三
日 

一
、
作
扶
持
方
、
御
宮
江

願
之
義
、
古
役 

 
 

押
寄
談
事
上
、
願
書
差
出
置
申
候
、 

 
 

右
、
廣
八
、
房
右
衛
門
参
り

申
候
、 

 
 
 
 

四
日 

一
、
御
宮
ゟ
願
書
横
帳
下
書
被
下
、 

 
 

農
人
壱
人
ニ

付
、
五
合
宛
願 

 

 
 

候
様
御
座
、
亀
松
殿
祝
義 

 
 

ニ

而
、
酒
五
盃
掛
肴
、
役
人
三
人
江

、 

 
 

持
参
致
開
申
候
、 

 
 
 
 

五
日 

 

一
、
田
沢
村
籾
拾
弐
俵
、
御
屋
鋪
願
候 

 
 

ニ

付
、
當
村
参
候
得
共
無
御
座
候
と 

 
 

申
上
候
、
山
浦
邊
一
統
苗
間 

 
 

違
ひ
候
由
、
六
合
御
扶
持
止
候
故
、 
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又
願
上
候
、
約
束
致
し

申
候
、 

一
、
心
観
淨
光
信
土
、
三
十
三
廻
忌
、
供
養
致
し

候
、 

 
 
 
 

六
日 

一
、
墓
参
り

致
し

申
候
、
千
躰
和
尚 

 
 

呼
申
候
、 

 
 
 
 

七
日 

一 
 
 

八
日 

九
日 

一
、
宮
田
渡
人
足
、
御
扶
持
米
六
合 

 
 

之
處
、
半
分
願
候
様
、
田
沢
、
丸
山 

 
 

神
之
原
、
北
久
保
、
宮
田
渡
村
々 

 
 

役
人
高
部
江

、
寄
合
致
し

、
尤
村
々 

 
 

百
姓
代
、
相
添
願
出
申
候
、 

 
 

房
右
衛
門
、
猶
吉
参
申
候
、 

一
、
御
年
賦
金
割
違
改
三
人 

 
 

儀
兵
衛
立
寄
改
申
候
、
家
軒
割 

 
 

目
不
出
違
ひ
三
百
四
十
八
文
之 

 
 

違
ひ
御
座
候
、 
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十
日 

一
、
御
年
賦
金
上
納
、
弐
両
弐
分 

 
 

三
朱
ト

壱
匁
三
分
、
六
分
七
厘
上
申
候
、 

 
 

猶
吉
参
、
町
宿
㐂
七
殿
方
ニ

而
、 

 
 

壱
分
借
用
返
し

申
候
、
唐
沢 

 
 

佛
餉
八
袋
上
申
候
、
田
邊
出
火 

 
 

あ
り
、 

 
 
 
 

十
一
日 

一
、
川
除
大
廻
り

、
郡
方
様
并

御
目
附
様 

 
 

上
五
人
、
下
八
人
御
出
、
福
嶋
ゟ
下
蔦
木
迠
、 

 
 

片
わ
く
宮
川
迠
、
四
十
七
間
ニ

上
置
、 

 
 

石
は
ね
十
三
膳
ハ
共
ニ

下
金
子 

 
 

御
朝
飯
、
御
弁
當
、
中
河
原
村
役
人
三
人 

 
 

百
姓
代
儀
兵
衛
、
栄
吉
参
候
、 

 
 
 
 

十
二
日 

一
、
天
龍
中
嶋
切
廣
メ

、
歩
米 

一 

弐
朱
ト

壱
匁
八
分
五
厘
三
毛 

 

廿
五
口
弐
百
十
五
文
、 

 
 

上
納
廣
八
参
申
候
、
西
御
蔵
江

、 

 
 

大
池
役
人
穀
留
入
用
割 

 
 

御
催
促
致
度
参
申
候 

 
 

得
ハ
、
二
ヶ
村
斗
り
ニ

而
ハ
出
来
不
申
候
、 
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帰
り

申
候
、
町
ニ

而
い
ろ
〳
〵 

 
 

買
物
い
た
し
申
候
、 

 
 
 
 

十
三
日 

一 

 
 
 
 

十
四
日 

一
、
御
宮
御
廻
状
ニ

付
、
廣
八
候
所
、
作
扶
持 

 
 

願
候
所
、
御
宮
御
奉
行
様
、
高
嶋
江

願
書 

 
 

例
無
御
座
候
故
、
難
出
来
被
仰
付
候 

 
 

様
、
又
々
願
可
申
候
由
、
被
仰
候
、
依
之 

 
 

先
、
申
聞
候
、 

 
 
 
 

十
五
日 

一
、
作
五
郎
未
進
、
壱
分
御
家
老
様
江

、 
 

 
 

差
上
申
候
、 

 
 
 
 

十
六
日 

一
、
下
筋
御
奉
行
様
、
御
帰
り

被
成
、
杦
村 

 
 

源
蔵
様
、
御
内
様
御
同
々
ニ

而
御
帰
被
成
、 

 
 
 
 

十
七
日 

一
、
御
川
除
御
見
分
御
礼
ニ

、
郡
方
様
、 

 
 

御
奉
行
馬
場
弥
八
郎
様
、
横
川
弥
七
郎
様 

 
 

土
橋
甫
右
衛
門
様
、
御
下
役
桑
原
亀
次
様
、
大
熊 

 
 

新
兵
衛
様
、
西
山
田
時
次
様
江

、
鯣
壱
連
宛 
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御
礼
ニ

参
、
房
右
衛
門
、
猶
吉
参
申
候
、 

 
 

御
蔵
江

参
、
穀
留
入
用
割
、
催
促 

 
 

致
、
菓
子
弐
百
文
上
、
可
致
割
由 

 
 

承
置
申
候
、 
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一
、
将
（
醤
）
油
百
駄
、
亀
屋
善
左
衛
門
出
候
所
、 

 
 

 

 
 

被
仰
付
候
、 

 
 
 
 

十
八
日 

一
、
義
兵
衛
、
歩
割
諸
勘
定 

 
 

残
り

致
し

、
武
八
、
義
兵
衛
、
當 

 
 

役
寄
合
致
し

申
候
、
昼
壱
飯 

 
 

認
メ

申
候
、 

 
 
 
 

十
九
日 

一
、
作
五
郎
未
進
三
朱
、
御
家
老
様
江

、 

 
 

差
上
申
候
、 

一
、
穀
留
入
用
割
、
御
廻
状
参
り

候
、 

 
 
 
 

廿
日 

一
、
穀
留
入
用
、
御
郡
中
割
参
り

候
、 

 
 

高
部
村
、
壱
両
ト

四
匁
弐
分
四
毛
割
附
参
候
、 

 
 

御
蔵
江

上
納
、
房
右
衛
門
参
候
、 

 
 
 
 

廿
一
日 

一
、
御
廻
状
ニ

而
、
御
役
所
出
候
所
、
小
平
源
三
郎
江

、 
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酒
拾
五
駄
、
高
遠
殿
垣
外 

 
 

久
仁
太
郎
ゟ
送
り

申
候
義
被 

 
 

仰
付
候
、
右
之
印
鑑
ニ

而
、
改
可
申
候 

 
 

様
、
尤
四
樽
附
ニ

御
座
候
、
則 

 
 

廣
八
参
、
御
受
仕
候
、 

一
、
宮
田
渡
様
ゟ
高
帳
改
、
指 

 
 

可
出
被
仰
付
、
房
右
衛
門
書
出
し

、 

差
上
申
候
、
尤
人
足
平
均 

割
之
義
御
座
候
、 

 
 
 

廿
二
日 

草
高
割
、 

一
、
穀
留
、
天
龍
切
廣
、
京
都
御
免
勧
化 

 
 

御
本
丸
御
庭
御
用
、
御
三
之
丸
橋
懸
替 

 
 

入
用
草
高
割
致
、
役
人
三
人 

 
 

古
役
、
義
兵
衛
、
栄
吉
寄
合 

 
 

調
帳
拵
申
候
、
雨
天
ニ

御
さ
候
、 

 
 
 
 

廿
三
日 

一
、
松
本
青
柳
碩
水
寺
和
尚
様
、 

 
 

 
 

昼
時
分
ニ

御
出
被
成
、
目
い
し
や 

 
 

竹
内
新
八
様
江

、
療
冶
ニ

御
出
被
成
、 

 
 

御
宮
参
詣
な
か
ら
、
初
而
御
出
被
成 
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則
、
廿
三
日
晩
御
泊
り
、

御
供
壱
人
、 

 
 

御
連
被
成
、
土
産
大
風
呂
敷
、
扇
子 

 
 

手
拭
、
茶
被
下
候
、
廿
四
日
朝
、
御
立
、 

 
 

 
 

伊
奈
松
嶋
、
赤
羽
根
、
小
野
、
寺
江

、
御 

 
 

披
ニ

御
出
之
由
ニ

御
座
候
、
尤
、
額
、 

 
 

蘭
間
、
蟇
股
下
拵
、
御
覧
ニ

入
、
早
々 

 
 

 
 

拵
候
様
、
御
約
束
仕
候
、 

 
 
 

廿
四
日 

一
、
御
川
除
御
奉
行
様
、
大
熊
村
ゟ
、 

高
部
村
迠
、
先
達
願
置
候
通
り 

御
普
請
被
下
候
、
村
人
足
廿
四
人 

宛
り

候
、
御
茶
菓
子
、
徒
義
ぬ
き 

 
 

團
子
弐
百
文
分
調
、
川
尻
ニ

而
、
茶 

上
度
心
懸
候
得
共
、
茶
斗
り
ニ

而
、 

不
上
候
故
、
役
人
ニ

而
、
喰
申
候
、 

上
金
子
御
弁
當
、
大
熊
御
朝
飯
、 

神
宮
寺
小
弁
當
、
千
躰
佛
ゟ
、 

廿
四
日
晩
、
安
国
寺
御
泊
り

、 

廿
五
日
、
宮
川
除
、
茅
野
村
詰 

候
様
御
廻
状
参
、
高
部
廿
四
人 

参
り

候
、
役
人
三
人
、
歩
キ
、 
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弁
當
認
メ

致
申
候
、
宮
田
渡 

 
 

御
屋
鋪
石
か
つ
ぎ
人
足
四
人
、 

 
 

 
 

外
ニ

壱
人
町
遣
イ

、
又
、
石
か
つ
ぎ 

 
 

人
、
不
足
故
、
昼
ゟ
又
、
三
人
急
宛 

 
 

三
人
出
申
候
、 

 
 
 
 

廿
五
日 

一
、
宮
田
渡
石
か
つ
ぎ
、
前
文
之 

通
り
ニ

御
座
候
、
川
除
十
二
人 

茅
野
、
宮
川
除
ニ

参
り

申
候
、 

 
 

廿
六
日 

一
、
當
年
苗
違
ニ

付
、
見
分
と
し
て
、 

 
 

五
味
藤
左
衛
門
様
、
御
越
被
成
候
、 

 
 

當
村
之
義
、
苗
生
立
七
歩
ニ 

 
 

申
上
候
、
尤
、
五
分
位
イ

候
得
共
、 

 
 

成
丈
小
苗
植
候
ハ
ゝ
、
村
融
通 

 
 

出
来
候
様
申
上
候
故
、
御
改
も
無
之 

 
 

安
国
寺
御
泊
り

、
夕
方
御
通
り

被
成
候
、 

 
 

四
五
日
前
、
御
役
所
様
江

、
殖
日
願 

 
 

上
候
、
被
仰
付
候
、
餘
り

候
ハ
ゝ
、
外
々
江

、 

 
 

融
通
可
申
候
様
ニ

、
御
座
候
、 

一
、
入
山
口
明

、
順
達
申
遣
候
、
五
月
節
ゟ
、 

 
 

八
日
前
、
定
日
ニ

御
座
候
、 
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廿
七
日 

一
、
穀
留
入
用
割
金
御
渡
し

被
下
候
、 

 
 

御
廻
状
、
御
蔵
ゟ
参
、
則
、
房
右
衛
門 

 
 

猶
吉
両
人
参
申
候
、 

一
、
時
割
物
、
御
郡
中
割
、
穀
留
入
用 

 
 

御
庭
三
之
丸
御
橋
懸
、
天
龍
切
廣
メ

、 

 
 

草
高
割
、
御
役
所
御
調
請
候 

 
 

申
候
、 

一
、
御
蔵
ニ

而
、
御
渡
し

被
下
候
所
、
拾
六
両 

 
 

三
分
ト

三
匁
九
厘
弐
毛
御
請
取
参
候
、 

 
 

右
ニ

付
、
御
勘
定
違
ひ
御
座
候
故
、 

 
 

古
役
、
當
役
、
寄
合
談
事
、 

 
 

い
た
し
、
明
廿
八
日
ニ

願
上
、 

 
 

い
た
し
候
、
談
事
相
究
申
候
、 

一
、
苗
違
ひ
故
、
田
う
へ
五
日
、
六
日 

 
 

ゟ
始
度
願
候
ニ

付
、
御
廻
り 
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藤
左
衛
門
様
方
江

、
郡
方
様
書 

 
 

状
、
被
廻
御
聞
合
之
上
と

被
仰
候
、 

 
 
 
 

廿
八
日 

 

一
、
穀
留
入
用
割
、
都
合 

 
 

午

二
月
晦
日
迠
弐
十
八
両
弐
分 
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弐
朱
弐
匁
壱
分
五
厘
之
所
、 

 
 

不
足
ニ

御
座
候
故
、
古
役
義
兵
衛 

 
 

房
右
衛
門
両
人
参
、
岡
村
忠
右
衛
門
様
、 

 
 

横
川
弥
七
様
御
願
、
御
内
改
被
下 

 
 

候
所
、
書
上
帳
ニ

違
ひ
無
之
候
故
、 

 
 

御
役
所
江

、
廿
九
日
ニ

願
上
候
様
、
被 

 
 

仰
下
候
故
、
先
安
堵
仕
候
、
則
、
房
右
衛
門 

 
 

所
々
御
礼
一
同
い
た
し
候
、 

 
 

猶
吉
、
郡
方
様
書
状
、
藤
左
衛
門
様 

 
 

方
江

、
持
参
い
た
し
候
、 

 
 
 
 

廿
九
日 

一
、
御
役
所
江

参
、
穀
留
入
用
割
違 

 
 

之
所
、
御
改
願
候
、
御
調
書
付
、
被
下 

 
 

御
蔵
江

引
合
可
致
候
様
被
仰
下
候 

 
 

其
上
、
御
改
可
被
下
候
義
、
被
仰
候
、 

 
 

則
、
御
蔵
参
候
處
、
其
日
は
不
明
候 

 
 

故
、
廣
八
帰
り

申
候
、 

一
、
御
廻
状
被
下
、
苗
間
之
義
、 

 
 

四
日
ゟ
植
候
義
被
仰
付
候
、 

一
、
夕
、
村
中
寄
合
、
川
尻
汐
堀 

い
た
し
申
候 

 
 

申
へ
く
談
事
、
人
足
五
人
呉
候
、 
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五
月
朔
日
、
作
五
郎
未
進
金 

一
、
御
未
進
金
、
弐
分
ト

弐
朱
ト

三
分
八
厘
一
毛
、 

 
 

土
橋
左
膳
様
、
上
納
致
し

、
則
、 

 
 

御
請
取
書
付
、
皆
済
仕
候
、 

一
、
穀
留
入
用
割
違
、
御
蔵
江

米 

 
 

見
嶋
蔵
殿
江

頼
、
内
聞
宿
ニ

而
、 

 
 

致
し
参
候
、 

 
 
 
 

二
日 

一
、
御
川
除
御
奉
行
御
下
役
様
江

、
鯣 

 
 

一
連
宛
、
差
上
御
禮
相
済
申
、
御
節 

 
 

句
御
礼
も
い
た
し
申
候
、
猶
吉 

 
 

廣
八
、
西
山
、
友
之
町
、
御
両
所
江

参 

 
 

申
候
、
御
蔵
江

参
、
穀
留
入
用 

 
 

割
違
引
合
致
、
書
付
被
下
、 

 
 

御
役
所
江

参
候
處
、
御
下
り

故
、 

 
 

不
申
上
、
帰
り

申
候
、 

一
、
作
五
郎
、
子
安
田
地
之
義
、
房
右
衛
門 

 
 

飯
嶋
五
右
衛
門
両
人
扱
ニ

而
、
こ
ふ
や
江

、 

 
 

三
両
弐
分
遣
、
源
左
衛
門
田
地
買 
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候
様
、
片
付
申
候
、 

 
 
 
 

四
日 

 
 
 
 
 
 

十
六
人
江

、
一
人
ニ

付
、
弐
朱
宛 

一
、
御
宮
ゟ
作
扶
持
方
ニ

而
、
弐
両
十
日
迠 

無
利
息
ニ

御
貸 

一
、
穀
留
入
用
割
違
、
不
足
之
所
、 

 
 
 
 
 

被
下
候
、 

 
 

西

御
役
所
江

、
御
催
促
ニ

廣
八 

 
 

参
り

申
候
所
、
調
落
シ

と 

 
 

御
意
御
座
候
、
追
而

割
出
し 

 
 

物
可

有
之
候
間
、
其
次
と

被
仰
候
、 

 
 

田
植
い
た
し
申
候
、 

 
 
 
 

五
日 

一
、
宮
田
渡
様
、
御
祝
義
、
干
た
ら
、 

 
 

御
家
老
様
干
た
ら
、
袋
介
様 

 
 

干
物
御
禮
相
済
申
候
、 

一
、
苗
御
見
分
、
五
味
藤
左
衛
門
様 

 
 

 
 

植
田
御
見
廻
り
ニ

而
、
御
立
寄
被
下 

 
 

御
酒
差
上
、
御
下
役
林
右
衛
門
様 

 

 
 

御
仲
間
上
下
三
人
、
御
茶
菓
も
、 

 
 

出
し

候
、
村
融
通
ニ

而
御
座
候
与
、 

 
 

申
上
候
、
穀
留
入
用
割
違
、
御
咄
し

申
候
、 

 
 
 
 

六
日 

一
、
田
う
へ
い
た
し
申
候
、 

（
田
植
え
） 

 
 
 

 

46 
 
 
 
 

七
日 

一
、
御
未
進
立
返
し

仰
付
ら
れ
、
割
合 

 
 

致
し

、
壱
石
壱
斗
七
升
八
合
四
夕
壱
才 

 
 

武
八
、
八
斗
三
升
二
夕
、
専
松
、
三
斗
六
合
五
夕
六
才 

 
 

作
五
郎
、
四
升
壱
合
六
夕
五
才
、
午
七
月
迠 

 
 

御
日
延
願
置
申
候
、 

 
 
 
 

八
日 

一
、
穀
留
入
用
金
割
致
し

申
候
、
當
役 

 
 

古
役
義
兵
衛
殿
、
栄
吉
殿
寄
、 

 
 

惣
〆
十
四
両
三
分
一
朱
ト

八
十
四
文 

 
 

拂
方
遣
イ

申
候
、
残
り

而
、
八
両
弐
分
ト 

百
十
五
文 

 
 

村
方
四
拾
壱
軒
割
、
壱
軒
ニ

付
、 

 
 

三
朱
ト

百
三
十
四
宛
割
附
遣
し

申
候
、 

 
 

夕
飯
料
、
六
分
宛
勘
定
致
申
候
、 

 
 
 
 

九
日 

一 

右
同
断
、
人
数
寄
合
、
村
割
附 

 
 

調
、
貸
金
請
勘
定
致
置
申
候
、 

 
 

當
役
三
人
、
義
兵
衛
、
栄
吉
出
、
朝
飯 

 
 

昼
飯
認
い
た
し
申
候
、 
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十
日 

一
、
右
請
拂
致
し

申
候
、
漸
々 

 
 

天
気
上
り

申
候
、 

 
 
 
 

十
一
日 

一
、
穀
留
入
用
割
不
足
之
分
、
願
上
義 

 
 

ニ

付
、
横
川

弥
七
様
江

、
御
内
々
願
ニ

参
、
則 

 
 

赤
魚
弐
百
文
差
上
申
候
、 

 
 

西
御
役
所
江

願
可
出
、
先
は
、 
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郡
方
様
江

は
、
見
合
可
申
候
由
申
、 

 
 

被
仰
候
、
岡
村
忠
右
衛
門
様 

 
 

 
 

江

、
御
内
々
願
参
候
處
、
調 

 
 

落
之
義
、
改
直
候
間
、
先
は 

延
し

置
、
此
次
御
勘
定
之
時 

可
申
出
候
、
其
節
心
付
遣
し

可 

申
候
と

被
仰
付
候
故
、
先
ハ
、
延
し 

置
申
候
、
廣
八
、
猶
吉
両
人
参
候
、 

一
、
松
本
領
三
千
石
、
内
田
村
七
左
衛
門
忰
子 

 
 

太
門
次
夫
婦
、
當
社
参
、
其
上
、 

 
 

甲
州
御
嶽
山
江

参
候
而
、
當
村 

 
 

江

通
り

懸
り

候
所
、
真
志
野
村
㐂
三
次 

 
 

と

見
受
候
得
共
、
諏
方
神
田
村 

 
 

 
 

豊
吉
子
分
、
三
保
吉
と

申
者
、 
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塩
尻
宿
山
本
や
鉄
蔵
ニ

被
頼 

 
 

追
手
ニ

参
候
由
、
紺
屋
与
右
衛
門
方
江

、 

 
 

夫
婦
、
か
く
ま
い
被
下
候
由
ニ

而
、
居
候
所
、 

 
 

三
保
吉
ふ
み
込
、
出
し

呉
候
由 

 
 

被
申
、
い
ろ
〳
〵
申
越
、
穀
留
御
奉
行
様
、 

 
 

有
賀
村
笠
原
羽
右
衛
門
様
、
御
出
張 

 
 

有
之
、
訳
合
ヲ

願
、
則
、
御
利
解 

 
 

被
下
、
三
保
吉
返
し

申
候
、
太
門
次 

 
 

夫
婦
は
一
夜
留
置
、
人
壱
人 

 
 

附
、
中
町
萬
や
甚
右
衛
門
殿
方
江

送
り

、 

 
 

頼
申
遣
し

候
、
則
、
乙
松
、
町
迠
参
候
、 

 
 

酒
代
候
間
、
壱
朱
預
ヶ
置
申
候
、 

 
 
 
 

十
二
日 

一
、
田
植
仕
舞
仕
候
所
、
御
役
所
様 

 
 

御
届
ヶ
申
上
候
、
則
、
五
味
藤
左
衛
門
様 

 
 

江

、
御
礼
鯣
壱
連
上
申
候
、 

 
 

則
、
猶
吉
参
候
、 

一
、
儀
兵
衛
殿
、
江
戸
江

参
候
付
、
諸
勘
定 

 
 

帳
預
り

置
申
候
、 

 
 
 
 

十
三
日 

 

49 一
、
百
瀬
庄
兵
衛
様
、
御
死
去
被
成
候 

 
 

ニ

付
、
御
悔
参
、
則
、
清
明
香 

 

 
 

壱
わ
上
申
候
、
高
国
寺
迠 

 
 

人
足
壱
人
連
レ

、
こ
も
持
参
致
候
、 

 
 

廣
八
参
申
候
、 

 
 
 
 

十
四
日 

一
、
村
日
待
、
晩
ニ

い
た
し
申
候
、
則 

 
 

十
五
日
ゟ
、
両
社
江

日
参
致
候
、 

 
 

談
事
ニ

二
人
宛
参
申
候
、 

 
 
 
 

十
五
日 

一
、
両
社
参
、
初
、
松
次
郎
、
藤
五
郎 

 
 

参
詣
致
し

申
候
、
穀
留 

 
 

酒
荷
送
り

返
し

御
座
候
、 

 
 
 
 

十
六
日 

一
、
法
華
寺
尼
僧
、
阿
弥
陀 

 
 

堂
、
住
寺
致
呉
候
様 

 
 

御
頼
ニ

御
座
候
ニ

付
、
寄
合 

 
 

村
中
相
談
致
申
候 

 
 

所
、
住
居
、
為
致
候
ニ

、
相
究
り
申
候
、 

 
 

則
、
十
七
日
ニ

、
法
華
寺
、
其
話
申
候
、 
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十
七
日 

 
 
 
 

十
八
日 

一
、

殿
様
御
發
駕
被
遊
、
則 

 
 

武
津
ニ

而
、
高
部
村
役
人 

 
 

申
上
、
則
、
當
役
三
人
参
り

申
候
、 

 
 

赤
羽
根
新
兵
衛
茶
屋
江

、 

打
寄
、
宮
田
渡
村
役
人
衆
と 

御
酒
呑
、
三
人
ニ

而
、
百
三
十
八
文 

廣
八
出
し

申
候
、
夫
ゟ
町
宿 

江

参
、
弁
當
認
メ

、
郡
方
様
江

、 

御
代
官
様 

鯣
壱
連
宛
差
上
申
候
、 

御
調
方
御
役
所
替
り

、
大
奉
行 

市
原
佐
右
衛
門
様
、
諏
訪
民
右
衛
門
様 

御
廻
状
御
請
、
鯣
壱
連
宛
上
申
候
、 

一
、
法
華
寺
ゟ
村
江

酒
振
舞 

 
 

申
候
由
ニ

而
、
弐
升
被
下
候
、 

 
 

明
、
十
八
日
尼
僧
入
院
致
候
、 

 

51 一
、
東
堀
元
右
衛
門
、
御
蔵
御
番
人 

 
 
 
 

十
九
日 

一
、
酒
送
り

候
處
、
清
水
町
茶
や
久
左
衛
門 

 
 

岡
村
善
兵
衛
両
人
、
役
所
江

参
、 

 
 

改
候
所
申
訳
無
之
由
被
申
候
、 

 
 
 
 

廿
日 

一
、
御
役
所
、
房
右
衛
門
参
申
候
、
宗
門 

 
 

元
帳
、
御
調
請
、
人
別
一
札
差
上 

 
 

御
拂
馬
御
断
申
上
、 

一
、
農
休
致
し

、
法
華
（
寺
）
ゟ
被
下
酒 

 

 
 

薬
師
堂
ニ

而
、
披
キ

申
候
、 

 
 

村
中
打
寄
申
候
、 

 
 
 
 

廿
一
日 

廿
二
日 

廿
三
日 

廿
四
日 

廿
五
日 

廿
六
日 

廿
七
日 

廿
八
日 

 
 
 
 

廿
九
日 

 

52 
 
 
 
 

晦
日 

一
、
御
蔵
米
見
、
東
堀
元
右
衛
門
様
、 
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御
請
御
祝
義
ニ

、
房
右
衛
門
参
申
候
、 

 
 
 
 

六
月
朔
日 

一
、
陽
氣
祭
り

致
遊
申
候
、
天
気 

 
 

宜
敷
、
田
畑
よ
ろ
し
く
候
、 

 
 
 
 

二
日 

三
日 

一
、
穀
留
御
見
（
目
）
附
様
、
岩
波
岸
右
衛
門
様 

、 

 
 

御
廻
り

、
則
、
是
迠
番
屋
帳
御
持
参 

 
 

被
成
候
、
出
口
御
引
合
被
成
候
由 

 
 

御
座
候
、
随
分
厳
敷
中
次
受
取 

 
 

取
置
、
附
通
し
ニ

候
ハ
ゝ

、
出
口
受
取
、 

 
 

手
形
取
置
、
可
申
候
様
被
仰
付 

 
 
 
 

四
日 

一
、
御
勝
手
方
御
役
所
江

、 
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御
扶
持
方
帳
、
御
中
印 

 
 

願
受
申
候
、
廣
八
参
候
、 

 
 
 
 

五
日 

一
、
虫
祭
り

致
、
村
中
寄
合 

 
 

如
法
院
様
ニ

而
、
紙
壱
畳 

 
 

酒
五
盃
、
銭
弐
百
文
上
、
御
札 

 
 

被
下
候
、
村
方
ニ

て
ハ
、
酒
四
升 

 
 

干
た
ら
弐
枚
、
大
根
お
ろ
し
ニ

入
、 

 
 

弐
百
文
、
子
供
ニ

菓
子
呉
、 

 
 

申
候
、 

 
 
 

郡
方
様
、
御
用
部
屋
、
御
寄
合
日 

 
 

朔
日
、
四
日
、
七
日
、
九
日
、 

 
 

十
一
日
、
十
五
日
、
十
七
日
、
廿
日 

 
 

廿
四
日
、
廿
九
日
、 

 
 

右
、
御
寄

合
被
成
候
日
也
、 

 
 

御
出
役
様
、
御
聞
申
候
、 
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六
日 

一
、
歩
割
惣
代
、
入
札
致
、
長
八
殿
江

頼
申
候
、 

 
 
 
 

七
日 

一
、
三
ヶ
月
調
、
歩
割
致
し

申
候
、
惣
代 

 
 

太
吉
、
長
八
、
役
人
三
人
、
歩
キ
共
、 

 
 

六
人
分
、
昼
夕
両
度
認
メ

致
し

申
候
、 

 
 

夕
な
へ
致
、
漸
々
仕
立
申
候
、 

一 
 
 

八
日 

一
、
御
扶
持
方
帳
、
西
御
蔵
江

指
出
し 

 
 

可
申
義
、
被
仰
出
候
ニ

付
、
神
宮
寺
村 

 
 

新
蔵
ヲ

頼
、
御
蔵
江

誂
申
候
、 

 
 

陽
気
宜
敷
方
ニ

而
、
大
暑
相
成
、 

 
 

作
物
よ
ろ
し
く
候
、 

 

 
 
 
 

九
日 

一
、
歩
帳
、
御
調
方
御
役
所
江

差
上
御 

 
 

預
ヶ
置
申
候
、
猶
吉
参
申
候
、 

 
 
 
 

十
日 

 
 
 
 

十
一
日 

一
、
上

金
子
村
、
久
保
田
橋
、
懸
替
ニ

付
、
杣
助
之
丞
参
候
、 

 
55 

 
 

も
よ
り
ゟ
出
ル

、
職
人
足
弐
人
江

、
御
手
形
参
候 

 

 
 
 
 

十
二
日 

一
、
所
々
ニ

病
人
有
之
候
由
ニ

而
、
相
談
之
上
、 

百
万
遍
念
拂
、
薬
師
堂
ニ

而
、 

唱
申
候
、
酒
三
升
買
、
子
供
ニ

、 

菓
子
弐
百
文
分
買
呉
申
候
、 

一
、
畳
屋
仲
右
衛
門
殿
、
御
作
事
屋
御
用 

 
 

宛
り

候
所
、
病
気
故
、
御
言
分
ニ

参
り

候
、 

 
 

御
老
中
大
田
備
後
守
、
下
之
諏
訪
御
通 

 
 

り
ニ

付
、
此
日
房
右
衛
門
参
候
、 

 
 

上

金
子
村
江

、
杣
、
助
之
丞
参
申
候
、 

 
 

日
雇
、
右
同
断
、 

 
 
 
 

十
三
日 

 
 
 
 

十
四
日 

一
、
上
金
子
村
、
橋
懸
人
足
、
弐
人
参
候
、 

 
 

大
工
宛
候
得
共
、
無
御
座
候
故
、 

 
 

御
言
訳
申
候
、 

 
 
 
 

十
五
日 

一
、
御
調
御
役
所
江

、
三
ヶ
月
調
置
帳 

 
 

御
下
ヶ
被
下
候
、 

一
、
御
廻
状
被
下
、
亀
松
、
役
人
弐
人 

 
 

一
類
召
連
、
温
泉
寺
可
出
様 

 

 
 

被
仰
付
、
尤
、
病
気
候
得
は
、 
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一
類
名
代
ニ

而
、
可
出
由
被
仰
付
候
、 

一
、
夕
方
ゟ
夕
立
ニ

而
、
大
雨
降
、
所
々 

 
 

荒
申
候
、 

一
、
土
用
御
見
舞
、
郡
方
様
、
御
代
官
様 

 
 

鯣
壱
連
宛
、
差
上
申
候
、
廣
八
、
猶
吉 

 
 

参
申
候
、 

 
 
 
 

十
六
日 

一
、
宮
田
渡
様
、
土
用
御
見
舞
、
餅
壱
升 

 
 

分
、
差
上
申
候
、
御
家
老
様
ハ

、
鯣
壱
れ
ん
、 

 
 

袋
助
様
江

干
物
壱
連
差
上
申
候
、 

 
 

天
気
よ
ろ
し
く
候
、 

 
 
 
 

十
七
日 

一
、
秤
御
改
、
神
善
四
郎
ゟ
、
国
々
不
残 

 
 

追
而
、
御
役
人
改
ニ

参
候
由
、
御
廻
状
参
申
候
、 

一
、
亀
松
、
是
迠
御
咎
、
被
仰
付 

 
 

居
候
所
、
温
泉
寺
観
光
院
様 

 
 

十
三
廻
忌
、
御
法
事
ニ

付
、
御
呼
出 

 
 

被
遊
、
則
、
名
代
由
三
郎
出
、
一
類 

 
 

又
兵
衛
、
磯
之
助
、
役
人
廣
八
、
房
右
衛
門
出
、 

 
 

一
類
預
ヶ
居
村
之 

外
江

出
間
敷
御
免
、 

高
部
村 

 亀
松 
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他
所
出
并

、 
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御
城
内
外
、
御
構 

 
 

右
之
通
、
御
書
附
被
下
置
申
候
、 

一
、
遠
州
富
新
屋
村
、
与
四
蔵
義
、 

 
 

親
与
次
右
衛
門
疵
付
、
右
之
疵
ニ

而
、
相
果 

 
 

迯
去
候
、
与
四
蔵
人
相
書
廻
り

申
候
、 

 
 
 
 

十
八
日 

十
九
日 

廿
日 

廿
一
日 

廿
二
日 

廿
三
日 

一
、
御
尋
物
一
札
、
柳
口
江

差
上
申
候
、 

 
 

廣
八
参
り

、 

一
、
宮
田
渡
様
、
春
日
様
御
祭
り 

 
 

例
年
之
通
り

、
酒
弐
升
、
干
物 

 
 

差
上
、
御
酒
、
こ
わ
い
（
強
飯
）
頂
戴 

 
 

仕
候
、
役
人
三
人
参
り

、 
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廿
四
日 

一
、
穀
留
入
用
割
、
不
足
之
所
、 

 
 

郡
方
様
願
、
御
調
役
所
江

、 

 
 

願
置
申
候
、
房
右
衛
門
、
猶
吉 

 
 

参
申
候
、 

一
、
六
石
四
斗
壱
合
不
足
ニ

御 

 
 

さ
候
、
但
十
弐
俵
三
斗
、
御
相
場
候
、 

 
 
 
 

廿
五
日 

一
、
村
中
出
拂
ニ

而
、
道
橋
川
除 

 
 

荒
所
膳
拵
致
、
昼
過 

 
 

迠
ニ

致
、
酒
弐
升
買
申
候
、 

 
 

尤
、
直
段
壱
升
三
百
文
近
く 

 
 

ニ

御
座
候
、
則
、
陽
気
祭
り 

 
 

致
し

申
候
、 

一
、
守
屋
主
殿
様
ヲ

頼
ミ

、
工
藤
様 

 
 

江

穀
留
入
用
不
足
違
之
所
、 

 
 

頼
ミ

、
御
内
々
御
頼
ミ

申
上
候
様 

 
 

御
手
土
産
ニ

而
、
う
な
き 

 
 

三
本
差
上
、
代
五
百
五
十
文
、 
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上
金
子
作
蔵
殿
ゟ
買
申
候
、 

 
 

廿
七
日
早
朝
、
御
出
歩
人
足
、 

 
 

御
供
ニ

遣
し

申
候
、 

 
 
 
 

廿
六
日 

廿
七
日 

廿
八
日 

一
、
守
屋
主
殿
様
江

、
工
藤
様
御
出
、 

 
 

則
、
御
酒
之
御
肴
ニ

而
、 

 
 

う
な
き
四
本
串
ニ

差
、 

 
 

焼
鉢
江

載
差
上
申
候
、 

 
 

穀
留
入
用
不
足
之
義
、 

 
 

主
殿
様
ゟ
御
願
上
之
節
、 

一
、
穀
留
入
用
不
足
分
、
願
書
仕
立
、 

 
 

横
帳
共
ニ

仕
立
、
役
人
、
古
役
、
武
八 

 
 

拵
申
候
、
夕
飯
認
メ

申
候
、 

一
、
金
壱
分
□
□
江

遣
申
候
、
當
年
分
江

、 

 
 

右
段
々
二
季
穀
物
申
候
得
共
、
御
さ
候
、 

 
 
 
 
 
 
 

是
迠
通
り

申
渡
候
、 

 
 
 
 

廿
九
日 
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七
月
朔
日 

一
、
御
役
所
江

穀
留
入
用
割
不
足 

 
 

之
願
書
ニ

致
、
金
数
書
上 

 
 

横
帳
添
、
願
書
上
置
申
候
、 

 
 

御
上
ニ

而
被
仰
候
は
、
此
次
之
割
合 

 
 

入
可
出
義
被
仰
、
則
、
山
中
様 

 
 

御
着
番
ニ

御
座
候
、
尤
、
書
上
程
は
、 

 
 

不
出
、
村
ニ

而
引
物
有
之
由
被
仰
候
、 

 
 

右
願
書
帳
、
納
置
申
候
、 

一
、
穀
留
酒
荷
、
手
形
持
参
致
す 

 
 

故
、
酒
預
り

跡
ニ

而
、
手
形
参
候
故
、 

 
 

送
り

書
遣
し

申
候
、
片
倉
村
八
五
郎 

 
 

弐
駄
、
又
兵
衛
、
銀
次
郎
弐
駄
、 

 
 

七
月
二
日
通
し

申
候
、 

一
、
土
橋
甫
右
衛
門
様
、
穀
留
入
用 

 
 

御
下
ヶ
不
足
之
願
書
上
候
ニ

付
、 

 
 

御
内
意
願
上
置
申
候
、 

 
 

内
津
茶
半
斤
上
申
候
、 

 
 

廣
八
、
猶
吉
参
申
候
、 

 
 
 
 

二
日 

 

61 
 
 

守
矢
主
殿
様
、
嶋
崎 

 
 

江

御
出
被
下
、
御
咄
し

置 

 
 

被
下
候
は
、
穀
留
入
用 

 
 

之
義
ニ

御
座
候
、 

 
 
 
 

三
日 

 
 
 
 

四
日 

 
 

穀
留
入
用
割
願
ニ

、 

 
 

御
勝
手
方
御
役
所 

 
 

江

願
出
候
、
房
右
衛
門 

 
 

参
申
候
、
願
書
并

横
帳
可
出
候

義
、
被
仰
付
候
、 

一
、
菅
沼
杢
弥
様
江

、
清
左
衛
門 

 
 

内
々
御
願
ニ

申
上
候
、 

磨
鯛
二
枚
差
上
ヶ
申
候
、 

一
、
川
除
御
見
分
、
御
廻
状
参
申
候
、 

 
 

茅
野
村
ゟ
文
出
村
迠
、
茅
野
御
泊
、 

 
 

安
国
寺
御
朝
飯
、 

 

62 
 
 
 
 

五
日 

一
、
御
川
除
馬
場
弥
八
郎
様
、
御
肝
入 

 
 

大
熊
村
新
兵
衛
様
、
西
山
田
時
次
様
、 

 
 

桑
原
村
亀
二
様
、
小
和
田
村
重
蔵
様
、 



14 

 

 
 

御
中
間
様
、
上
下
六
人
、
小
弁
當 

 
 

被
仰
付
候
、
則
、
煮
し
め
、
こ
ま
結
、 

 

 
 

差
上
申
候
、
役
人
三
人
、
歩
キ
共
ニ

認
メ

、
昼
飯 

 
 

也
、
都
合
白
米
弐
升
五
合
炊
申
候
、 

 
 
 
 

六
日 

一 
 
 

七
日 

一
、
御
川
除
大
奉
行
様
、
御
請
ニ

、 

 
 

鯣
壱
連
上
、
御
下
役
様
弐
百
文
、 

 
 

桑
原
亀
次
様
江

鯣
代
差
上
申
候
、 

 
 

猶
吉
参
申
候
、 

一
、
小
松
源
左
衛
門
様
ゟ
御
廻
状
参
申
候
、 

 
 

其
日
、
銀
次
郎
娘
宅
江

召
連
、
一
両
日
中
ニ 

 
 

可
参
候
、 

一
、
宮
田
渡
様
、
節
句
御
礼
、
鯣
壱
連
、
御
家 

老
様
干
物
、
泰
助
様
同
断
、
盆
礼
共
ニ

、 

 
 

八
日 

一
、
御
嶽
講
致
し

、
真
志
野
村
政
吉
殿
頼
ミ

、 

 
 

政
次
郎
、
兼
太
郎
、
甚
五
兵
衛
、
伊
左
衛
門
、 

 
 

佐
之
吉
、
作
松
、
銀
次
郎
、 
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杦
左
衛
門
様
、
弥
藤
五
郎
、 

 
 
 
 

九
日 

調
方 

一
、
御
御
役
所
江

穀
留
入
用
割
違 

 
 

之
義
ニ

付
、
願
書
并

横
帳
差
上
置
申
候
、 

 
 

此
次
之
割
之
節
、
加
江

可
出
義
被 

 
 

仰
付
候
、
尤
、
村
除
物
有
之
候
義 

 
 

も
被
仰
候
、
能
々
調
可
申
候
由
、
被
仰 

 
 

下
候
、
其
日
廣
八
参
申
候
、 

 
 
 
 

十
日 

 
 
 
 

十
一
日 

一
、
郡
方
様
、
御
代
官
様
江

、
盆
御
礼
ニ 

 
 

房
右
衛
門
参
申
候
、
鯣
壱 

 
 

連
宛
差
上
申
候
、 

 
 
 
 

十
二
日 

一
、
茅
野
外
記
太
夫
殿
、
五
穀
成
就
之 

 
 

御
祈
祷
、
御
神
楽
、
毎
年
執
行 

 
 

致
度
、
十
月
十
五
日
大
々
神
楽 

 
 

定
日
ニ

而
、
御
初
尾
、
陽
気
宜 

 
 

敷
候
ハ
ゝ
、
穀
物
ニ

而
可
上
候
由
、 

 
 

横
帳
ニ

而
姓
名
を
書
付
可
申
候
、 

 
 

村
中
寄
合
致
し

申
候
、 
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十
三
日 

一
、
御
未
進
立
返
金
、
内
入
金 

 
 

上
納
致
し

申
候
、 

一
、
弐
分
、
土
橋
左
膳
様
江

、
弐
斗
五
升
五
合
代
、
指
上
申
候
、 

一
、
壱
両
壱
分
三
朱
ト

七
厘
四
毛
、
七
斗
三
升
三
合
五
夕
、
留
右
衛
門
様
江

、 

指
上
申
候
、 

一
、
夜
九
ッ
時
分
、
御
足
軽
万
次
様
、
御
尋
物 

 
 

ニ

御
出
被
成
、
則
朝
飯
御
認
メ

料 

 
 

百
文
指
上
申
候
、
細
川
肥
後
守
様 

 
 

御
家
中
、
壱
万
五
千
石
程
之
人
之
内
、 

 
 

御
い
し
や
欠
落
仕
候
由
、
大
ク

ハ
江
戸 

 
 

 
 

之
方
江

参
候
由
、
中
新
田
真
宗
寺
江

、
前
日 

 
 

 
 

常
番
衆
、
足
軽
又
七
様
、
御
立
寄
、
草
鞋 

 
 

御
は
き
替
御
出
被
成
、
口
々
御
尋
之 

 
 

義
ニ

御
座
候
、
山
内
秀
栄
ト

申
、
い
し
や 

 
 

 

 
 

と
承
候
、
一
向
相
知
不
申
候
、 

一
、
薬
師
堂
庭
草
取
、
歩
キ
共
ニ

、
二
人
、
人
足
一
人 

 
 
 
 

十
四
日 

十
五
日 

十
六
日 

十
七
日 

一
、
江
戸
宛
人
、
新
組
違
金
之
義
、 

 
 

神
領
割
付
如
斯
ニ

御
座
候
哉
、
神
宮
寺 

 
 

村
与

掛
合
仕
候
處
、
先
御
伺
ニ

参
候 

 

65 

 
 

所
、
上
納
見
合
可
致
義
、
御
代
官
様
御
宅
ニ

而
、 

 
 

被
仰
付
候
由
、
猶
吉
参
申
候
、 

 
 
 

猶
又
廿
四
日
ニ

御
宮
方
ゟ
御
伺
ニ

参
申
候
与

、
神
宮
寺
ゟ
参
申
候
、 

 
 
 
 

十
八
日 

一
、
穀
留
御
目
附
様
、
林
恵
十
郎
様
、
都
合
御
三
人 

 
 

御
廻
り

、
御
泊
り

被
成
候
、 

 
 
 
 

十
九
日 

一
、
薬
師
祭
り

、
例
年
通
り

焼
飯
致
し

候
、 

 
 
 

餅
白
弐
斗
、
白
米
弐
斗
、
小
豆
五
升
、
薪
十
四
わ
、
茶
三
合
、
麻
切
四
尺
三
寸 

一
、
村
若
者
頭
替
り

、
銀
次
郎
、
常
蔵
両
人 

 
 

入
札
ニ

而
頼
候
、
是
ゟ
致
し

壱
年
替
り 

 
 

致
候
談
事
ニ

定
候
、
天
気
宜
敷 

 
 

作
方
、
殊
之
外
ニ

よ
ろ
し
く
候
、 

一
、
や
き
め
し
数
百
八
十
五
斗
り

、
若
者
頭
入
札
一
年
替
り
ニ

、 

米
之
内
一
升 

廿
日 

 

銀
次
郎
、
常
蔵
定
候
、 

部
（
分
）、
人
足
朝
飯
認
メ

、
定
式
御
座
候
、 

 
 
 

 

一
、
村
方
豊
作
祭
り

致
、
大
神
楽
頼
し

、 

 
 

役
元
ニ

而
、
壱
分
弐
朱
出
し

呉
候
様
、 

 
 

若
い
者
ゟ
被
申
、
薬
師
堂
ニ

而
、 

 
 

一
日
弐
分
弐
朱
ニ

而
、
買
切
廻
し

申
候
、 

 

廿
日 

一
、
七
人
人
足 

 
 

右
は
人
馬
明
廿
一
日
早
朝
ゟ 

 
 

御
宮
江

差
出
可
申
候
、
尤 

 
 

御
作
事
屋
ゟ
、
御
射
山
迠
長
サ 

 
 

弐
間
程
之
材
木
等
、
附
合
送 
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候
間
、
其
心
得
ニ

而
、
人
馬 

 
 

差
出
可
申
候
、
以
上
、 

 
 
 

七
月
廿 

上
ノ

宮
奉
行 

 
 
 
 

廿
一
日 

一
、
山
神
ニ

休
居
小
喰
（
乞
食
）、
大
坂
者
ニ

而
、
喰 

 
 

事
無
御
座
故
、
歩
行
出
来 

 
 

か
た
く
、
結
飯
拵
遣
し

呉
候
而
、 

 
 
 

 

 
 

漸
々
力
附
申
候
而

、
立
越
申
候
、 
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廿
二
日 

廿
三
日 

一
、
右
小
飯
（
乞
食
）、
か
内
拵
呉
候
、
山
神
ゟ 

 
 

 

 
 

連
下
し

申
候
而
、
薬
師
堂 

 
 

掾
（
縁
）
側
ニ

寐
置
申
候
、 

 
 

 
 
 
 

廿
四
日 

一
、
天
気
宜
敷
、
田
方
殊
之
外
、 

 
 

実
の
り
申
候
、
御
射
山
御
小
屋 

 
 

懸
参
申
候
、
千
躰
仏
語
義
有
、 

一
、
御
射
山
御
小
屋
掛
、
御
奉
行
様
、
合
羽
持
参 

廿
五
日 

 
 
 
 
 
 

役
人
壱
人
参
候
、 

一
、
風
祭
り

、
例
年
之
通
り

役
所
ニ

而 

 
 

祝
ひ
、
百
文
酒
代
い
た
し
申
候
、 
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廿
六
日 

一
、
御
川
除
大
奉
行
、
馬
場
弥
八
郎
様 

 
 

御
下
役
、
御
肝
入
金
子
新
右
衛
門
様 

 
 

亀
次
様
、
時
次
様
、
重
蔵
様
、 

 
 

御
仲
間
御
供
、
都
合
上
下
六
人 

 
 

御
小
弁
當
被
仰
付
、
則
川
尻 

 
 

土
手
ニ

而
、
餅
弐
升
搗
申
候
、 

砂
糖
半
斤
少
々 

御
茶
而
、
御
酒
差
上
申
候
、 

 
 
 

 

御
夕
飯
大
熊
ゟ
、
御
宅
江

御
帰
り 

被
成
候
、 

一
、
穀
留
御
目
附
柴
宮
庄
之
助
様 
 

 

 
 

御
足
軽
壱
人
、
御
仲
間
壱
人 

 
 

御
小
（
弁
）
當
御
認
差
上
申
候
、 

一
、
御
仲
間
様
、
同
座
ニ

而
、
膳
少
々 

 
 

ひ
く
き
ニ

居
候
所
、
何
如
と

御
聞 

 
 
 
 
 

 

 
 

被
成
其
義
ハ
、
御
目
附
様 

 
 

御
同
座
故
上
ヲ

重
し

候
故 

 
 

と

御
云
訳
申
候
、
則
、
御
目
附
様 

 
 

江

、
御
咄
申
候
而
所
、
相
済
申
候
、 

一
、
小
弁
當
米
壱
升
焼 

 
 

平
拵
申
候
、
牛
蒡
セ
ん
、
か
ん
ひ
よ
う 

 
 

落
し
玉
子
、
酒
出
し
申
候
、 
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廿
七
日 

一
、
御
射
山
江

参
詣
致
し

申
候
、 

一
、
宮
田
渡
様
、
御
小
屋
江

例
年
之
通
り

、 

 
 

り
ん
こ
上
物
壱
升
御
機
嫌 
 
 
 
 

 

 
 

伺
ニ

差
上
申
候
、 

一
、
宮
田
渡
御
屋
鋪
、
御
家
老
様
ゟ
、 

 
 

人
足
歩
帳
、
差
出
可
申
候
与
、 

 
 

御
廻
状
参
申
候
、 

 
 
 
 

廿
八
日 

一
、
柳
口
御
役
所
江

参
申
候
、
廣
八 

 
 

参
申
候
、
穀
留
御
引
取 

 
 

と
成
候
由
被
仰
付
候
、
尤 

 
 

 
 

米
穀
ゆ
う
ず
う
可
致
候
旨 

 
 

急
度
被
仰
付
候
、 

一
、
金
蔵
原
山
帰
り

、
茅
野 

 
 

ニ

而
、
御
足
軽
様
、
不
打
候
ニ

付
、 

 
 

町
宿
ニ

而
い
ろ
〳
〵
申
候
得
共
、 

一 

き
つ
（
疵
）
代
為
、
弐
分
目
録 

 

ニ

而
出
し

候
、 

 

69 一
、
川
除
方
、
御
礼
、
猶
吉 

 
 

参
候
、 

 
 
 
 

廿
九
日 

 
 
 
 
 
 

御 

一
、
御
郡
中
御
廻
り

、
神
宮
寺
村
、
御
朝 

組
頭
二
人
出
申
候
、 

 
 

飯
差
上
、
則
、
印
形 

 

高
部
村
、 

一
、
御
射
山
下
り

祭
り

、
坂
口
江

、
役
人
出
、
御
機
嫌 

 
 

伺
申
候
、
御
郡
御
廻
り

済
候
上
、
役
人
酒
祝
ひ
申
候
、 

 

八
月
朔
日 

一
、
穀
留
御
出
役
様
、
御
開
被
成
、 

 
 

則
諸
帳
面
并

人
足
書
留 

 
 

帳
、
荷
物
峠
送
り

、
手
形
并

、 

 
 

口
々
印
鑑
不
残
持
参
被
成
候
、 

 
 

御
手
明
五
味
七
九
郎
様
ニ

御
渡
し 

 
 

 
 

申
候
、
此
日
至
候
得
は
、
他
所
江

、 

 
 

米
、
澤
山
出
申
候
、
直
段
十
七
俵
位
イ 

 
 

ニ

御
座
候
、
穀
留
番
人
引
取
申
候
、 

 
 

小
屋
は
、
名
主
ニ

取
候
仕
来
り
ニ

候
、 
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二
日 

一
、
穀
留
開
候
後
、
他
所
江

出
し

候
事
不
成 

 
 

相
、
外
江

澤
山
付
出
し

候
ニ

付
、
又
他
所
江 

 
 

 
 

出
穀
、
御
留
御
廻
状
参
申
候
、
御
見
廻
り 

 

 
 

之
御
奉
行
様
御
座
候
、 

一
、
小
飼
峠
道
作
り
ニ

弐
人
足
、 

 
 

申
候
、 

一
、
已
分
御
未
進
七
月
迠
立
返
し

被
下
、 

 
 

武
八
、
乙
松
、
作
五
郎
、
相
済
申
候
、 

 
 
 
 

三
日 

一
、
御
射
山
御
祭
礼
御
下
り

之
節
、 

 
 

坂
口
ニ

而
、
御
機
嫌
伺
候
節
之
處
、 

 
 

不
案
内
ニ

而
御
尋
ニ

而
、
申
訳
な
く
、 

 
 

御
侘
申
候
、
金
井
嘉
蔵
様
、
同
菊
之
進
様
、 

 
 

原
五
左
衛
門
様
ヲ

御
頼
ミ

申
、
漸
々 

 
 

相
済
申
候
、
御
礼
内
津
茶
一
斤 

 

江
共
、
御
返
し

被
成
候
、 

 
 

紙
一
畳
、
五
左
門
様
江

、
御
礼
申
上
候 

一
、
穴
山
村
ニ

寄
、
角
力
御
座
候
、
尤
御
家
老
様 

 
 

 
 

御
上
覧
ニ

而
、
村
役
人
ゟ
廻
文
参
候
、 

 
 

役
人
ニ

而
、
相
撲
引
連
可
参
候
由
、 
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房
右
衛
門
申
訳
ニ

参
申
候
、 
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一
、
穀
留
御
目
附
、
芳
賀
五
郎
蔵
様 

 
 

御
見
廻
り
ニ

御
出
被
成
候
、
小
弁
當
上
ヶ 

 
 

申
候
、
尤
、
御
添
役
、
御
足
軽
、
御
仲
間
様
、 

一
、
穀
留
入
用
割
調
上
帳
仕
立 

 
 

古
役
、
武
八
立
合
致
し

申
候
、 

 
 
 
 

四
日 

一
、
右
同
断
、
穀
留
入
用
調
、 

一
、
宮
田
渡
人
足
書
上
申
候
、
尤
、 

 
 

横
帳
ニ

致
、
月
々
〆
出
し

差
上
申
候
、 

一
、
十
二
月
分
、
弐
十
一
人 

一
、
正
月
分 

 

弐
十
七
人 

馬
壱
疋 

一
、
二
月
分 

 

弐
十
八
人 

馬
壱
疋 

一
、
三
月
分 

 

弐
十
二
人 

馬
壱
疋 

一
、
四
月
分 

 

弐
十
人 

一
、
五
月
分 

 

十
五
人 

一
、
六
月
分
、 

十
六
人 

 

馬
壱
疋 

一
、
七
月
分 

 

弐
十
二
人 

馬
弐
疋 

一
、
八
月
五
日
迠
分 

七
人 

 
 

惣
〆
百
七
十
八
人 

馬
六
疋 

 
 

右
之
通
書
上
申
候
、
外
ニ

巳
年
歩
割
帳 

 
 

可
出
候
義
ニ

而
、
上
申
候
、 

一
、
江
戸
宛
人
新
組
違
ひ
、
御
宮
方
ニ

而
、 

 
 

い
ろ
〳
〵
御
尋
御
座
候
得
共
、
相
不
知
候 

 

72 
 
 

故
、
神
宮
寺
村
、
神
領
ニ

而
は
、
寛
政 

 
 

十
二
庚

申

年
参
候
義
有
之
由
ニ

御 

 
 

御
咄
し

被
成
候
得
共
、
其
節
不
出
候
由 

 
 

承
、
當
村
ニ

而
一
向
相
不
知
、
奉
行
所
ゟ 

 
 

先
、
可
出
由
ニ

而
、
上
納
致
申
候
、 

 
 
 
 

五
日 

一
、
江
戸
宛
人
新
組
違
ひ
、
是
迠
之
事 

 
 

相
不
知
候
故
、 

一
、
六
匁
弐
分
七
厘
六
毛
、
御
蔵
江

上
納 

 
 

致
申
候
、
廣
八
参
り

、 

一 
 
 

六
日 

一
、
宮
之
脇
嘉
蔵
様
ゟ
、
坂
口
御
出 

 
 

迎
ひ
は
つ
し
候
、
御
侘
之
御
礼 

 
 

内
津
茶
上
候
得
共
、
御
返
し

被
成
候
故
、 

 
 

丸
屋
返
し

申
候
、 

 
 
 
 

七
日 

一
、
穀
留
御
見
廻
り

芳
賀
五
郎
蔵
様
、
御
出 

 
 

御
足
軽
、
御
中
間
、
都
合
御
三
人
様
、
弁
當 

 
 

被
仰
付
、
則
、
平
ノ
物
、
人
参
、
め
う
か
（
茗
荷
） 

 

 
 

か
ん
ひ
よ
う
、
肴
赤
魚
三
本
、
橋
場 

 
 

ゟ
弐
百
文
ニ

而
買
上
置
ニ

致
し

、
と
し
よ
う
（
鰌
） 

 

 
 73 

 
 

御
肴
と

心
懸
候
得
共
、
御
酒
な
し
、 

 
 

役
人
三
人
、
歩
キ
認
メ

致
し

候
、 

 
 
 
 

八
日 

一
、
宛
人
新
組
違
ひ
、
是
迠
之
事 

 
 

相
知
不
申
故
、
御
宮
江

其
訳
申
上
候
、 

一
、
峠
道
作
り

、
宛
人
足
拾
弐
ヶ
村
江

、
廻
文 

 
 

出
し

候
、
下
書
古
役
ゟ
聞
合
、
八
月 

 
 

十
六
日
ニ

致
候
、
尤
彼
岸
十
九
日
故 

 
 

三
日
前
位
イ

之
事
ニ

候
由
、 

 
 
 
 

廻
文 

 
 

明
後
十
六
日
、
杖
突
峠
、
致
道
作
り

、 

 
 

候
間
、
左
之
通
り

人
足
、
鍬
、
か
ぢ 

 
 
 

 
 

持
参
、
六
ッ
半
時
参
候
様
、
御
申 

 
 

付
被
遣
可
被
下
候
、
以
上
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
部
村 

 
 
 

午
八
月
十
四
日 

 
 

役
人 

一
、
馬
持
不
残 

 

神
宮
寺
村 

一
、
五
人 

 
 
 

宮
田
渡
村 

一
、
八
人 

 
 
 

上
金
子
村 

一
、
拾
弐
人 

 
 

中
金
子
村 

 

74
（7

3
9
0

） 

一
、
五
人 

 
 
 

福
島
村 

一
、
弐
人 

 
 
 

赤
沼
村 

一
、
弐
人 

 
 
 

飯
嶋
村 

一
、
弐
人 

 
 
 

新
井
村 

一
、
弐
人 

 
 
 

中
河
原
村 

一
、
弐
人 

 
 
 

安
国
寺
村 

一
、
弐
人 

 
 
 

小
町
屋
村 

 
 

右
村
々 

 

御
役
人
衆
中 

 
 

追
而
、
廻
文
早
々
御
順
達
可
被
下
候
、 

 
 

見
留
り

之
御
村
ゟ
御
返
し

被
下
候
以
上
、 

 
 
 
 

九
日 

一
、
穀
留
入
用
割
上
帳
、
六
ヶ
村 

 
 

見
合
候
所
、
不
宜
之
所
御
座
候
故
、 

 
 

願
不
上
持
帰
り

申
候
而
、
又
々 

 
 

仕
立
差
上
申
候
、
房
右
衛
門
参
申
候
、 

 
 
 
 

十
日 

一
、
右
同
断
、
入
用
割
帳
、
調
直
し

、 

 
 

拵
申
候
、
役
人
三
人
ニ

而
致
し

申
候
、 

 

75 
 
 
 
 

十
一
日 

一
、
右
同
断
、
入
用
割
調
帳
、
御 

役
所
差
上
申
候
、
猶
吉
参
申
候
、 

尤
、
六
ヶ
村
一
同
ニ

而
致
し

申
候
、 

尚
又
、
調
之
上
見
世
可
申
候
義
被
仰
候
、 

一
、
八
釼
様
ニ

勧
進
角
力
御
座
候
、 

 
 

此
日
終
り

、
尤
諸
役
不
残
地
角
力
ニ 

 
 

 
 

而
取
、
福
嶋
小
槇
山
、
弓
取
申
候
、 

 
 
 
 

十
二
日 

 
 
 
 

十
三
日 

一
、
宮
田
渡
御
屋
鋪
ニ

而
、
若
旦
那 

 
 

様
、
御
誕
生
被
遊
候
、
御
廻 

 
 

状
参
、
則
十
四
日
御
酒
壱
升 

 
 

懸
肴
差
上
、
御
祝
義
申
上
候
、 
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廣
八
、
房
右
衛
門
参
申
候
、 

 
 
 
 

十
四
日 

一 

福
島
村
ニ

小
槇
山
関
取
祝 

 
 

ひ
、
角
（
力
）
致
し

申
候
、 

 

76 
 
 
 
 

十
五
日 

 
 
 
 

十
六
日 

一
、
杖
突
峠
道
作
り

致
し

申
候
、 

 
 

外
村
方
ゟ
も

不
残
出
申
候
、 

 
 

内
ニ

而
は
、
な
か
し
元
拵
申
候
、 

一
、
上
州
榛
名
様
御
師
、
御
守
被
下
候
、 

 
 
 
 

十
七
日 

 
 
 
 

十
八
日 

一
、
穀
留
入
用
割
、
御
内
々
ニ

而
、 

工
藤
様
江

御
頼
、
守
矢
様
江

、 

役
人
三
人
参
、
不
上
候
う
、 

 

一
、
籠
手
土
産
ニ

村
参
致
し

候
、 

 
 

文
右
衛
門
ゟ
三
百
弐
十
四
文
買
、 

一
、
□
□
三
人
、
惣
左
衛
門
殿
、
番
ニ

而
、 

 
 

十
九
日
夕
泊
り

申
候
、 

 
 
 
 

十
九
日 

一
、
阿
弥
陀
堂
、
供
養
石 

 
 

建
替
石
垣
拵
、
段
々 

 
 

若
物
ニ

而
は
立
、
村
中
出
拂 

 

77 
 
 

相
談
致
申
候
、 

一
、
□
□
三
人
、
惣
左
衛
門
殿
泊
り

申
候
、 

 
 
 
 

廿
日 

一
、
右
、
石
垣
村
中
出
拂
ニ

而 

 
 

致
申
候
、 

一
、
白
（
米
）
弐
升
、
薪
弐
わ
、
阿
弥
陀
坊
入
院
之
節
、
呉
申
候
、 

 
 
 
 

廿
一
日 

一
、
右
同
断
、
出
拂
致
申
候
、 

 
 

道
祖
神
様
、
御
居
替
致
し

申
候
、 

 
 

一
、
八
人
組
、
廿
三
夜
講
、
御
居
替
ニ
付

、 

村
中
江

、
御
造
酒
壱
升
買
申
候
、 

 
 

廿
二
日 

一
、
坂
口
道
祖
神
、
御
再
建
相
済
、 

 
 

祭
り

致
申
候
、
御
備
餅
、
二
餝
り 

 

 
 

壱
升
分

、
又
投
餅
壱
斗
分
拵 

 
 

な
し
壱
俵
、
酒
七
升
新
酒
也
、 

 
 

壱
升
代
弐
百
七
十
弐
文
、
餅
米 

 
 

壱
升
代
百
弐
十
八
文
、
肴
な
す 

 
 

 
 

二
十
文
ニ

付
、
八
合
宛 

 
 

右
、
御
松
餝
り

致
、
村
中
祭
り
ニ

而
、 

 

78 
 
 

槇
餅
（
蒔
餅
か
）
な
し
、
目
出
度
相
済
申
候
、 

 
 

一
、
暮
方
ゟ
高
道
之
候
十
二
人
組
之 

 
 

 

 
 

廿
三
夜
塔
、
坂
口
車
ニ

乗
、
村
中
ニ
而

、 

 
 

引
寄
居
替
申
候
、
講
中
ニ
而

、 

 
 

新
酒
壱
樽
出
し

申
候
、
何
分 

 
 

辞
退
致
、
皆
々
申
様
ハ
、
引
附
江

節 

 
 

酒
壱
升
買
呉
候
得
は
、
よ
ろ 

 
 

し
く
と
申
候
得
共
、
是
悲
ニ

、 

 
 

一
樽
夕
飯
後
、
役
元
ニ

而
、
村
中 

 
 

披
キ

申
候
、
肴
ニ

は
、
な
す
弐
十 

 
 

い
た
し
申
候
、
残
り

之
酒 

 
 
 

分
壱
盃 

五
升
、
昼
祭
り

之
酒
ニ

、
差
引 

 
 

申
候
共

、
則
、
長
介
殿
江

遣
し

申
候
、 

 
 

尤
、
預
ヶ
置
候
共
、
何
れ
丁
江

預
ヶ
申
候
、 

 
 
 
 

廿
三
日 

一
、
廿
三
夜
講
、
又
兵
衛
殿
致
申
候
、 

 
 
 
 

廿
四
日 

一
、
宮
田
渡
御
屋
鋪
、
焼
米
差
上 

 
 

申
候
、
尤
御
上
様
江

、
餅
焼
米
御
役 

 
 

人
中
様
江

壱
重
、
御
家
老
様
江

壱
重 

 

79 
 
 

差
上
申
候
、
御
先
米
六
俵 

 
 

小
麦
壱
俵
、
當
引
申
候
、 

 
 
 
 

廿
五
日 

一
、
郡
方
様
ゟ
、
夜
五
ッ
半
時
分
ニ 

 

御
廻
状
参
、
急
用
事
、
時
付 

之
義
、
猶
吉
、
藤
五
郎
参
、 

夜
中
大
雨
ニ
而

、
御
宅
江

参
候
處
、 

其
村
之
亀
次
郎
と
申
者
、 

中
条
御
役
所
ニ
而

、
御
詮
義 

被
遊
之
義
ハ
、
大
門
村
ニ

而
、
利
兵
衛
と 

申
方
ニ
而

、
盗
い
た
し
候
由
、 

御
改
、
高
部
村
ニ

ハ
名
面
之
者 

無
御
座
候
義
申
上
候
處
、 

精
々
致
、
明
廿
六
日
五
ッ
ニ
は

、 

急
度
可
申
上
候
義
、
被
仰
付
候
、 

 
 
 
 

廿
六
日 

一
、
右
之
義
、
役
人
、
古
役
寄
合 

 
 

宗
門
帳
并

い
ろ
〳
〵
鑿
穿
（
穿
鑿
） 

 
 

い
た
し
候
得
共
、
右
名
面 

 

80 
 
 

無
御
座
由
、
柳
口
ニ

而
申
上
候
、 

 
 

御
役
所
様
ニ

而
、
被
仰
候
は
、 

 
 

若
夫
ニ

似
た
る
名
面
ニ

而
、 

 
 

有
之
候
哉
、
御
尋
御
座
候
故
、 

 
 

外
ニ

十
七
ヶ
年
以
前
、
寅
年 

 
 

行
衛
無
之
者
御
座
候 

 
 

得
共
、
三
十
九
歳
之
者 

 
 

 

 
 

ニ

御
座
候
ゟ
外
ニ

無
御
座
候 

 
 

由
申
上
候
、
然
役
人
一
札 

 
 

可
差
出
義
ニ

而
、
御
下
書
被
下
、 

 
 

明
廿
七
日
早
朝
、
可
差
出
候 

 
 

義
、
畏
、
廣
八
帰
り

申
候
、 
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廿
七
日 

 
 

右
之
義
ニ

、
一
札
持
参
い
た
し 

 
 

御
役
所
江

、
房
右
衛
門
参
申
候
、 

 
 

則
、
差
上
相
済
参
候
、 

一
、
簑
笠
之
助
様
御
支
配
中
条
御
役
所
ニ
而

、 
 

 
 
 
 

廿
八
日 

 
 

小
懸
郡
大
門
村
、
利
兵
衛
方
盗
賊
亀
次
郎
ト

、
申
者
無
御 

 
 

座
候
由
申
候
ハ
ゝ

、
一
札
差
上
相
済
申
候
、 

 
 
 
 

廿
九
日 

 

81 
 
 
 
 

晦
日 

一
、
内
見
致
、
當
年
は
、 

 
 

陽
気
柄
宜
敷
、
表
方
ニ

ハ
、 

 
 

 
 

一
向
御
検
見
無
御
座
候
得
共
、 

 
 

先
、
内
見
之
上
願
候
積
り

御 

座
候
、
尤
筆
数
三
十
九
筆 

古
役
四
人
又
左
衛
門
、
太
吉 

紋
弥
、
幸
左
衛
門
出
し

申
候
、 

一
、
耳
（
茸
）
取
候
義
、
前
山
御
留 

 
 

 

 
 

被
成
候
義
、
被
仰
付
候
、 

 
 
 
 

九
月
朔
日 

一
、
大
検
見
工
藤
三
助
様
、
松
田
源
左
衛
門
様 
 

 

 
 

神
宮
寺
、
御
朝
飯
ニ

而
参
候
處
、 

 
 

申
渡
し

御
座
候
間
、
此
次
ニ

可
出
義 

 
 

被
仰
付
、
則
、
御
射
山
神
戸 

 
 

迠
、
御
機
嫌
伺
ニ

参
、
盗
賊
入
込 

 
 

候
義
、
又
御
検
論
ゆ
る
み
不
申 

 
 

義
、
地
犯
云
抔
、
又
ハ
情
米
出
し 

（
事
犯
） 

 

 

82 
 
 

候
村
々
、
九
月
十
日
迠
申
上 

 
 

可
致
由
被
仰
付
候
、 

一
、
御
検
見
筆
数
調
、
差
上
申
候
、 

 
 
 
 

二
日 

一
、
御
検
見
御
家
老
様
、
内
見
帳 

 
 

差
上
願
申
候
、
尤
當
年
ハ
、 

 
 

世
柄
作
物
、
田
方
よ
ろ
し
く 

 
 

故
、
如
何
、
尤
是
迠
検
見 

 
 

仕
来
り

野
せ
ま
、
渋
田
多 

 
 

之
所
故
、
其
上
鹿
入
等
も 

御
座
候
間
、
右
之
段
願
上 

申
候
、
何
れ
御
上
様
、
申
上 

其
上
申
付
へ
く
候
義
ニ

御
座
候 

廣
八
、
房
右
衛
門
願
ニ

参
候
、 

 
 

申
上
た
め
、
酒
壱
升
上
ヶ
申
候
、 

一
、
二
日
晩
ニ

、
横
内
ニ

火
事
御
座
候
、 

 
 

二
軒
焼
候
由
、
房
右
衛
門
、
猶
吉
参
、 

 
 
 
 

三
日 

一
、
穀
留
定
式
之
扶
持
米 

 

83 
 
 

願
書
致
奉
願
上
候
、 

 
 
 
 

覚 
一
、
五
斗
八
升
四
合 

 
 
 
 

下
白
米 

 
 

右
は
高
部
村
穀
留
御
扶
持
方 

 
 

當
午
四
月
朔
日
ゟ
八
月
晦
日
迠
、
四
十
六
日 

 
 

壱
日
ニ

四
合
宛 

 
 

右
之
通
り

御
座
候
以
上
、 

高
部
村 

 
 
 

天
保
五
甲

午

年
八
月
晦
日 

 

名
主 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廣
八 

 
 
 

御
郡 

 御
奉
行
所
様 

 
 
 
 

四
日 

一
、
右
、
一
札
差
上
申
候
、
則
御
證
文 

 
 

被
下
置
、
御
蔵
参
候
處
、
其
日
明
不
申
候
故
、 

 
 

宿
江

持
帰
り

、
下
米
見
俊
蔵
殿
頼
、
御
蔵
江

上
申
候
、 

一
、
沖
右
衛
門
殿
、
拂
物
致
度
義
、
隣
村 

 
 

神
宮
寺
、
宮
田
渡
、
新
井
役
元 

 
 

江

申
越
、
御
乍
待
頼
遣
し

申
候
、 

 
 

右
、
五
日
ニ

致
し

申
積
り

御
座
候
、 

 
 
 
 

五
日 

一
、
右
同
断
、
拂
物
致
し

申
候
、 

一
、
車
屋
御
改
、
商
御
改
メ

と
し
て
、 

 
 

伊
藤
亀
弥
様
御
出
、
御
茶
菓
子 

 
 

餅
江

砂
糖
附
差
上
申
候
、 

 

84 
 
 

尤
、
印
形
、
横
帳
仕
立
致 

 
 

上
ヶ
申
候
、
下
書
有
之
候
、 

 
 
 
 

六
日 

一
、
沖
右
衛
門
殿
、
拂
物
致
し

申
候
、 

一
、
御
宮
江

参
候
處
、
明
後
八
日 

近
村
中
筋
納
西
方
役
人 

勧
化
頼
度
義
ニ
而

、
御
宮
江 

 
 

 
 

呼
寄
、
頼
候
義
、
せ
話
致
呉
候 

 
 

積
、
御
申
被
聞
候
、 

 
 
 
 

覚 

一
、
片
倉
村
甚
五
右
衛
門
殿
、
村
方
歩
と
し
て 

 
 

高
部
村
役
元
江

参
候
は
、
待
小
屋 

 
 

と
申
處
は
、
大
神
裏
林
ニ
而

、 

 
 

御
年
貢
地
ニ

、
御
座
候
處
ニ
而

、 

 
 

檜
、
さ
ハ
ら
、
其
外
用
木
を
伐 

 
 

 

 
 

あ
ら
し
候
、
何
れ
諏
方
之
山
人 

 
 

と
存
候
間
、
能
々
御
申
付
可 

 
 

被
下
候
、
重
而
見
付
候
上
ハ
、 

 
 

定
法
村
談
事
ニ
而

、
過
料
取
申
候 

 
 

間
、
其
段
御
承
知
可
被
下
候
、 

 
 

尤
栗
、
茸
等
ハ
、
落
捨
に 

 

85 
 
 

候
物
故
、
御
咎
メ

不
申
候
、 

 
 

尤
、
村
寄
合
致
相
談
上
之
由
ニ

御
座
候
、 

 
 
 
 

七
日 
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一
、
月
調
、
歩
割
致
し

申
候
、
役
人
三
人 

 
 

長
八
、
太
吉
、
夜
分
迠
致
候 

 
 

故
、
認
メ

両
度
致
し

申
候
、 

 
 
 
 

八
日 

一 

御
宮
江

、
役
人
被
呼
参
候
、
安
国
寺
ゟ
、 

（
以
下
、
紙
を
貼
り
合
わ
せ
て
見
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。） 

 

86 
 
 
 
 

九
日 

一
、
御
役
所
出
候
、
中
之
条
、
御 

 
 

 
 

詮
義
、
鉄
五
郎
事
ノ
殊
之 

 
 

外
六
ヶ
敷
御
座
候
、
前
々
宗 

 
 

門
帳
、
文
政
元
年
ゟ
同
十
三 

 
 

年
、
天
保
五
甲

午

年
迠
、 

 
 

之
御
宗
門
帳
差
上
、
御
詮
義 

 
 

被
遊
候
、
己
朝
参
處
、
宗
門 

 
 

帳
持
参
不
致
候
故
、
又
々 

 
 

宿
江

帰
り

、
持
参
仕
差
上
申
候
、 

 
 

其
日
御
役
所
、
昼
前
ハ

廣
八 

 
 

猶
吉
参
、
又
昼
過
ニ

は
、 

 
 

廣
八
、
房
右
衛
門
参
申
候
、 

 
 

此
日
弁
當
、
自
身
認
メ

廣
八
二
度
、
猶
吉
一
度
、
房
右
衛
門
一
度
、 

 
 
 
 

十
日 

一
、
右
同
断
ニ
付

、
房
右
衛
門
、
廣
八 

 
 

参
、
又
々
文
化
十
一
ゟ
十
三
迠
之 

 
 

宗
門
帳
差
上
、
御
改
被
下
、
い
ろ
〳
〵 

 
 

御
尋
被
遊
、
鉄
五
郎
伯
母
、
田
部
村 

 
 

松
之
助
女
房
と
よ
之
子
三
人 

 
 

御
座
候
由
申
上
候
故
、
四
ッ
時
分 

 

87 
 
 

ゟ
御
廻
状
持
、
房
右
衛
門
、
田
部
村 

 
 

役
人
方
江

参
、
年
寄
一
人
御
役
所 

 
 

江

参
申
上
、
其
日
は
十
一
日
ニ

一
類 

 
 

召
連
、
可
参
来
田
部
村
江

被
仰
付
候
、 

一
、
其
日
、
弁
當
一
度
致
候
得
共
、
手
間
取 

 
 

候
故
、
小
弁
當
遣
イ

申
候
、 

 
 
 
 

十
一
日 

一
、
右
同
断
ニ
付

、
早
朝
御
役
所
江

、 

 
 

出
、
房
右
衛
門
、
廣
八
参
申
候
、 

 
 

右
、
鉄
五
郎
旧
離
（
久
離
）
に
致
し 
 
 
 

 

 
 

義
、
文
化
十
三
庚

寅

年
二
月 

 
 

帳
切
致
候
、
御
下
書
被
下
、
尤 

 

（
台
帳
の
名
義
を
書
替
＝
破
産
財
産
名
義
変
更
） 

 

 
 

其
節
役
人
印
、
田
部
村
役
、
一
類 

 
 

之
印
、
願
人
磯
弥
、
伯
父
勝
之
介 

 
 

ニ
而

願
上
候
、
一
類
書
、
御
下
書
被
下 

 
 

候
、
一
、
其
日
御
役
所
手
間
取
少
々 

 
 

御
弁
當
遣
イ

申
候
、 

一
、
御
検
見
願
之
義
、
十
三
夜
過
ニ

御
出
可
被
下
候 

様
被
仰
候
、 

 
 
 
 

十
二
日 

一
、
御
馬
改
、
三
井
新
吉
様
御
出
、 

 
 

上
金
（
子
）
村
、
御
朝
飯
、
上
物
栗
弐
升 

 
 

差
上
申
候
、
則
、
御
改
受
立
帳
ニ 

 
 

 

88 
 
 

仕
立
差
上
申
候
、 

一
、
鉄
五
郎
一
件
、
御
下
書
拵
申 

 
 

十
三
日
、
可
出
被
仰
候
故
、
仕
立
申
候
、 

 
 
 
 

十
三
日 

一
、
鉄
五
郎
一
件
、
久
離
願
書
上 

 
 

文
政
十
三
庚

寅

年
之
役
人 

 
 

名
主
房
、
年
寄
両
人
、
幸
左
衛
門
、 

 
 

次
郎
吉
代
、
伯
父
勝
之
介
、
願
人 

 
 

田
部
松
之
介
女
房
、
伯
母
と
よ 

 
 

従
弟
松
太
、
一
類
之
所
之 

 
 

願
書
ニ
而

、
郡
方
様
御
役
所
江

、 

 
 

差
上
申
候
、
此
日
被
仰
付
候
ハ
、 

 
 

大
目
附
御
宗
門
奉
行
様
江

、 

 
 

明
後
十
五
日
昼
頃
、
右
之
通 

 
 

之
願
書
差
上
可
申
、
被
仰
付
候
、 

 
 

廣
八
、
猶
吉
御
受
仕
、
其
日 

 
 

ハ
帰
り

申
候
、 

 

一
、
神
宮
寺
村
ゟ
御
宮
勧
化 

 
 

御
頼
承
相
談
、
名
主
源
介 

 
 

方
江

、
十
五
日
寄
合
談
事 

 

89 
 
 

可
致
廻
文
参
候
、
尤
、
安
国
寺
村 

 
 

ゟ
北
真
志
野
迠
、
十
四
ヶ
村
寄
申
候
、 

 
 

觸
ニ

候
、 

 
 
 

十
四
日 

一 

 
 
 

十
五
日 

一
、
鉄
五
郎
一
件
、
宗
門
御
奉
行
様 

 
 

江

願
書
差
上
被
仰
候
、
尤 

 
 

早
朝
御
宅
江

参
、
御
内
見
之
上 

 
 

昼
頃
差
上
申
、
相
済
候
、
右 

 
 

御
禮
鯣
壱
連
宛
、
差
上
申
候
、 

 
 

工
藤
様
、
甫
右
衛
門
様
御
両
所 

 
 

様
ニ

而
は
、
源
丈
親
類
も

無
之
、 

 
 

 
 

ニ

と
被
仰
、
御
返
し

被
成
候
、
外 

 
 

御
下
役
様
、
七
軒
之
内 

 
 

五
軒
は
納
候
、
猶
吉
、
廣
八
参
申
候
、 

 
 

三
ヶ
月
調
帳
、
御
改
相
済
、
御
下 

被
下
候
、 

印 
 

覚 

一
、
銭
四
百
文
宛
、
年
々
取
締 

 

90 
 
 

料
致
寺
納
来
り

候
所
、
同 

 
 

壱
〆
弐
百
文
、
先
納
有
之
候 

 
 

分
、
今
般
拾
ヶ
年
賦
ニ

御
頼 

 
 

申
入
、
當
午
年
ゟ
来
ル

夘
年 
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迠
拾
ヶ
年
之
間
、
四
百
文 

 
 

之
内
、
百
弐
拾
文
ツ
ゝ
御
返
し 

 
 

 
 

済
申
、
残
弐
百
七
拾
六
文 

 
 

宛
、
年
々
致
寺
納
申
候
、
以
上
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

甲
刕 

 

午
九
月
十
五
日 
明
暗
寺 

 
 
 
 
 

高
部
村 

 
納
所 

印 

 
 
 
 
 
 

御
役
人
中 

一
、
御
宮
勧
化
寄
合
、
十
四
ヶ
村 

 
 

早
朝
可
寄
由
、
房
右
衛
門
参
申
候
、 

 
 

沖
右
衛
門
之
畑
、
入
札
致
し

申
候
、 

 
 
 
 

十
六
日 

十
七
日 

 

91 
 
 
 
 

十
八
日 

一
、
前
林
き
の
こ
下
見
参
申
候
、 

 
 
 
 

十
九
日 

一
、
御
検
見
御
家
老
様
、
左
膳
様 

 
 

佐
兵
衛
様
、
上
御
三
人
御
出
被
下
候
、 

 
 

尤
、
帳
は
、
筆
数
三
拾
六
筆
、 

 

 
 

年
賦
切
次
願
、
村
汐
永
引 

 
 

栄
吉
殿
、
清
水
汐
永
引 

 
 

願
致
申
候
、
雨
天
ニ
而

川
尻
ニ
而

、 

 
 

御
茶
上
申
候
、 

 
 
 
 

買
物
覚 

一
、
六
百
七
拾
弐
文 

 

ぼ
ら
三
本 

 
 

 

一
、
三
百
三
十
弐
文 

 

鰍
四
本 

一
、
四
百
五
十
文 

 
 

し
ひ
七
百
廿
匁 

 
 

一
、
四
百
七
拾
弐
文 
 

鯉
壱
本 

一
、
八
十
四
文 
 
 
 

ふ
し
壱
本 

一
、
弐
百
三
十
三
文 

 

玉
子
廿
五 

一
、
八
分
五
厘 

 
 
 

し
い
た
け 

一
、
廿
四
文 

 
 
 
 

人
参
一
わ 

一
、
廿
四
文 

 
 
 
 

焼
く
し 

一
、
十
弐
文 

 
 
 
 

浅
草
の
り 

一
、
三
十
八
文 

 
 
 

里
い
も
一
升 

一
、
百
文 

 
 
 
 
 

つ
く
ね
芋 

一
、
百
三
十
五
文 

 
 

あ
わ
ひ
弐
ッ 

 

92 一
、
八
十
文 

 
 
 
 

長
い
も 

一
、
三
十
六
文 

 
 
 

し
め
し
一
升 

 
 

一
、
四
十
五
文 

 
 
 

こ
ん
に
や
く 

 

〆
弐
貫
七
百
六
十
五
文 

 
 
 

銀
八
分 

 
 
 

九
月
十
七
日 

 
 

右
は
銭
屋
源
八
殿
買
物
分
、 

 

同
日 

一
、
餅
米
三
升 

 
 
 

名
主
出
し 

 
 

右
御

茶
菓
子 

 

同 

一
、
白
米
五
升
五
合
百 

扶
持
米 

嶋
や
出
し 

 
右
同
断 

一
、
豆
腐
三
丁 

 
 
 

名
主
出
し 

一
、
拾
弐
文 

 
 
 
 

同
人 

 
 

わ
ら
じ 

一
、
弐
十
四
文 

 
 
 

茂
左
衛
門 

 
 

わ
ら
じ 

 

同 

一
、
小
麦 

八
升 

 
 

幸
左
衛
門 

 
 

右
は
御
両
所
江

御
礼
、 

 

93 
 
 
 
 

廿
日 

一
、
御
家
老
様
江

、
御
検
見
御
礼
小
麦 

 
 

五
升
差
上
申
候
、
廣
八
、
猶
吉
参
申
候
、 

一
、
三
升
横
内
江

御
礼
参
申
候
、 

 
 
 
 

廿
一
日 

 
 
 
 

廿
二
日 

一
、
宮
田
渡
御
屋
鋪
、
茸
狩
御
出
被
成
、 

 
 

御
家
中
様
御
客
、
御
表
御
家
老
様 

 
 

若
旦
那
、
御
両
御
入
被
遊
、
上
物 

 
 

梨
子
差
上
申
度
調
候
得
共
、 

 

 
 

 

94 
 
 

御
下
り

故
、
不
差
上
候
、 

一
、
宮
田
渡
様
献
上
物
酒
七
升
ト

、 

 
 

弐
盃
入
候
、
桶
、
村
ノ
義
兵
衛
殿
ゟ 

 
 

借
、
先
年
之
通
差
上
申
候
、 

 
 

尤
、
敷
物
、
鍋
、
薬
鑵
、
持
参
致
申
候
、 

 
 

朝
、
御
迎
と

而
、
三
人
参
候
得
共
、 

 
 

壱
人
ニ
而

、
御
案
内
申
候
、
御
帰
り 

 
 

 
 

之
上
、
役
人
壱
人
、
御
機
嫌 

 
 

伺
ニ

参
、
相
済
申
候
、 

一
、
御
出
入
之
侍
衆
は
、
別 

 
 

酒
壱
升
宛
、
差
上
候
様
、
被
仰
付
候
、 

 
 
 
 

廿
三
日 

廿
四
日 

 
 
 
 

廿
五
日 

一
、
町
御
蔵
江

、
惣
草
高
書
上 

 
 

国
役
金
御
割
附
ニ

付
、
指 

 

95 
 
 

出
可
申
候
様
、
御
廻
状
参
候
、 

 
 

尤
、
神
領
斗
り

、 

 
 
 
 

一
札 

一
、
百
四
拾
九
石
七
斗
七
升
七
合
四
夕
惣
草
高 

 
 

右
之
通
り
ニ

、
御
座
候
、
以
上
、 

 
 

天
保
五
甲

午

年
九
月
日 

 

高
部
村 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
寄 

 

 

猶
吉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
断 

 

 

房
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名
主 
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廣
八 

御
代
官
所
様 

 

右
之
通
、
差
上
置
申
候
、 

一
、
秋
之
内
、
見
廻
り

、
今
介
頼
候
處
、 

 
 

□
□
□
江

届
候
所
、
承
之
場
不
成 

 
 

候
由
申
候
、 

 
 
 
 

廿
六
日 

廿
七
日 

廿
八
日 

一
、
宮
田
渡
御
屋
鋪
、
若
旦
那
様 

 
 

御
名
安
丸
様
と

倡
（
唱
）
申
候 

 
 

 
 

義
、
被
仰
付
候
御
家
老
様
ゟ
、 

 

96 一
、
金
子
拾
両
、
笠
原
仁
右
衛
門
殿
ゟ 

 
 

御
借
之
質
、
午
十
二
月 

 
 

上
旬
御
返
済
之
内
、
扶
納 

 
 

米
三
拾
俵
、
名
主
元
ニ

而
、 

 
 

御
預
り

、
役
人
三
人
印
形
致
候 

 
 

義
、
被
仰
付
、
古
役
外
ニ

二
、
三
人 

 
 

談
事
之
上
、
印
形
致
し

候
、 

 
 
 
 

廿
九
日 

一
、
国
役
金
上
納
、
御
蔵
江

猶
吉
参
候
、 

 
 

三
分
ト

壱
匁
四
分
三
厘
七
毛
上
納 

 
 

相
済
申
候
、 

 
 
 
 

十
月
朔
日 

一
、
秋
中
場
ニ

御
座
候
、
當
年 

 
 

は
米
取
方
よ
ろ
し
、 

 
 

尤
、
束
数
不
足
故
、
む
ら 

 
 

と
り
ニ

御
座
候
、 

 

97 
 
 
 
 

二
日 

三
日 

四
日 

五
日 

六
日 

七
日 

八
日 

一
、
川
浚
高
掛
金
割
致
し

申
候
、 

 
 

惣
代
初
五
郎
、
出
申
候
、
已
ニ 

 
 
 
 

 

 
 

七
日
ニ

雪
降
、
八
日
ニ

は
、 

 
 

有
増
消
申
候
、 

一
、
四
拾
二
匁
四
分
三
厘
七
毛
、
上
納 

一
、
九
分
六
厘
七
毛
、
小
利
足
二
ヶ
月
分 

 

二
口 

一
、
丁
銭
五
貫
百
五
十
八
文 

 

丁
銭 

一
、
九
百
六
十
九
文 

 
 
 
 

入
用 

 

三
口

〆
六
貫
百
弐
十
七
文 

 

目
銭
為
、
六
貫
三
百
七
拾
九
文 

 

内
壱
貫
弐
百
六
十
二
文 

出
作
引 

 
残
ニ

て
、
四
〆
九
百
三
文 

村
高
割 

 
 

壱
石
ニ

付
、
三
十
七
文
弐
分
懸
、 

 
 

村
懸
分
三
十
八
文
懸
り

、 

 

98 天
保
五
甲

午

年
十
月
九
日 

一
、
御
経
米
、
薪
、
高
部
村
上
納
之
義
、 

此
度
、
高
越
返
し

候
ニ

付
、
改
之
買
上
納
、 

直
段
、
金
壱
分
ニ

付
、
八
駄
也
、 

 
 

右
は
、
寛
政
七
乙

夘

十
二
月
改
、 

 
 

其
後
、
文
化
八
辛

未

年
十
月
改
、 

 
 

其
後
、
文
政
八
乙

酉

年
改
候
分
、 

 
 

相
用
上
納
致
候
、 

一
、
九
石
四
斗
六
升
八
合
九
夕
、
神
宮
寺
分
高 

 
 

均
割
、
壱
石
ニ

付
、
一
〇
五
九
九 

 
 

壱
駄
四
束
、
上
納
致
申
候
、 

 
 

壱
束
代
、
三
分
壱
厘
弐
毛 

一
、
三
匁
壱
分
弐
厘
、
上
納
致
し

申
候
、 

 
 
 
 

十
日 

一
、
茅
野
式
部
様
江

御
湯
立
願 

 
 

参
申
候
、
十
五
日
相
定
申
候
、 

一
、
五
穀
成
就
御
祈
禱
、
不
作 

 
 

ニ
付

、
廿
六
夜
ゟ
御
祈
願
被
下
候
、 

 
 

御
初
尾
、
村
中
相
談
之
上 

 
 

秋
米
弐
斗
上
可
申
候
様
、 
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申
置
候
、 

 
 
 
 

十
一
日 

 

十
二
日 

一
、
御
代
官
様
ゟ
御
差
紙
被
下 

 
 

右
は
、
穀
留
毎
年
定
式 

 
 

被
仰
付
、
則
、
方
々
様
御
印
鑑 

 
 

被
下
、
棒
ニ

巻
折
目
不
付 

 
 

持
参
仕
候
、
廣
八
参
候
、 

 
 

表
方
、
御
収
納
十
三
日
ゟ 

 
 

初
申
候
、 

 
 
 
 

十
三
日 

一
、
村
御
湯
祭
り

、
十
五
日
ニ

究
メ 

 
 

 
 

申
候
故
、
甘
酒
作
り 

役
人
ニ
而

寄
申
候
、
右
は 

例
年
之
通
り

、
役
所
ニ
而

、
飯
焼 

餅
搗
申
候
様
、
相
談
致
申
候
、 

 
 

十
四
日 

一
、
上
川
、
宮
川
除
、
御
見
分
御
出
被
成 

 
 

上
桑
原
朝
飯
、
上
原
小
弁
當
昼
飯
、
横
内
夜
飯 
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御
機
嫌
伺
ニ

参
申
候
、
茅
野 

 
 

御
泊
り

、
廣
八
、
猶
吉
参
候
、 

 
 
 
 

十
五
日 

十
六
日 

十
七
日 
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十
八
日 

十
九
日 

 
 
 
 

廿
日 

一
、
三
月
願
、
宗
門
、
郡
方
様 

 

 
 

江

、
七
人
願
申
候
、
文
右
衛
門
、
由
三
郎 

 
 

長
之
助
、
義
松
、
金
蔵
、
百
太
、 

 
 

勝
右
衛
門
、
右
之
者
、
房
右
衛
門 

 
 

 
 

連
参
申
候
、 

一
、
国
役
金
割
寄
帳
、
御 

 
 

調
請
参
申
候
、
二
役
兼
候
、 

 
 

右
、
房
右
衛
門
参
申
候
、 

 
 
 
 

廿
一
日 

 

101 

 
 
 
 

廿
二
日 

廿
三
日 

 
 
 
 

廿
四
日 

一
、
御
表
様
、
御
悔
ニ

宮
田
渡
様 

 
 

江

、
気
多
茶
半
斤
差
上
申
候
、 

 
 
 
 

廿
五
日 

一
、
御
表
様
御
悔
ニ

御
新
屋
鋪
江

、 

 
 

参
申
候
、
夫
ゟ
、
有
賀 

 
 

江
音
寺
、
御
苑
送
（
葬
送
）
之
場
江

、 

 
 

廣
八
、
猶
吉
参
申
候
、 

 
 

御
音
物
上
不
申
候
、 

 
 

尤
、
人
足
壱
人
、
菰
弐
枚
上
ヶ
申
候
、 

 
 
 
 

廿
六
日 

一
、
初
収
納
被
仰
付
候
而
、
宮
田
渡 

 
 

御
蔵
江

参
申
候
、
則
、
十
五
俵 

 
 

三
斗
餘
斗
り

申
候
、
御
祝
義 

 
 

御
酒
被
下
候
、 
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廿
七
日 

廿
八
日 

廿
九
日 

晦
日 

 

十
一
月
朔
日 

一
、
宮
田
渡
御
屋
鋪
、
若
旦
那
様 

 
 

御
初
宮
参
、
則
、
御
子
安
様 

 
 

御
参
詣
、
奥
様
御
駕
籠 

 

 
 

御
女
郎
様
、
御
駕
籠
先 

 
 

御
挟
箱
、
御
供
本
格
ニ
而

、 

 
 

御
家
老
様
、
御
押
ニ

御
通
り

、 

 
 

坂
口
江

役
人
出
張
、
御
機
嫌
伺 

 
 

申
候
、
御
帰
り

迠
相
済
申
候
、 

一
、
穀
留
入
用
、
書
上
減
シ

候
物
懸
合
セ

ニ

、 

 
 

有
賀
村
役
所
江

房
右
衛
門
参
申
候
、 

 
 
 
 

二
日 

三
日 
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、
穀
留
入
用
割
調
書
上 

 
 

歩
割
御
改
、
御
役
所
様
江

差 

 
 

可
出
義
、
菅
沼
杢
弥
様
ゟ
、
御 

 
 

内
々
、
清
左
衛
門
様
江

、
被
仰
候
ニ

付
、 

 
 

調
候
所
、
扣
、
郡
方
様
上
候 

 
 

義
、
相
不
分
候
故
、
横
川
弥
七
郎
様
江

、 

 
 

御
頼
、
拝
見
致
、
其
上
両 

 
 

御
役
所
違
無
之
様
、
可
仕 

 
 

相
談
ニ
而

、
其
日
ハ
房
右
衛
門
殿 

 
 

斗
り
ニ
而

仕
舞
申
候
、 

（
以
下
、
削
除
部
分
） 

「
一
、
壱
両
三
分
壱
朱
ト

百
七
十
八
文 

 
 
 

右
は
、
四
月
雪
折
拂
木 

 
 
 

沖
右
衛
門
殿
江

か
し
置
候
処
、 

 
 
 

十
一
月
三
日
返
済
致
候
故
、 

 
 
 

廣
八
借
置
申
候
、 

 
 

右
、
利
五
匁
四
分
三
厘
七
毛
、
銭
九
文 

 
 

請
取
申
候
、 

 
 

未
四
月
、
勘
定
之
節
拂
相
済
申
候
、」 
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四
日 

一
、
村
御
収
納
御
代
官
と
し
て
、 

 
 

又
左
衛
門
様
、
㐂
代
枩
様
、
米
見 

 
 

小
吉
様
、
御
三
人
御
出
被
成
候
、 

一
、
米
三
拾
三
俵
六
升
七
合
六
夕
五
才 

 
 

大
ッ
六
俵
壱
斗
八
升
壱
合
七
夕
四
才 

 
 

斗
り

押
預
り

置
申
候
、 

 
 

右
、
御
奉
行
方
江

、
明
五
日
鯣 

 
 

壱
連
宛
上
ヶ
、
御
礼
ニ

参
申
候
、 

 
 

猶
吉
、
廣
八
参
り

、 

 
 

昼
飯
ニ

は
、
く
る
み
餅
致
し

申
候
、 

 
 
 
 

五
日 

 
 
 
 

六
日 

一
、
穀
留
入
用
書
上
、
御
内
々
願
下
ヶ 

 
 

之
処
、
横
川
弥
七
様
、
御
頼
ニ

、 

 
 

志
（
仕
）
候
、
弐
百
文
御
使
物
致
し

、 

 
 

御
役
所
参
候
處
、
十
一
日
可
出 

 
 

被
仰
付
、
其
日
房
右
衛
門
、
参 

申
候
、 

一
、
豆
府
札
、
松
右
衛
門
請 
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御
勘
定
所
江

出
申
候
、
文
右
衛
門 

 
 

札
不
持
参
致
、
又
々
差
上
申
候
、 

 
 
 
 

七
日 

 
 
 
 

八
日 

一
、
田
部
ニ

出
火
御
座
候
、
寺
迠
五
軒 

 
 

焼
申
候
、 

 
 
 
 

九
日 

十
日 

 
 
 
 

十
一
日 

一
、
御
役
所
江

参
候
處
、
柳
口 
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御
請
米
御
改
、
一
統
村
々 

 
 

出
申
候
、
穀
留
入
用
割
帳 

 
 

御
下
ヶ
願
候
處
、
歩
割 

 
 

御
役
所
江

可
申
上
義
、
被 

仰
候
故
、
其
日
文
右
衛
門 

運
上
札
、
御
勘
定
所
差
上
、 

 

廣
八
帰
り

申
候
、 

一
、
宮
田
渡
御
屋
鋪
江

、
外
記
太
夫 

 
 

勧
化
之
義
、
七
日
ニ

御
廻
状 

 
 

被
下
候
處
、
尤
初
尾
出
し

候 

 
 

村
方
ハ
、
御
届
申
上
へ
く 

 
 

御
廻
状
参
、
夜
故
不
出
居
候
所
、 
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如
何
之
義
ニ

候
哉
、
十
二
日
朝
、 

 
 

書
取
ニ
而

可
申
上
由
、
嘉
蔵
様 

 
 

被
仰
、
御
詫
申
候
得
共
、 

 
 

御
聞
入
な
く
、
田
沢
、
丸
山 

 
 

北
久
保
、
高
部
四
ヶ
村
、
十
二
日 

 
 

朝
、
御
詫
申
、
相
済
申
候
、 

 
 
 
 

十
二
日 

一
、
秋
葉
山
江

代
参
出
立
致
申
候
、 

 
 

御
初
穂
、
三
百
文
差
上
申
候
、 

 
 
 
 

十
三
日 

一
、
御
郡
中
御
廻
り

、
神
宮
寺
村
江

出
申
候
、 

 
 

宮
沢
忠
冶
様
、
夕
方
迠
御
待
候
故
、
小
弁
當 

 
 

乙
次
郎
ニ

而
遣
申
候
、 

 
 
 
 

十
四
日 

 
 
 
 

十
五
日 

一
、
歩
割
御
役
所
ゟ
穀
留
入
用 

 
 

調
書
上
帳
、
御
下
ヶ
願
、
猶
吉
参
、 

 
 

則
、
御
下
被
下
候
、 

 
 
 
 

十
六
日 

一
、
右
、
調
下
帳
之
処
引
合
置 
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油
、
五
夕
之
所
、
四
夕
ニ

直
し

減
し

、 

 
 

差
上
申
候
、 

 
 
 
 

十
七
日 

一
、
四
夕
之
処
、
仕
直
し

、
又
々
、 

 
 

房
右
衛
門
、
廣
八
拵
申
候
、 

 
 
 
 

十
八
日 

一
、
□
□
□
与
四
郎 

 
 

段
々
頼
候
故
、
相
役 

 

 
 

申
談
事
上
、
先
年 

 
 

分
、
壱
分
貸
遣
申
候
、 

 
 

主
殿
様
婚
礼
手
傳 

 
 

究
ニ

参
申
候
、 

一
、
御
作
事
屋
江

、
助
之
丞
病
気
申
上
ニ

、
房
右
衛
門
参
申
候
、 

 
 
 
 

十
九
日 

一
、
主
殿
様
、
婚
礼
御 

 
 

客
ニ

参
申
候
、 

一
、
熱
田
御
師
、
御
出
被
成
候
、 

 
 

御
初
穂
、
四
十
八
（
文
）
納
上
申
候
、 

 
 

外
、
人
足
壱
人
、 
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廿
日 

一
、
郡
方
様
御
役
所
江

、
穀
留
入
用
割
、 

 
 

油
書
上
所
減
シ

候
所
、
御
覧
ニ

入
、 

 
 

其
上
、
御
歩
割
御
役
所
、
差
上 

 
 

申
候
、
其
節
、
馬
場
弥
八
郎
様 

 
 

御
下
役
ニ
而

、
差
上
置
申
候
、
其
日 

 
 

廣
八
参
申
候
、 

一
、
鹿
三
百
文
、
菅
沼
様
江

差
上
申
候
、 

 
 
 
 

廿
一
日 

清
左
衛
門
ゟ
御
誂
と
し
て
、 

 
 
 
 

廿
二
日 

一
、
下
之
諏
方
、
馬
場
弥
八
郎
様 

 
 

内
々
御
頼
、
穀
留
入
用
割 

 
 

帳
之
義
申
上
候
処
、
先
、
三
月 

 
 

落
之
分
、
慥
ニ

相
知
申
候
、 

 
 

御
相
場
違
之
義
、
被
仰
候
得
共
、 

 
 

又
々
忝
く
候
、
鹿
三
百
文 

 
 

上
ヶ
申
候
、
房
右
衛
門
、
廣
八 

 
 

参
、
朝
飯
下
之
諏
方
ニ
而

認
メ

、 

一
、
町
御
蔵
江

方
々
様
穀
留 

 
 

御
印
鑑
差
上
申
候
、 
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廿
三
日 

一
、
御
宮
、
御
勧
化
之
義
ニ

付
、
神
宮
寺
村 

㐂
右
衛
門
殿
、
数
右
衛
門
殿
、
源
介
殿 

御
出
、
勧
金
帳
面
ニ

印
呉
候 

様
被
頼
、
御
神
酒
一
樽 

村
中
被
下
候
、 

一
、
愛
宕
山
御
師
、
福
壽
院
様 

 
 

御
出
、
村
家
別
ニ
而

、
御
初
尾 

 
 

上
申
候
、
但
し

村
中
ゟ
百
二
十
四
文
、 

遣
し

申
候
、 

 
 
 
 

廿
四
日 

一
、
御
貸
方
御
催
促
、
御
二
人
様 

朝
飯
御
認
、
御
出
御
利
足 

 
 

上
納
定
日
之
一
札
、
差
上
置 

 
 

申
候
、
則
、
借
主
銀
弥
、
武
八 

 
 

吉
蔵
、
印
形
取
置
申
候
、 

一
、
清
左
衛
門
殿
、
菅
沼
様
江

、
頼
候
而
、 

 
 

御
内
々
申
上
候
様
、
参
呉
候
、 

 
 

右
、
穀
（
留
）
入
用
事
ニ

、
御
座
候
、 
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廿
日 

 

一
、
御
役
所
江

、
穀
留
入 

 
 

用
割
帳
、
油
之
処
、 

 
 

四
夕
ニ

直
し

、
郡
方
様
御 

 
 

役
所
江

伺
、
其
上
御
調 
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役
所
江

差
上
申
、
紙
之
所 

 
 

御
聞
被
下
候
得
共
、
正
ニ 

調
書
上
候
段
申
上
候
、 

又
、
穀
留
年
内
四
俵 

之
所
御
尋
候
得
共
、
定 

式
之
義
故
、
別
ニ

被
下
候
様 

申
上
候
、 

一
、
鹿
三
百
文
、
菅
沼
様
江

、 

 
 

清
左
衛
門
、
誂
候
様
申
上 

 
 

差
上
申
候
、
是
、
入
用
割 

 
 

御
内
々
御
調
之
所
、 

 
 

委
細
、
御
頼
申
上
ヶ
度 

 
 

義
ニ

付
、
清
左
衛
門
殿
江

頼 
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申
候
、 

 
 
 
 

廿
一
日 

一
、
熱
田
御
師
参
申
候
、 

 
 

片
倉
村
ゟ
人
足
壱
人
送
り 

 
 

 

 
 

参
、
帳
面
ニ

は
拾
疋
と

付 

 
 

候
得
共
、
初
尾
五
十
文 

 
 

遣
し

申
候
、
外
ニ

人
足
壱
人 

 
 

附
送
り

申
候
、 

 
 
 
 

廿
五
日 

一
樽 

一
、
御
宮
ゟ
御
酒
被
下
候
、
村
中 

 
 

昼
寄
合
致
、
開
申
候
、 

 
 

勧
化
相
定
申
候
、 

一
、
主
殿
様
御
頼
ニ

、
工
藤
様 

 
 

江

御
内
々
御
頼
、
今
日
御
出 

 
 

被
下
候
、
右
は
穀
留
入
用 

 
 

之
義
願
上
候
、
御
帰
り 

 

 
 

之
上
、
被
仰
候
は
、
三
月
御

相
場 

 
 

ニ
而

被
下
候
と
、
被
仰
候
ニ

而
よ
ろ
し
く 

 

 
 

御
座
候
、
御
遣
物
、
鯛
三
百
廿
四
文
、
御
書
出 

被
下
候
、 
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廿
五
日 

一
、
御
宮
勧
化
、
村
中
寄
附 

 
 

定
、
夜
中
過
迠
か
り
申
候
、 

一
、
酒
一
樽
之
内
、
三
升
あ
ま
り
、 

 
 
 

廿
六
日 

 
 

栄
吉
殿
江

弐
升
賣
、 

 
 

与
右
衛
門
殿
江

壱
升
賣
、 

 
 

直
段
八
十
文
宛
ニ

勘
定 

 
 

致
し

申
候
、
代

弐
百
四
十
八
文 

一
、
豆
府
七
丁
買
、
直
段 

 
 

三
十
三
文
宛
ニ
而

、
弐
百
三
十
九
文 

 
 

差
引
致
し

相
済
申
候
、 

 
 
 
 

廿
六
日 

廿
七
日 

 
 
 
 

廿
八
日 

一
、
穀
留
入
用
割
、
御
催
促
、
大
池
、
高
部 

 
 

有
賀
、
三
沢
、
四
ヶ
村
ニ
而

申
上
候
、
猶
吉 

 
 

参
申
候
、 

一
、
山
手
納
、
片
倉
村
ゟ
、
使
イ

参
申
候
、 
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十
二
月
朔
日
ニ

、
御
出
被
下
候
様
、
申
参
候
、 

 
 

尤
、
神
宮
寺
村
江

も
、
御
傳
エ

可
被
下
候 

 
 

由
申
候
、
則
、
神
宮
寺
江
も

申
候
、 

 
 

十
一
月
廿
八
日
、
御
役
所
江

、
両
村
ニ
而

、 

 
 

御
届
ヶ
申
上
候
、
片
倉
之
夫
ニ
者

、 

 
 

名
ハ

、
明
蔵
殿
と

申
候
、
名
主 

 
 

八
百
蔵
殿
と

申
候
由
、 

 
 

廿
八
日 

一
、
八
分
、
伊
藤
徳
左
衛
門
様
、
御
使
イ

御
用
、
御
出
之
節
、 

 
 

御
認
メ

、 

 
 
 
 

廿
九
日 

一
、
追
鳥
割
一
札
、
御
蔵
江

差
上
申
候
、 

 
 

老
人
子
供
、
五
年
季
御
屋
鋪
江

、
家
来 

 
 

役
人
、
歩
キ
共
ニ

抜
残
り

御
用
人
之
分 

 
 

書
上
申
候
、 

一
、
山
手
納
之
義
、
御
役
所
江

申
上
候
、 

 
 

猶
吉
参
申
候
、 

 
 
 
 

十
二
月
朔
日 

一
、
片
倉
村
、
御
堂
垣
外
村 

 
 

両
村
江

、
山
手
御
上
納
ニ

参 

 
 

申
候
、
神
宮
寺
村
之
数
右
衛
門 

 
 

廣
八
、
新
井
（
村
）
役
人
嘉
兵
衛 

 
 

歩
壱
人
、
〆
四
人
参
り

申
候
、 
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壱
石
弐
斗
九
升
壱
合
上
納
、
直
段
四
斗
四
升
四
合 

 
 
 

弐
両
三
分
弐
朱
ト
壱
匁
九
分
六
厘 

 

御
堂
垣
外
村
上
納 

 
 

壱
石
弐
斗
三
升
六
合
五
夕 

直
段
同
断 

 

一
、
弐
両
三
分
ト
弐
匁
九
厘
四
毛 

 
 
 

片
倉
村
江

上
納 

 
 
 

二
口
〆 

五
両
弐
分
弐
朱 

四
匁
五
厘
四
毛 

一
、
三
匁
五
分
五
厘
八
毛 

右
代
金
小
利
足 

 
 
 

但
し

、
壱
ヶ
月
分
、
壱
割
二
分
五
厘 

一
、
四
百
文 

 
 
 
 
 

酒
四
升 

一
、
三
十
文 

 
 
 
 
 

掛
肴 

二
れ
ん 

一
、
三
百
文 

 
 
 
 
 

神
宮
寺
村 

一
、
三
百
文 

 
 
 
 
 

高
部
村 

一
、
三
百
文 

 
 
 
 
 

新
井
村 

一
、
百
四
十
八
文 

 
 
 

歩
キ
一
人 

一
、
八
十
四
文 

 
 
 
 

中
折
一
状 

王
り
之
節 

一
、
八
匁
五
分 

 
 
 
 

役
人
弁
当
代 

一
、
弐
匁
四
分 

 
 
 
 

両
村
役
人
認
メ

、
御
伺
之
節 

 
 

〆 

五
両
弐
分
弐
朱
ト 

 
 
 
 
 

拾
八
匁
五
分
壱
厘
弐
毛 

 
 

右
三
口
為
銭 

 
 

四
拾
壱
貫
三
百
八
拾
弐
文 

 

両
か
へ
六
貫
七
百 

 
 

右
為
丁
銭 
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三
十
九
貫
六
百
六
十
九
文 

 
 

此
割
山
手
米
高 

 
 

弐
石
五
斗
弐
升
七
合
五
夕
割 

 
 

壱
升
ニ
付

、
丁 

百
五
十
六
文
九
分
五
厘 
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、
七
升
九
合
七
夕
弐
才 

 
 

山
手
高 

一
、
壱
貫
三
百
四
文 

 
 
 
 

割
受 

高
部
村
分 

 
 

〆
四
拾
壱
貫
三
百
弐
十
弐
文 

 
 
 

入
用
拂 

 
 
 

壱
貫
四
百
八
十
九
文 

 
 
 

二
口
〆 

四
拾
四
貫
八
百
十
五
文 

 
 
 

為
銭 

六
両
壱
朱
ト
弐
貫
百
五
十
三
文 

 
 
 

引
テ 

八
文
過 

 
 

入
用
一
村
分
百
弐
十
四
文 

 
 
 
 

二
日 

一
、
山
手
申
上
ニ

参
候
、
房
右
衛
門
参
り

候
、 

 
 

其
日
御
休
日
故
、 

 
 
 
 

三
日 

一
、
右
、
申
上
参
、
山
中
様
御
安
産
、
御
祝
義 

 
 

参
申
候
、
猶
吉
参
申
候
、 

一
、
山
手
わ
り
致
し

申
候
、 

 
 
 
 

四
日 

一
、
村
中
名
々
帳
、
仕
立
候 

 
 

廣
八
参
り
候
、 

一
、
御
宮
御
茶
屋
ニ
而

、
御
神
酒
被
下
候
、 

 
 
 

寄
附
帳
面
上
申
候 

 
 
 
 

五
日 

一
、
三
ヶ
月
調
書
上
帳
拵
、
組
頭 

 
 

太
吉
昼
飯
認
メ

候
、 
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六
日 

一
、
山
論
御
年
賦
金
、
割
致
申
候
、 

 
 

組
頭
又
左
衛
門
参
申
候
、 

 
 
 
 

七
日 

一
、
三
ヶ
月
調
帳
、
御
役
所
江

、
差
上
申
候
、 

一
、
則
、
御
年
賦
金
割
帳
、
御
調
請
申
候
、 

一
、
諏
方
右
近
様
、
お
袋
様
御
死
去 

 
 

御
悔
ニ

、
清
明
香
三
王
わ
、
上
申
候
、 

 
 
 
 

八
日 

一
、
諸
勘
定
帳
調
申
候
、 

一
、
狩
兎
追
人
足
八
人
、
安
国
寺
村 

 
 

江

、
明
七
ッ
ニ

相
詰
申
候
、
御
廻
状
参
候
、 

 
 
 
 

九
日 

一
、
右
、
兎
追
人
足
八
人
、
役
人
差
添
、
猶
吉 

 
 

参
申
候
、 

一
、
御
調
御
役
所
江

、
三
ヶ
月
調
帳
御
下
ヶ
願 

 
 

御
作
事
屋
御
受
負
入
札
之
義 

 
 

有
無
之
訳
申
上
候
、 

一
、
御
貸
方
御
利
足
金
、
差
上
申
候
、 
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五
両
利
金
、
伊
藤
主
膳
様 

一
、
壱
両
弐
分
弐
朱 

利 

武
八
分 

一
、
弐
分 
銀
弥 

利 

御
貸
方
江

御
上 

 
 

納
仕
候
、
此
分
ハ

、
廣
八
出
し

置
申
候
、 

一
、
村
歩
割
人
足
引
合
セ

致
し

申
候
、 

一
、
山
手
出
し

金
、
穀
屋
ニ
而

、
差
引
勘
定
致
し

申
候
、 

 
 

数
右
衛
門
殿
江

、
請
取
遣
し

置
申
候
、 

 
 

房
右
衛
門
参
申
候
、 

 
 
 
 

十
日 

一
、
歩
割
初
メ

、
人
足
拾
ひ
、 

 
 

致
し

申
候
、
役
人
三
人
、
又
左
衛
門
、 

 
 

太
吉
、
紙
五
畳
筆
一
對 

 
 

墨
一
丁
外
ニ

、
定
式
物
取
、 

 
 
 
 

十
一
日 

一
、
右
同
断 

一
、
拾
両
買
上
、
可
出
候
由
、
御
世
話
人
ゟ
、 

十
二
日
、
参
申
候
、 

 
 
 
 

十
二
日 

一
、
右
同
断
六
人
、 

 
 
 
 

十
三
日 

一
、
右
同
断
五
人
致
し

申
候
、 

 
 
 
 

十
四
日 

一
、
右
同
断
五
人
致
し

申
候
、 

一
、
宮
田
渡
御
屋
鋪
ゟ
、
歩
米 

 
 

直
段
ニ
而

、
買
納
可
致
し

由
、
被
仰
付
申
候
、 
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御
知
行
所
中 

 
 

セ
話
人 

 
 

六
ヶ
村
割
ニ
而

、
三
両
、
又
左
衛
門
□ 

 
 

御
渡
し

申
候
、
買
物
致
し

申
候
、 

 
 
 
 

十
五
日 

一
、
寒
気
見
舞
、
郡
方
様
、
御
代
官
様 

 
 

江

、
鯣
壱
連
宛
、
差
上
申
候
、
廣
八
参
り

申
候
、 

 

一
、
下
ノ
諏
方
歯
者
殿
、
御
悔
申
候
、 

 
 

歩
割
休
申
候
、 

 
 
 
 

十
六
日 

一
、
歩
割
致
し
、
亀
松
、
役
人
三
人
致
し
申
候
、 

 
 
 
 

十
七
日 

一
、
右
同
断
武
八
、
喜
代
松
致
し

申
候
、 

一
、
宮
田
渡
御
屋
鋪
江

、
寒
気
御
見
舞 

 
 

餅
搗
壱
重
、
但
し

、
壱
升
分
差
上
申
候
、 

 
 

泰
助
様
江

、
干
物
一
連
、
御
家
老
様
江

、
鯣
一
連 

 
 

上
申
候
、 

 
 
 
 

十
八
日 

一
、
歩
割
致
し

申
候
、
〆
六
人
ニ
而

、 

 
 
 
 

十
九
日 

一
、
右
同
断
五
人
寄
合
申
候
、 

諸
勘
定
仕
舞
、
帳
面
見
合 
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〔
解
説
〕 

 
 

（
２
頁
） 

一
月
七
日 

穀
留
御
奉
行
様
が
一
月
七
日
晩
か
ら
十
二
日
朝
ま
で
、十
四
回
食
事
を
し
た
。こ
の
う
ち
、

五
回
は
自
分
で
用
意
し
、
一
朱
分
勘
定
を
し
た
。
小
口
勇
次
様
が
詰
め
た
。 

小
口
勇
次 

御
弓
持 

認 

こ
こ
で
は
「
食
事
を
摂
る
」
の
意
。 

二
月
一
日 

穀
留
御
奉
行
様
が
二
月
一
日
夕
飯
か
ら
三
日
の
昼
飯
ま
で
六
回
食
事
し
た
。こ
の
費
用
は
、

儀
兵
衛
方
へ
扶
持
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
弓
持
ち
の
小
口
勇
次
様
分
で
あ
る
。 

穀
留 

凶
作
の
年
に
米
や
雑
穀
を
領
外
に
出
す
の
を
監
視
し
、
留
め
た
り
し
た
。
監
視
す
る
場
所
に

小
屋
を
設
け
、
こ
れ
を
口
留
番
所
と
い
っ
た
。
諏
訪
領
内
に
は
今
井
村
（
塩
尻
峠 

岡
谷
市
長
地

今
井
）
餅
屋
村
（
和
田
峠 

下
諏
訪
町
）
三
沢
村
（
小
野
峠 

岡
谷
市
川
岸
上
、
中
一
丁
目
）
有

賀
村
（
有
賀
峠 

諏
訪
市
豊
田
有
賀
）
神
宮
寺
村
ま
た
は
高
部
村
（
杖
突
峠 

諏
訪
市
中
洲
神
宮

寺
、
茅
野
市
宮
川
高
部
）
湯
川
村
ま
た
は
柏
原
村
（
大
門
峠 

茅
野
市
北
山
湯
川
、
柏
原
）
蔦
木

村
（
甲
州
口 

富
士
見
町
落
合
上
下
蔦
木
）
に
あ
っ
た
。 

儀
兵
衛 

高
部
村
の
村
役
人
の
前
任
者
。 

（
３
頁
） 

二
月
一
日 

役
替
り
が
あ
り
、
村
方
の
高
札
に
よ
り
（
広
八
に
）
名
主
が
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
お
礼
に

御
屋
敷
様
（
大
祝
邸
）
へ
参
る
。 

御
屋
鋪
様 

諏
訪
上
社
大
祝
。
諏
方
頼
壽
。
内
蔵
助
。
天
保
十
一
年
九
月
十
七
日
死
去
。 

御
家
老
様 

諏
訪
上
社
大
祝
諏
方
家
家
老
。
政
所
。
土
橋
左
膳
栄
壽
。
天
保
六
年
死
去
。 

泰
介
様 

矢
島
泰
輔
。
諏
訪
上
社
両
奉
行
。
矢
島
正
仲
か
正
壽
。 

友
作
様 

金
井
友
作
か
。
諏
訪
上
社
鹿
人
。 

要
介
様 

金
井
要
助
か
。 

宮
奉
行
様 

諏
訪
上
社
に
設
け
ら
れ
た
奉
行
。
五
官
祝
が
主
に
務
め
た
よ
う
だ
。 

二
月
一
日 

米
直
し
は
十
二
俵
二
斗
程
だ
っ
た
。 

二
月
二
日 

昨
秋
不
作
の
た
め
、
穀
留
出
役
と
村
方
か
ら
番
人
足
二
人
ず
つ
に
歩
米
弐
升
五
合
で
塚
屋

へ
小
屋
掛
け
し
て
常
詰
め
と
な
っ
た
。 

塚
屋 

高
部
村
内
の
小
字
。
杖
突
峠
へ
至
る
道
の
入
り
口
。『
高
部
の
文
化
財
』
に
よ
る
と
、
穀
留
番

所
は
今
の
県
道
十
六
号
岡
谷
茅
野
線
と
西
沢
川
が
交
差
す
る
と
こ
ろ
に
、
番
屋
坂
と
い
う
地
名
が

あ
り
、
西
沢
川
が
天
井
川
で
坂
に
な
っ
て
い
た
。
西
沢
川
の
神
宮
寺
側
に
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か

し
、
こ
こ
で
は
、
塚
屋
と
い
う
、
磯
並
社
に
隣
接
す
る
杖
突
峠
側
に
設
け
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い

る
。 

二
月
三
日 

役
替
り
の
挨
拶
に
、
郡
方
様
と
御
代
官
様
の
所
へ
行
く
。
同
日
、
大
目
付
へ
宗
門
下
帳
を

提
出
す
る
た
め
に
、
房
右
衛
門
、
広
八
が
参
る
。
町
宿
で
食
事
。 

郡
方
様 

郡
奉
行
の
こ
と
か
。
百
瀬
庄
兵
衛
政
時
（
文
政
十
二
年
十
二
月
二
十
九
日
～
天
保
五
年
五

月
）
、
山
中
三
郎
右
衛
門
方
徳
（
天
保
三
年
四
月
十
二
日
～
天
保
六
年
五
月
）
、
工
藤
三
助
重
敦

（
天
保
二
年
八
月
十
二
日
～
天
保
六
年
二
月
） 

御
代
官
様 

西
筋
代
官 

松
田
源
左
衛
門
昌
直
（
天
保
四
年
五
月
～
天
保
七
年
五
月
） 

 

諏
訪
高
島
藩
は
、
領
域
を
四
つ
に
分
け
、
年
貢
の
徴
収
な
ど
に
当
た
っ
て
い
た
。
こ
の
四
つ
は
東

筋
、
西
筋
、
下
筋
の
三
手
と
三
千
石
領
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

東
筋
は
諏
訪
市
四
賀
か
ら
宮
川
以
東
（
原
村
全
域
ま
で
）
の
本
村
二
十
三
ヶ
村
、
新
田
三
十
七

ヶ
村
、
西
筋
は
、
諏
訪
市
有
賀
か
ら
宮
川
以
西
（
富
士
見
町
全
域
ま
で
）
本
村
三
十
一
ヶ
村
、
新

田
二
十
四
ヶ
村
、
下
筋
は
、
岡
谷
市
、
下
諏
訪
町
と
諏
訪
市
市
街
地
の
本
村
二
十
四
ヶ
村
、
新
田

五
ヶ
村
、
三
千
石
は
塩
尻
市
片
丘
、
松
本
市
寿
内
の
八
ヶ
村
で
あ
る
。 

大
目
附
様 

有
賀
源
兵
衛
辰
裕
（
天
保
三
年
四
月
十
三
日
～
天
保
六
年
九
月
四
日
）、
両
角
惣
兵
衛
正

俊
（
天
保
三
年
四
月
十
三
日
～
天
保
十
三
年
十
二
月
二
十
三
日
） 

猶
吉 

高
部
村
年
寄 

 

房
右
衛
門 

高
部
村
年
寄 

 

廣
八 

藤
森
包
近
、
高
部
村
名
主
。 

 

 

町
宿 

村
々
で
城
下
町
に
も
っ
て
い
た
定
宿
。
城
下
で
の
休
憩
、
宿
泊
、
相
談
の
場
所
に
な
っ
て
い

た
。
ま
た
、
町
宿
は
村
方
の
た
め
に
斡
旋
な
ど
も
行
っ
て
い
た
。
紛
争
な
ど
の
時
の
当
事
者
や
軽

い
規
則
違
反
者
を
町
宿
に
預
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。（『
諏
訪
市
史 

中
巻
』） 

（
４
頁
） 

二
月
五
日 

水
車
の
碓
数
一
札
を
御
貸
方
御
蔵
へ
提
出
し
た
。
猶
吉
が
大
目
付
へ
参
り
、
宗
門
下
帳
を

下
げ
渡
さ
れ
た
。 

 

車
屋 

水
車
屋
の
こ
と
。 

二
月
六
日 

役
元
、
名
寄
、
諸
帳
面
、
証
文
の
竪
、
横
帳
を
残
ら
ず
調
べ
、
番
付
を
付
し
、
古
役
武
八
、

儀
兵
衛
と
と
も
に
確
め
、
手
控
も
作
成
し
た
。 

 

古
役 

村
役
人
の
前
任
者
。 

 

武
八 

高
部
村
の
村
役
人
の
前
任
者
。 

二
月
七
日 

川
除
様
の
廻
状
が
来
る
。
穀
留
目
付
三
輪
佐
兵
衛
様
、
足
軽
丹
次
様
が
見
回
り
を
行
う
。 

 
三
輪
佐
兵
衛 

穀
留
目
付
。
清
親
か
。 

（
５
頁
） 

二
月
八
日 
穀
留
奉
行
な
ど
が
（
穀
留
番
所
に
）
詰
め
、
三
日
夕
方
か
ら
八
日
朝
ま
で
十
四
回
食
事
を

と
り
、
う
ち
、
五
回
分
は
自
身
で
用
意
し
た
の
で
、
三
匁
を
進
上
し
た
。 

二
月
九
日 

助
之
丞
内
方
が
欠
落
し
、
□
□
□
の
与
四
郎
を
頼
み
、
村
方
で
尋
ね
、
乙
松
を
遣
わ
し
た
。

路
銀
に
一
朱
遣
わ
し
た
。
こ
れ
は
古
役
寄
合
の
相
談
の
上
で
決
め
た
こ
と
で
あ
る
。 

 
 

穀
留
目
付
様
、
篠
原
善
左
衛
門
様
と
御
足
軽
が
巡
回
し
た
。 

篠
原
善
左
衛
門
様 

三
月
十
七
日
の
項
に
は
「
穀
留
御
奉
行
」
と
あ
り
。 
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二
月
十
日 

車
屋
運
上
一
貫
九
百
文
を
御
貸
方
御
蔵
へ
上
納
。
御
勝
手
方
役
所
へ
行
き
、
役
人
が
新
役

な
の
で
、
印
鑑
を
差
し
上
げ
る
こ
と
を
願
い
出
る
と
、
そ
れ
に
は
及
ば
な
い
と
の
こ
と
で
、
差
上
げ

な
か
っ
た
。 

 

御
貸
方 
藩
営
の
金
銭
、
米
穀
の
貸
付
、
運
上
の
徴
収
、
三
手
御
蔵
の
払
米
を
扱
う
役
所
。 

 

 

御
勝
手
方
御
役
所 

金
銭
の
出
納
、
米
穀
出
納
の
指
図
、
財
政
全
般
の
ま
か
な
い
方
な
ど
に
当
た
る

役
所
。
責
任
者
は
賄
役
。（『
諏
訪
市
史 

中
巻
』） 

二
月
十
日 

役
所
で
亀
屋
善
左
衛
門
、
河
内
屋
長
左
衛
門
が
他
所
へ
醤
油
二
十
駄
を
出
し
た
い
と
の
こ

と
で
、
両
人
の
印
鑑
を
渡
す
の
で
来
る
よ
う
に
と
伝
え
て
き
た
。
廻
状
は
十
一
日
に
広
八
が
行
き
、

町
宿
で
食
事
を
し
た
。
二
十
三
時
頃
の
こ
と
な
の
で
、
こ
れ
に
は
行
か
な
か
っ
た
。 

 

亀
屋
善
左
衛
門 

桑
原
町
（
諏
訪
市
諏
訪
二
丁
目
の
う
ち
）
に
あ
っ
た
商
家
。
綿
、
金
物
、
小
倉
、

木
綿
を
日
本
各
地
と
売
買
し
、酒
造
業
も
兼
ね
て
い
た
。（『
諏
訪
市
史 

中
巻
』『
角
川
地
名
辞
典
』） 

 

河
内
屋
長
左
衛
門 

桑
原
町
に
あ
っ
た
醸
造
業
者
（『
諏
訪
市
史 

中
巻
』） 

（
６
頁
） 

二
月
十
一
日 

宮
田
渡
家
老
様
の
留
守
見
舞
に
取
貝
（
鳥
貝
？
）
二
百
文
分
を
差
し
上
げ
た
。
こ
れ
に

は
広
八
と
猶
吉
が
行
っ
た
。 

 

宮
田
渡 

宮
田
渡
は
大
祝
諏
方
氏
の
屋
敷
が
あ
っ
た
村
の
こ
と
。諏
訪
市
中
洲
神
宮
寺
今
橋
。ま
た
、

大
祝
諏
方
氏
そ
の
も
の
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。
本
史
料
で
は
、「
宮
田
渡
様
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
ま
た
、
大
祝
諏
方
氏
の
屋
敷
が
、
上
社
領
の
役
所
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
「
宮
田
渡
」

と
い
う
。 

二
月
十
二
日 

宗
門
改
下
役
様
方
へ
（
宗
門
人
別
帳
の
）
請
取
に
四
ヶ
村
が
揃
っ
て
参
る
。
房
右
衛
門

が
行
っ
た
。 

 

宗
門
御
改 

諏
訪
高
島
藩
の
宗
門
改
は
、
毎
年
正
月
十
五
日
に
宗
門
改
の
廻
状
を
出
し
、
宗
門
改
帳

の
下
書
を
二
月
十
日
ま
で
に
差
し
出
し
、
同
十
五
日
か
ら
宗
門
改
の
た
め
に
他
出
し
な
い
よ
う
に

申
し
渡
す
。
名
主
は
こ
れ
を
受
け
て
下
帳
を
作
成
し
、
下
調
べ
を
受
け
る
。
数
日
後
に
清
帳
が
で

き
て
読
み
合
わ
せ
を
し
、
所
在
の
寺
判
を
と
る
。（『
諏
訪
市
史 

中
巻
』） 

 

下
ノ
諏
訪 

諏
訪
郡
下
諏
訪
町
の
旧
下
諏
訪
宿
。 

 

安
国
寺
村 

茅
野
市
宮
川
安
国
寺 

二
月
十
三
日 

江
戸
か
ら
飛
脚
が
来
て
、
昼
過
ぎ
に
到
着
し
た
と
伝
え
聞
い
た
。
内
容
は
、
江
戸
外
神

田
か
ら
七
日
に
出
火
し
、
大
風
で
大
火
と
な
っ
た
。
九
日
か
ら
十
日
に
は
松
平
伯
耆
守
屋
敷
か
ら
出

火
し
、
諏
訪
上
屋
敷
が
類
焼
し
た
。
直
ち
に
国
元
に
早
飛
脚
が
出
さ
れ
た
。
十
日
出
立
で
十
三
日
に

到
着
し
た
。 

 

江
戸
表
ニ

而
七
日
ニ

外
神
田
ゟ
出
火
い
た
し 

甲
午
火
事
。
二
月
七
日
に
神
田
佐
久
間
町
か
ら
出
火
し

た
江
戸
の
大
半
を
焼
く
大
火
事
。
九
、
十
日
に
は
日
本
橋
か
ら
出
火
し
、
十
一
日
に
は
小
石
川
の

水
戸
藩
邸
か
ら
出
火
。 

松
平
伯
耆
守
様 

松
平
宗
発
（
一
七
八
二
―
一
八
四
〇
） 

宮
津
藩
（
京
都
府
宮
津
市
）
第
五
代
藩

主
。 

諏
方
御
上
屋
敷 

天
保
五
年
二
月
十
日
に
上
屋
敷
が
類
焼
し
、
芝
金
杉
の
中
屋
敷
（
東
京
都
芝
二
丁

目
）
へ
移
る
。
こ
の
時
の
上
屋
敷
は
木
挽
町
に
あ
り
、
現
在
の
東
京
都
銀
座
五
丁
目
に
あ
た
る
。

上
屋
敷
は
も
と
も
と
芝
金
杉
だ
っ
た
。（
浅
川
清
栄 

一
九
九
五
『
高
島
藩
邸
と
諏
訪
氏
一
族
』） 

神
田
佐
久
摩
丁 

現
在
の
千
代
田
区
外
神
田
一
丁
目
、
神
田
佐
久
間
町
一
～
四
丁
目
。 

日
本
橋
檜
物
丁 

現
在
の
中
央
区
八
重
洲
一
丁
目
、
日
本
橋
三
丁
目
。 

（
８
頁
） 

二
月
十
四
日 

江
戸
類
焼
見
舞
い
に
柳
口
役
所
へ
行
く
。
こ
の
時
、
小
平
清
左
衛
門
殿
が
高
遠
へ
醤
油

十
五
駄
を
送
り
た
い
の
で
、
印
鑑
を
渡
し
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
持
参
し
た
。
こ
れ
は
房
右
衛
門
が

対
応
し
た
。 

 

柳
口
御
役
所 

郡
方
の
役
所
。
民
政
の
窓
口
。
裁
判
も
こ
こ
で
行
わ
れ
た
。 

 

小
平
清
左
衛
門
殿 

小
平
清
右
衛
門
の
こ
と
か
。
上
諏
訪
町
問
屋
。『
諏
訪
史
料
叢
書
三
十
二 

明
暦

三
年
分
限
帳
（
一
一
三
頁
）』 

 

高
遠 

伊
那
市
高
遠
。 

二
月
十
五
日 

川
除
奉
行
、
馬
場
弥
八
郎 

肝
入
大
熊
村
の
新
兵
衛
、
足
軽
小
和
田
の
重
蔵
、
東
山
田

時
次
、
桑
原
の
亀
次
へ
鯣
一
連
ず
つ
差
上
げ
た
。
こ
れ
は
、
猶
吉
が
行
っ
た
。 

馬
場
弥
八
郎
様 

川
除
奉
行 

（
御
徒
目
付
郡
方
下
役
勤
中
勤
番
御
免
。
十
八
俵
二
人
フ
チ
。『
諏
訪

史
料
叢
書
三
十
三 

文
政
年
間
ヵ
天
保
年
間
分
限
帳
（
二
一
頁
）』。 

大
熊
村 

諏
訪
市
湖
南
大
熊 

小
和
田 

諏
訪
市
小
和
田 

東
山
田 

下
諏
訪
町
東
山
田 

桑
原 

諏
訪
市
四
賀
桑
原 

二
月
十
五
日 

納
𣏧
六
十
九
本
を
芹
ヶ
沢
村
山
師
玉
蔵
へ
頼
ん
で
誂
た
。
二
十
日
ま
で
に
上
金
子
村
役

所
ま
で
届
け
る
と
い
う
約
束
を
し
た
。
値
段
は
百
文
に
つ
き
五
本
で
契
約
し
た
。 

𣏧
（
な
る
） 

少
し
太
め
の
雑
木
。（『
茅
野
市
史 

中
巻
』） 

 

芹
ヶ
沢
村 

茅
野
市
北
山
芹
ヶ
沢 

（
９
頁
） 

二
月
十
六
日 

二
月
十
一
日
夕
か
ら
十
六
日
朝
ま
で
の
穀
留
奉
行
様
の
食
事
は
十
四
回
あ
り
、
こ
の
う

ち
自
弁
の
分
六
匁
の
勘
定
を
し
た
。
足
軽
工
藤
松
之
助
様
が
詰
め
た
。 

二
月
十
六
日 

目
付 

篠
原
善
左
衛
門
様
と
足
軽
二
人
が
穀
留
改
で
巡
回
し
た
。 

二
月
十
六
日 

醤
油
一
駄
を
高
遠
へ
送
っ
た
。
こ
れ
は
亀
屋
善
左
衛
門
の
二
十
駄
の
内
の
一
駄 

二
月
十
七
日 
晩
に
古
役
寄
合
が
あ
り
、
穀
留
に
つ
い
て
色
々
相
談
を
し
た
。 

二
月
十
七
日 
芹
ヶ
沢
村
玉
蔵
が
𣏧
を
上
金
子
村
ま
で
送
り
納
め
た
。
値
段
は
五
本
ず
つ
払
い
、
六
十

三
本
で
一
貫
二
百
五
十
八
文
。 

 

上
金
子
村 

諏
訪
市
中
洲
上
金
子
。 

二
月
十
八
日 

晩
に
猶
吉
殿
の
依
頼
で
村
寄
り
合
い
が
行
わ
れ
、
奉
行
が
出
張
の
た
め
、
や
む
を
得
ず

頼
ん
で
き
た
。
穀
留
人
足
と
御
林
役
人
は
除
外
し
て
ほ
し
い
と
い
う
者
が
い
る
た
め
、
相
談
す
る
こ
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と
に
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
定
の
通
り
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
、
雪
折
れ
を
寄
せ
、

火
の
番
を
厳
し
く
し
、
不
寝
番
に
し
て
二
度
巡
回
す
る
こ
と
に
し
た
。
夜
更
け
に
宗
門
改
に
つ
き
、

例
年
の
廻
状
、
他
に
別
の
廻
状
が
来
た
。
不
寝
番
を
始
め
た
。 

（
10
頁
） 

二
月
十
九
日 

殿
垣
外
大
中
屋
市
之
丞
か
ら
、
松
本
行
の
酒
五
駄
を
送
っ
て
き
た
の
で
、
村
名
の
下
に

印
形
を
押
し
て
通
し
た
。 

 

殿
谷
戸 

現
在
の
伊
那
市
高
遠
長
藤
に
あ
る
「
殿
垣
外
」
の
こ
と
。 

 

大
中
屋 

伊
那
市
高
遠
殿
垣
外
に
あ
っ
た
造
酒
屋
。
姓
は
北
原
で
、
大
中
屋
は
「
屋
号
」。
高
遠
藩
の

「
仕
送
人
」
に
任
命
さ
れ
御
用
金
を
任
さ
れ
た
。
参
勤
交
代
の
時
に
殿
様
の
休
憩
所
と
な
っ
た
。

明
治
初
期
ま
で
酒
造
業
を
営
ん
で
い
た
が
没
落
。
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
年
に
台
ヶ
原
宿
（
北
杜

市
白
州
町
）
に
分
家
、
大
中
屋
（
七
賢 
山
梨
銘
醸
株
式
会
社
）
を
出
す
。
高
遠
に
も
「
元
酒
屋
」

（
高
遠
町
長
藤
栗
田
）
と
い
う
旅
館
を
営
む
分
家
が
あ
る
。（
北
原 

二
〇
〇
五
） 

二
月
二
十
日 

陽
気
祭
。
産
土
様
へ
御
造
酒
を
備
え
、
薬
師
堂
へ
村
中
が
寄
り
合
っ
た
。
酒
五
升
飲
み
、

柿
二
十
二
串
を
子
供
に
あ
げ
た
。
そ
の
時
に
、
薬
師
田
地
を
預
け
る
入
札
を
行
っ
た
。
入
上
四
斗
余

増
加
し
、
五
年
季
に
定
め
た
。
そ
の
上
で
再
度
入
札
し
相
談
し
た
。 

 

陽
気
祭 

慰
安
の
た
め
に
集
ま
っ
て
酒
を
飲
む
こ
と
か
。
天
保
五
年
は
、
陽
気
祭
が
他
に
三
月
二
十

七
日
と
六
月
一
日
、
六
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

産
神
様 

相
本
神
社
の
こ
と
か
。 

 

薬
師
堂 

高
部
村
の
神
長
官
守
矢
邸
と
大
祝
家
墓
地
に
隣
接
す
る
場
所
に
あ
る
堂
宇
。
諏
訪
百
番
札

所
三
十
四
ヶ
所
中
二
十
一
番
。
神
長
官
の
本
地
仏
は
薬
師
如
来
で
あ
っ
た
た
め
、
も
と
は
神
長
官

家
の
も
の
だ
っ
た
が
、
元
文
三
（
一
七
三
八
）
年
か
ら
高
部
村
の
お
堂
に
な
っ
た
と
い
う
（『
続
高

部
の
文
化
財
』） 

二
月
十
九
日 

醤
油
一
駄
を
高
遠
へ
送
っ
た
。こ
れ
は
亀
屋
善
左
衛
門
の
二
十
駄
の
内
の
も
の
で
あ
る
。 

二
月
二
十
一
日 

柳
口
へ
役
人
一
人
ず
つ
来
る
よ
う
に
廻
状
が
あ
り
、
猶
吉
が
参
っ
た
。
赤
沼
か
ら
安

国
寺
ま
で
の
遠
馬
道
作
り
を
命
ぜ
ら
れ
た
。 

 

赤
沼 

諏
訪
市
四
賀
赤
沼 

二
月
二
十
一
日 

指
出
帳
に
間
違
い
が
あ
っ
た
た
め
、
武
八
、
儀
兵
衛
、
房
右
衛
門
が
寄
り
合
い
、
調

査
を
行
っ
た
。
源
左
衛
門
分
の
新
検
永
引
が
多
か
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
の
他
少
し
ず
つ
違
っ
て
い
た

の
で
、
改
め
て
差
し
出
し
た
。 

（
11
頁
） 

二
月
二
十
二
日 

宗
門
改
を
宗
門
奉
行 

有
賀
源
兵
衛
様
、下
役 

次
三
郎
様
、政
之
丞
様
が
行
っ
た
。

花
岡
村
役
所
で
ご
機
嫌
伺
を
し
、
宗
門
帳
を
差
上
げ
調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
下
宿
で
食
事
を

と
っ
た
。
六
ヶ
村
役
人
、
彦
之
丞
、
政
右
衛
門
、
又
兵
衛
、
広
八
、
久
三
郎
、
長
蔵
が
参
上
し
た
。 

 

宗
門
奉
行 

有
賀
源
兵
衛
、
大
目
付
宗
門
改 

『
諏
訪
史
料
叢
書
二
十
二
巻
藩
譜
私
集
六
（p

.2
7
1

）』 

 

六
ヶ
村
役
人 

こ
の
六
ヶ
村
が
ど
こ
を
指
し
て
い
る
か
不
明
だ
が
、
文
中
か
ら
わ
か
る
の
は
、
高
部

と
上
金
子
村
。 

二
月
二
十
二
日 

指
出
帳
の
調
べ
を
行
お
う
と
し
た
と
き
に
、
栄
吉
殿
、
武
八
殿
、
房
右
衛
門
殿
が
寄

り
合
っ
た
。
帳
面
を
作
成
し
た
が
完
成
し
な
か
っ
た
。 

二
月
二
十
三
日 

宗
門
改
の
当
番
宿
は
上
金
子
村
で
政
右
衛
門
宅
に
宿
泊
し
た
。
人
別
改
は
首
尾
よ
く

終
わ
っ
た
。
広
八
と
猶
吉
が
詰
め
た
。
房
右
衛
門
殿
は
穀
留
奉
行
の
添
見
回
り
に
参
っ
た
。
執
行
坊

は
無
住
の
た
め
、
証
印
は
神
宮
寺
の
寺
院
を
添
え
置
い
た
。 

 

執
行
坊 

神
宮
寺
の
塔
頭
の
一
。
幕
末
に
は
住
職
が
い
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
頃
は
無
住
だ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。 

 

神
宮
寺 

普
賢
神
変
山 

真
言
宗
。
上
社
神
宮
寺
の
中
心
と
な
る
寺
院
。
諏
訪
市
中
洲
神
宮
寺
に
あ

っ
た
が
、
明
治
元
年
の
廃
仏
毀
釈
で
破
却
さ
れ
た
。 

二
月
二
十
三
日 

阿
弥
陀
堂
前
の
道
祖
神
の
石
垣
を
村
中
の
出
払
い
で
築
造
し
、
供
養
を
行
っ
た
。
三

夜
高
道
を
引
き
、
諸
石
を
並
べ
た
。 

 

阿
弥
陀
堂 

茅
野
市
と
諏
訪
市
の
市
境
を
流
れ
る
西
沢
川
の
袂
に
か
つ
て
阿
弥
陀
堂
が
あ
っ
た
。
平

成
元
（
一
九
八
九
）
年
に
西
沢
川
の
改
修
に
際
し
て
取
り
壊
さ
れ
た
。
現
在
、
阿
弥
陀
堂
跡
に
、

阿
弥
陀
堂
に
隣
接
し
て
あ
っ
た
石
造
物
が
移
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
に
道
祖
神
が
二
基
あ
る
。
二

基
と
も
建
立
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
ど
ち
ら
か
が
、
天
保
五
年
に
建
立
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

（『
高
部
の
文
化
財
』） 

（
12
頁
） 

二
月
二
十
四
日 

宗
門
奉
行
へ
ご
機
嫌
伺
に
中
金
子
村
役
所
迄
行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
入
用
割
に
つ
い
て

四
ヶ
村
で
寄
り
合
い
、
書
付
の
控
を
作
成
し
た
。 

 

中
金
子
村 

諏
訪
市
中
洲
中
金
子
。 

二
月
二
十
四
日 

七
貫
六
百
七
十
九
文
を
四
ヶ
村
で
大
割
し
た
。
村
分
は
一
貫
九
百
五
十
四
文
と
な
っ

た
。
人
数
は
六
十
五
人
で
、
両
替
六
七
。 

二
月
二
十
四
日 

遠
馬
の
た
め
の
道
作
り
の
人
足
を
出
払
い
で
行
っ
た
。
こ
の
時
、
宮
田
渡
村
粂
右
衛

門
か
ら
阿
弥
陀
堂
に
住
み
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
り
、
又
左
衛
門
を
頼
み
、
吉
之
丞
殿
が
参
る
と

い
う
。
村
中
に
話
し
た
と
こ
ろ
合
意
が
得
ら
れ
た
の
で
、
阿
弥
陀
堂
の
掃
除
と
畳
替
な
ど
を
銀
弥
に

頼
ん
だ
。
こ
の
日
に
直
ち
に
住
み
始
め
た
。 

 

又
左
衛
門 

高
部
村
百
姓
代
、
組
頭
。 

二
月
二
十
四
日 

御
家
老
様
が
江
戸
か
ら
帰
国
し
た
の
で
、
そ
の
見
舞
い
に
両
人
が
参
上
し
た
。 

 
御
家
老
様
、
御
江
戸
御
帰
り

御
見
舞 

こ
の
場
合
の
「
御
家
老
様
」
は
宮
田
渡
（
大
祝
家
）
の
家
老

土
橋
左
膳
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
諏
訪
上
下
社
か
ら
幕
府
や
関
係
大
名
へ

の
年
始
の
挨
拶
、
御
玉
会
献
上
が
行
わ
れ
て
お
り
、
大
祝
名
代
、
上
下
社
五
官
祝
、
社
僧
が
出
府

し
て
い
た
。
土
橋
氏
は
大
祝
名
代
と
し
て
出
府
し
て
い
た
。 

二
月
二
十
四
日 
穀
留
諸
入
用
に
つ
い
て
、
村
詰
人
足
、
出
役
分
を
前
年
の
十
一
月
分
に
願
い
上
げ
、

郡
中
割
と
な
っ
た
。
十
二
月
か
ら
今
年
二
月
ま
で
の
三
ヶ
月
分
を
願
い
上
げ
、
銭
割
で
仰
せ
付
け
ら

れ
た
。 

（
13
頁
） 
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二
月
二
十
四
日 

本
洗
馬
へ
酒
荷
物
五
駄
を
通
す
こ
と
を
高
遠
大
中
屋
市
之
丞
が
高
部
村
役
所
へ
依
頼

し
、
高
部
村
は
裏
印
を
押
し
て
送
っ
た
。 

 

本
洗
馬
村 

高
遠
藩
領
。
現
塩
尻
市
洗
馬
。 

二
月
二
十
五
日 
宗
門
奉
行
宅
へ
お
礼
に
行
く
。
下
役
の
次
三
郎
様
、
神
田
小
兵
衛
様
、
政
之
丞
様
へ

鯣
を
差
し
上
げ
た
。
猶
吉
が
参
り
、
田
野
屋
で
食
事
を
し
、
寄
り
合
い
を
し
た
。 

 

田
野
屋 

上
諏
訪
宿
の
商
家
。
幕
末
に
は
田
野
屋
皆
右
衛
門
が
問
屋
役
を
務
め
て
い
る
（『
諏
訪
市
史 

中
巻
』）。 

二
月
二
十
五
日 

町
宿
に
て
穀
留
に
つ
い
て
の
寄
り
合
い
を
六
ヶ
村
で
行
い
、
広
八
も
参
加
し
た
。
二

月
ま
で
銭
割
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
を
相
談
し
た
。
こ
れ
を
岐
阜
屋
へ
頼
ん
だ
。
ま
た
、
小
和
田
の

重
蔵
様
を
頼
み
、
工
藤
三
介
様
方
へ
江
戸
か
ら
帰
っ
て
き
た
祝
儀
を
渡
し
、
留
守
中
に
郡
中
割
が
叶

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
礼
を
渡
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
受
け
取
ら
な
か
っ
た
。 

 
 

夕
方
寄
り
合
い
が
あ
っ
た
が
、
手
間
取
っ
て
夜
に
な
っ
た
。
二
十
六
日
夕
方
は
大
池
役
人
が
廣
八

宅
に
泊
ま
り
、
三
沢
村
、
駒
沢
村
、
大
池
役
人
は
町
宿
へ
泊
っ
た
。
い
ず
れ
明
日
、
町
へ
行
き
、
三

沢
、
高
部
、
今
井
三
村
で
重
蔵
様
か
ら
御
内
意
の
様
子
を
承
り
た
い
か
ら
だ
っ
た
。 

岐
阜
屋 

上
諏
訪
の
商
家
。 

工
藤
三
介 

工
藤
三
助
重
敦 

郡
方
。
神
長
官
守
矢
主
実
延
の
妻
の
兄
弟
。 

駒
沢 

岡
谷
市
川
岸
東
四
、
五
丁
目
。 

大
池 

茅
野
市
金
沢
大
池
。 

（
14
頁
）  

二
月
二
十
六
日 

指
出
し
の
作
成
を
す
る
。
武
八
、
猶
吉
、
房
右
衛
門
が
寄
り
合
い
を
し
、
夕
辺
ま
で

に
よ
う
や
く
終
わ
る
。
も
っ
と
も
、
午
後
二
時
頃
に
大
池
村
の
役
人
が
町
か
ら
の
帰
り
が
け
に
穀
留

の
話
を
す
る
。
そ
の
た
め
、
二
十
七
日
に
安
否
を
承
る
た
め
に
、
二
、
三
ヶ
村
で
藩
へ
行
く
約
束
を

し
た
。 

二
月
二
十
七
日 

穀
留
に
つ
い
て
、
猶
吉
が
町
へ
行
っ
た
。
従
前
打
ち
合
わ
せ
の
通
り
、
三
沢
、
今
井
、

高
部
三
ヶ
村
役
人
が
、
工
藤
様
へ
、
内
々
の
こ
と
に
つ
い
て
、
重
蔵
様
か
ら
伝
え
ら
れ
た
こ
と
は
、

銭
割
と
二
月
ま
で
の
調
べ
を
受
け
た
い
と
の
こ
と
で
、
郡
方
も
内
々
に
両
方
相
談
す
る
つ
も
り
で
あ

っ
た
と
い
う
。
夜
に
な
り
、
猶
吉
が
帰
っ
て
き
た
。 

（
15
頁
） 

二
月
二
十
七
日 

午
前
六
時
頃
、
下
金
子
村
で
火
災
が
あ
っ
た
。
十
軒
ば
か
り
燃
え
た
。
弥
吉
が
息
子

を
養
子
に
と
っ
た
の
で
、
家
中
で
祝
儀
に
行
っ
た
。 

 

下
金
子 

諏
訪
市
中
洲
下
金
子
。 

二
月
二
十
七
日 

穀
留
目
付 

三
輪
佐
平
太
様
が
見
回
り
に
来
た
。 

 

三
輪
佐
平
太 

穀
留
目
付
。
三
月
十
七
日
の
項
に
は
「
穀
留
御
奉
行
」
と
あ
り
。 

二
月
二
十
八
日 

穀
留
入
用
割
を
巳
十
二
月
か
ら
二
月
ま
で
の
三
ヶ
月
分
を
銭
割
で
願
い
出
た
。
も
っ

と
も
、
小
和
田
足
軽
林
右
衛
門
様
を
頼
み
、
工
藤
三
介
様
へ
内
意
を
伝
え
た
。
し
か
し
、
工
藤
様
は

江
戸
へ
留
守
だ
っ
た
た
め
、
礼
か
た
が
た
伺
い
、
そ
の
時
は
遣
物
は
受
け
取
ら
な
か
っ
た
が
、
山
中

様
方
へ
も
参
る
よ
う
に
言
わ
れ
、
願
い
出
た
。
即
日
、
御
用
部
屋
へ
願
い
出
て
、
二
月
晦
日
過
ぎ
に

調
べ
に
書
き
入
れ
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。
林
右
衛
門
様
へ
も
こ
の
こ
と
を
伝
え
た
。
六
ヶ
村
で
相

談
の
上
の
こ
と
で
あ
る
。 

穀
留
入
用
割 

穀
留
番
所
の
諸
経
費
は
穀
留
入
用
割
で
草
高
割
に
徴
収
さ
れ
た
。
ま
た
村
割
で
穀
改

に
勤
務
す
る
と
歩
米
の
支
給
が
あ
り
夜
間
は
一
夜
に
五
勺
割
の
支
給
が
あ
っ
た
。
天
保
十
（
一
八

三
九
）
年
二
月
の
「
穀
改
入
用
書
上
帳
」
に
は
正
月
十
三
日
付
で
炭
一
俵
、
油
代
四
百
五
十
文
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

山
中
様 

郡
奉
行
山
中
三
郎
右
衛
門
方
徳 

 

御
用
部
屋 

髙
島
城
内
の
本
丸
に
あ
り
、
藩
政
の
中
心
だ
っ
た
。
日
々
出
仕
し
た
の
は
、
家
老
、
中

老
、
用
人
で
、
寄
合
日
に
合
議
す
る
に
は
及
ば
な
い
事
項
は
こ
こ
で
協
議
し
た
。（『
諏
訪
市
史 

中

巻
』） 

（
16
頁
） 

二
月
二
十
九
日 

前
林
の
松
が
雪
で
折
れ
た
た
め
、村
中
出
払
い
で
上
の
水
車
小
屋
の
前
ま
で
寄
せ
た
。

口
競
り
で
売
っ
た
。
総
額
一
両
三
分
と
六
百
文
で
売
れ
た
。
こ
の
時
に
、
一
人
に
つ
き
柿
二
串
が
配

ら
れ
た
。
こ
の
と
き
、
月
調
惣
代
二
人
が
入
札
し
義
兵
衛
と
太
吉
が
落
札
し
た
。 

二
月
二
十
九
日 

亀
屋
善
左
衛
門
と
河
内
屋
長
左
衛
門
が
高
遠
へ
送
る
醤
油
二
十
駄
の
内
、
こ
れ
ま
で

十
二
駄
が
通
っ
た
。 

二
月
三
十
日 

穀
留
入
用
調
を
命
じ
ら
れ
、
役
人
三
人
と
義
兵
衛
殿
が
寄
り
合
っ
て
作
成
し
、
一
日
に

提
出
し
た
。
詳
し
い
こ
と
は
、
穀
留
入
用
帳
に
記
し
た
。 

（
17
頁
） 

二
月
三
十
日 

雪
折
の
入
札
者
と
入
札
額
の
書
上
。
薬
師
免
田
地
の
預
け
者
入
れ
替
え
の
入
札
者
と
入

札
金
額
。 

（
18
頁
） 

二
月
三
十
日 

薬
師
免
田
地
に
つ
い
て
産
土
祭
の
時
に
薬
師
堂
に
村
中
で
集
ま
っ
た
と
き
に
入
札
を
行

っ
た
。 

三
月
一
日 

穀
留
入
用
割
帳
を
役
所
に
届
け
た
。
炭
分
を
除
外
す
る
よ
う
に
林
右
衛
門
か
ら
の
指
図
で

納
め
た
。
房
右
衛
門
が
一
日
朝
に
行
き
、
二
泊
し
、
三
日
夕
方
に
帰
っ
て
き
た
。
節
句
の
礼
ま
で
済

ん
だ
。
役
所
で
三
年
分
の
歩
帳
を
持
参
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
、
こ
れ
は
宮
田
渡
歩
米
増
願
の
改
め
の

た
め
だ
っ
た
。 

 
 

 

 

歩
帳 
歩
割
を
書
き
記
し
た
帳
面
。 

（
19
頁
）  

三
月
三
日 

宮
田
渡
様
へ
節
句
の
祝
儀
を
届
け
る
。
大
祝
と
土
橋
左
膳
、
袋
介
へ
鯣
、
干
物
を
渡
す
。 

 

宮
田
渡
様 

諏
訪
上
社
大
祝 

諏
方
頼
壽
。 

 

袋
介 

矢
島
泰
輔
の
こ
と
か
。 

三
月
三
日 

役
人
三
人
、
島
屋
に
て 
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三
月
四
日 

御
宮
の
基
礎
工
事
の
片
付
の
出
払
い
の
時
に
、
寄
進
を
頼
ま
れ
、
勧
化
の
替
り
に
す
る
は

ず
で
あ
る
。 

 

地
形 
基
礎
工
事 

三
月
五
日 
西
御
役
所
で
三
年
分
の
歩
帳
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
の
で
持
参
し
た
。改
め
ら
れ
た
の
は
、

大
祝
の
役
儀
で
五
合
増
加
し
た
と
こ
ろ
を
去
冬
に
お
願
い
し
て
い
た
。
役
所
側
か
ら
、
諏
訪
地
方
の

石
高
が
高
値
の
時
節
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
言
っ
て
き
た
。
私
（
広
八
？
）
は
こ
れ
ま
で
の
御
扶
持

米
は
六
合
ず
つ
下
さ
れ
て
い
た
が
、
困
窮
に
つ
き
、
五
ヶ
年
休
む
こ
と
を
申
付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
だ

と
村
方
人
足
に
つ
い
て
難
渋
し
て
い
る
と
申
し
上
げ
た
。
調
方
で
歩
帳
を
照
合
し
た
結
果
、
御
宮
人

足
、宮
田
渡
人
足
と
も
二
升
ず
つ
で
す
べ
て
同
じ
た
め
、扶
持
が
な
く
て
も
い
い
だ
ろ
う
と
の
こ
と
。

ま
た
、
宮
田
渡
も
財
政
難
で
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
お
り
、
そ
の
こ
と
も
察
し
て
ほ
し
い
。
陽
気
も
よ

く
な
っ
て
来
た
ら
願
い
出
る
よ
う
に
、
ま
ず
は
村
中
に
申
含
め
て
五
年
が
過
ぎ
た
ら
必
ず
扶
持
米
を

出
す
と
い
う
の
で
、
歩
帳
を
下
さ
れ
て
持
ち
帰
っ
た
。
こ
れ
は
広
八
が
参
っ
た
。 

西
御
役
所 

高
島
城
に
あ
っ
た
歩
割
を
検
査
す
る
役
所
。
村
方
か
ら
歩
割
帳
を
差
し
出
さ
せ
て
検
査

し
、
歩
割
の
取
り
集
め
の
許
可
を
与
え
て
い
た
。 

 

役
儀 

や
く
め
、
つ
と
め
、
課
役
。 

 

扶
持
米 

扶
持
と
し
て
給
与
す
る
米
。 

（
20
頁
）  

三
月
五
日 

西
御
蔵
へ
行
き
、
廻
し
米
を
下
す
よ
う
に
頼
ん
だ
。 

 

西
御
蔵 

西
筋
御
蔵
の
こ
と
か
。
現
諏
訪
市
末
広
町
付
近
に
三
手
（
東
筋
、
西
筋
、
下
筋
）
と
御
貸

方
代
官
所
、
下
桑
原
、
小
和
田
の
御
蔵
が
あ
っ
た
。 

 

廻
し
米 

廻
米
（
か
い
ま
い
）
と
も
い
う
。
高
島
藩
の
場
合
は
、
廻
米
は
江
戸
に
送
ら
れ
る
。 

三
月
五
日 

遠
馬
の
た
め
道
橋
奉
行
が
出
張
し
、
ま
た
、
道
作
り
を
行
う
。 

（
21
頁
） 

三
月
六
日 

穀
留
目
付
様 

三
輪
佐
平
太
、
御
足
軽
様
、
御
常
様
が
見
回
り
に
来
た
。 

 

御
常
様 

不
明 

三
月
七
日 

大
中
屋
市
之
丞
か
ら
の
荷
物
を
穀
留
番
小
屋
に
預
け
て
通
っ
た
た
め
、
奉
行
武
居
利
兵
衛

に
理
由
を
報
告
し
た
。
馬
方
は
矢
ヶ
崎
へ
送
り
、
宿
は
二
日
に
通
っ
た
。
清
水
町
久
右
衛
門
殿
の
名

面
書
留
を
作
成
し
た
。 

 

矢
ヶ
崎 

茅
野
市
本
町
東
西 

 

清
水
町 

髙
島
城
下
の
地
名
。
諏
訪
市
清
水
。 

三
月
八
日 

祭
礼
警
護
に
代
官
が
神
宮
寺
へ
出
張
の
時
、
家
軒
数
、
男
女
人
別
数
を
書
き
上
げ
た
添
書

を
渡
し
た
。
時
節
柄
の
た
め
、
十
八
ヶ
村
寄
り
合
い
、
百
姓
代
栄
吉
、
古
役
義
兵
衛
が
郡
廻
り
を
し
、

神
宮
寺
村
組
頭
も
回
っ
た
。 

 

御
祭
禮 

大
御
立
座
神
事
、
御
頭
祭
、
酉
の
祭
。
天
保
五
年
三
月
八
日
は
癸
酉
で
、
こ
の
日
上
社
最

大
の
祭
り
が
行
わ
れ
た
。 

 

長
之
助
様 

御
常
番 

三
月
八
日 

郡
廻
り
。
常
番
の
長
之
助
、
神
宮
寺
村
四
ヶ
村
で
寄
り
合
う
。
役
人
、
組
頭
も
同
じ
。 

（
22
頁
） 

三
月
八
日 

御
武
器
様
の
夕
飯
を
準
備
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
る
。
暮
れ
方
に
御
神
事
が
終
わ
り
っ
て

立
ち
寄
ら
れ
た
。
足
軽
、
肝
煎
土
橋
善
介
、
常
番
数
右
衛
門
様
は
じ
め
二
十
三
人
、
火
の
番
の
道
具

持
ち
三
人
、
長
柄
方
濱
五
右
衛
門
様
分
の
食
事
を
用
意
し
た
。
留
左
衛
門
下
宿
を
頼
ん
だ
。
役
所
向

き
に
は
飲
ま
な
い
よ
う
に
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
名
主
振
舞
祝
い
と
い
う
こ
と
で
飲
ん
だ
。 

 

御
武
器
様 

 
 

数
右
衛
門
様 

御
常
番 

 

志
か 

鹿
か 

 

氷
豆
腐 

凍
り
豆
腐
、
凍
み
豆
腐 

 
 

（
23
頁
） 

三
月
八
日 

人
夫
四
人
、
道
具
番
二
人
、
膳
給
十
人
、
大
松
明
運
び
六
人
、
合
羽
頭
三
人
、
馬
一
疋
が

通
行
し
た
時
、
坂
口
ま
で
出
迎
え
た
。
高
部
村
内
を
案
内
し
た
。
送
る
と
き
は
同
じ
。 

三
月
九
日 

歩
割
に
つ
い
て
調
役
所
へ
房
右
衛
門
が
正
月
に
願
い
出
て
い
た
願
書
の
催
促
を
申
し
上
げ

た
。
も
っ
と
も
、
朝
、
岡
村
忠
左
衛
門
様
に
少
々
遣
物
を
し
て
取
り
成
し
を
頼
ん
だ
。
そ
の
日
に
願

書
を
差
し
出
す
よ
う
に
命
じ
ら
れ
、
印
形
を
し
て
差
し
出
す
こ
と
を
古
役
等
と
相
談
し
た
。 

 

歩
割 

村
の
負
担
す
る
夫
役
の
日
当
、
村
の
必
要
と
す
る
諸
経
費
な
ど
の
村
入
用
を
村
民
に
割
り
付

け
、
徴
収
す
る
こ
と
。
村
入
用
も
、
割
り
付
け
る
作
業
も
、
個
人
の
負
担
分
も
と
も
に
歩
割
と
呼

ば
れ
る
。
藩
は
「
歩
割
仕
法
」
に
よ
っ
て
規
制
し
て
い
た
。
歩
割
は
二
か
月
ご
と
（
の
ち
に
三
ヶ

月
）
に
締
め
切
っ
て
調
方
役
所
に
提
出
し
、
検
閲
を
受
け
て
い
た
。（『
諏
訪
市
史 

中
巻
』） 

（
24
頁
） 

三
月
十
日 

願
書
を
持
っ
て
役
所
へ
義
兵
衛
、
栄
吉
が
百
姓
代
と
し
て
参
っ
た
。
広
八
も
参
っ
た
。
取

次
は
馬
場
弥
八
郎
様
で
理
解
を
示
し
て
言
う
こ
と
に
は
、
増
加
し
た
歩
米
に
つ
い
て
は
、
何
と
も
な

ら
ず
、
減
少
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
改
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
宮
田
渡
人
足
一
人
に
つ

き
六
合
ず
つ
支
給
さ
れ
て
い
た
が
、
財
政
難
の
た
め
無
給
と
な
っ
た
た
め
、
三
合
増
に
す
る
こ
と
に

し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
五
合
増
を
望
ん
で
い
る
た
め
叶
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
願
書
加
筆
の

所
を
書
き
直
し
て
提
出
し
た
。 

三
月
十
一
日 

願
書
に
つ
い
て
、
古
役
五
、
六
人
で
寄
り
合
い
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
差
米
で
も
い
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
決
定
し
た
。
ま
た
、
馬
場
弥
八
郎
様
へ
内
々
に
頼
み
に
行
く
こ
と

を
相
談
し
た
。 

三
月
十
二
日 
願
書
に
つ
い
て
、
馬
場
弥
八
郎
様
に
内
々
に
広
八
が
頼
み
に
参
っ
た
。
遣
物
に
は
内
津

茶
半
斤
と
干
肴
を
添
え
た
。
馬
場
さ
ま
は
朝
七
時
半
頃
に
富
部
ま
で
出
て
お
り
、
役
所
に
は
出
仕
し

な
い
と
い
う
。
郡
方
様
も
下
筋
へ
川
除
見
分
に
出
、
明
後
十
四
日
に
役
所
へ
出
仕
す
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
武
八
、
栄
吉
、
広
八
は
三
回
呼
出
が
あ
り
伺
う
が
、
面
会
は
で
き
な
か
っ
た
。
十
四
日
か
十

五
日
の
う
ち
に
沙
汰
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

 

内
津
茶 

尾
張
国
内
津
産
の
茶
。
江
戸
末
期
に
発
刊
さ
れ
た
尾
張
名
物
集
番
付
で
は
、
西
の
前
頭
三
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枚
目
に
位
置
付
け
ら
れ
、
御
用
茶
と
し
て
尾
張
藩
へ
納
め
ら
れ
い
た
。『
郷
土
誌
か
す
が
い 

第
55

号
』 

（
平
成
29
年
） 

 

冨
部 
下
諏
訪
町
富
部 

（
25
頁
） 

三
月
十
二
日 

穀
留
番
所
に
高
遠
大
中
屋
市
之
丞
の
酒
送
手
形
が
一
日
か
ら
七
日
迄
四
駄
が
送
ら
れ
て

き
た
。
松
本
、
佐
久
へ
送
る
荷
物
手
形
を
出
し
て
、
付
け
通
し
し
た
い
と
許
可
を
求
め
て
き
た
の
で
、

武
八
が
御
出
役
へ
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
許
可
は
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
そ
の
ま
ま
捨
て
置
い
た
。 

（
26
頁
） 

三
月
十
三
日 

吉
兵
衛
未
進
金
二
口
を
又
左
衛
門
殿
へ
遣
わ
し
た
。 

三
月
十
四
日 

宮
田
渡
人
足
、
歩
米
一
人
に
つ
き
五
合
増
加
に
つ
い
て
、
願
い
の
通
り
と
な
っ
た
。
百

姓
代
栄
吉
、
又
左
衛
門
、
役
人
広
八
が
参
り
、
こ
れ
を
請
け
た
。
も
っ
と
も
、
五
年
間
の
う
ち
は
差

米
で
、
こ
れ
が
過
ぎ
た
ら
願
い
出
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
御
射
山
人
足
を
除
外
し
、
他
の

人
足
は
五
合
増
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
決
着
し
た
。
山
中
三
郎
右
衛
門
と
岡
村
忠
左
衛
門
へ
礼
を
渡

し
た
。 

 

御
射
山 

富
士
見
町
富
士
見
御
射
山
神
戸
。
諏
訪
上
社
の
御
射
山
。
上
社
の
神
域
の
一
つ
。 

 

山
中
三
郎
右
衛
門 

山
中
方
徳
。 

三
月
十
四
日 

紺
屋
運
上
を
勘
定
役
所
へ
上
納
し
た
。 

 

紺
屋
運
上 

運
上
は
定
額
で
貨
幣
で
納
め
る
雑
税
の
一
。
こ
こ
で
は
紺
屋
へ
か
け
た
運
上
金
。 

 

勘
定
役
所 

勘
定
奉
行
が
責
任
者
の
御
勘
定
所
の
こ
と
か
。
俸
禄
の
計
算
、
一
部
の
運
上
の
徴
収
、

会
計
監
査
な
ど
に
当
た
っ
た
。 

（
27
頁
） 

三
月
十
五
日 

三
ヶ
月
調
を
行
う
。
割
惣
代
を
入
札
で
決
め
、
儀
兵
衛
、
太
吉
が
行
っ
た
。
月
歩
割
書

上
帳
を
作
成
す
る
。
弁
当
は
六
人
分
。 

 

儀
兵
衛 

 

義
兵
衛
の
こ
と
か
。 

三
月
十
六
日 

殿
様
か
ら
陽
気
柄
、
諏
訪
上
下
社
へ
五
穀
成
就
の
祈
祷
を
命
じ
ら
れ
、
そ
の
御
守
り
を

頂
戴
す
る
た
め
に
、
猶
吉
、
百
姓
代
一
人
、
栄
吉
が
柳
口
役
所
へ
行
っ
た
。 

 

殿
様 

諏
訪
忠
恕
（
一
八
〇
〇
―
一
八
五
一
）。
第
八
代
諏
訪
高
島
藩
主
（
在
任
期
間
一
八
一
六
―
一

八
四
〇
）。 

三
月
十
七
日 

三
ヶ
月
歩
帳
、
拾
出
帳
を
西
役
所
へ
提
出
す
る
た
め
に
房
右
衛
門
が
参
っ
た
。
調
請
が

済
み
、
そ
れ
か
ら
穀
留
入
用
の
催
促
を
下
筋
役
人
二
人
と
林
右
衛
門
方
へ
願
い
出
て
帰
っ
た
。 

三
月
十
七
日 

穀
留
奉
行 

篠
原
善
左
衛
門
様
、
三
輪
佐
平
太
様
が
出
張
し
て
き
た
。 

三
月
十
八
日 

年
賦
金
割
を
行
い
、
武
八
、
儀
兵
衛
、
惣
代
役
人
で
割
っ
た
。
暮
れ
方
に
峠
追
払
の
金

沢
宿
の
者
二
人
が
い
る
の
で
、
足
軽
四
人
が
宿
泊
し
た
。
他
に
□
□
四
人
を
仲
右
衛
門
方
へ
遣
わ
し

て
泊
ま
っ
た
。 

 

年
賦 

納
付
ま
た
は
返
済
す
べ
き
金
額
を
、
額
い
く
ら
で
割
り
当
て
て
支
払
う
こ
と
。 

 

金
沢
宿 

茅
野
市
金
沢
に
あ
っ
た
宿
場
。
甲
州
街
道
の
四
十
三
番
目
の
宿
塲
。 

（
28
頁
） 

三
月
十
九
日 

足
軽
様
は
朝
出
発
し
た
。
年
賦
割
が
残
っ
て
い
た
た
め
、
十
九
日
の
夕
な
べ
に
武
八
と

儀
兵
衛
が
作
成
し
た
。 

三
月
十
九
日 

癸
巳
（
天
保
四
―
一
八
三
三
））
の
御
蔵
相
場
が
十
二
俵
三
斗
で
あ
る
触
書
が
き
た
。 

三
月
二
十
日 

御
宮
の
基
礎
工
事
の
片
付
け
を
出
払
い
人
足
で
寄
進
で
参
っ
た
。 

三
月
十
九
日 

十
九
日
夜
、
年
賦
均
割
の
残
り
が
出
来
上
が
っ
た
と
き
の
六
人
の
飯
料
の
記
述
。 

三
月
二
十
一
日 

宮
田
渡
へ
作
扶
持
方
を
願
い
上
げ
る
こ
と
を
相
談
し
た
。名
簿
を
出
す
こ
と
に
な
り
、

三
人
ほ
ど
の
名
簿
を
出
す
こ
と
に
し
た
が
、
村
全
体
で
願
出
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
難
渋
し
て

い
る
者
に
つ
い
て
知
ら
な
い
の
で
、
名
簿
を
出
さ
せ
る
と
、
十
八
人
ほ
ど
に
な
っ
た
。 

 

作
扶
持
方 

「
扶
持
」
は
①
扶
持
を
給
付
す
る
事
務
に
関
す
る
い
っ
さ
い
の
事
柄
。
ま
た
、
そ
れ
を

つ
か
さ
ど
る
職
。
② 

扶
持
。
俸
祿
。
転
じ
て
、
食
糧
。
く
い
ぶ
ち
。「
作
扶
持
」
は
領
主
の
農
地

な
ど
を
耕
作
し
た
こ
と
に
た
い
す
る
手
当
の
こ
と
か
。 

（
29
頁
） 

三
月
二
十
二
日 

御
改
役
所
へ
行
き
、
年
賦
金
割
帳
を
調
べ
下
さ
れ
、
ま
た
、
西
御
蔵
へ
行
き
、
助
之

丞
、
銀
弥
が
、
上
金
子
、
新
井
の
廻
し
米
を
回
し
た
。
菊
池
様
へ
手
紙
を
送
ら
れ
、
湯
之
脇
へ
も
行

っ
た
。
そ
れ
か
ら
甲
立
寺
へ
参
り
、
松
本
兎
川
寺
の
隠
居
様
が
甲
立
寺
に
お
入
り
に
な
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。
夜
に
な
り
帰
っ
た
。
猶
吉
が
行
く
と
こ
ろ
が
、
急
用
が
あ
り
、
替
り
に
広
八
が
行
っ
た
。 

 

新
井 

茅
野
市
宮
川
新
井 

湯
之
脇 

諏
訪
市
湯
之
脇 

 

甲
立
寺 

八
剱
山 

真
言
宗 

諏
訪
市
小
和
田
。 

 

兎
川
寺 

恵
日
高
照
山
兎
川
霊
瑞
寺 

真
言
宗 

松
本
市
里
山
辺
。 

 

甲
立
寺
様
江

参
、
松
本
兎
川
寺
隠
居
様
、
御
入
院
被
成
候
、 

甲
立
寺
十
三
世
住
職
に
「
泰
盈
」（
嘉

永
二
（
一
六
四
九
）
年
一
月
十
二
日
寂
）
の
名
が
あ
り
、
兎
川
寺
の
五
十
世
住
職
に
「
泰
盈
」
の

名
が
あ
る
の
で
、
兎
川
寺
を
隠
居
し
た
住
職
が
、
甲
立
寺
へ
入
院
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
甲
立
寺

は
、
文
政
十
二
（
一
八
二
九
）
年
八
月
十
七
日
に
法
爾
が
没
し
た
以
降
。
無
住
に
な
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。（
昭
和
五
十
四
年
『
諏
訪
の
名
刹 

第
一
巻
』
南
信
日
日
新
聞
社
） 

三
月
二
十
三
日 

栄
吉
の
序
五
升
が
間
違
っ
て
い
た
が
、
改
め
る
よ
う
に
言
わ
な
か
っ
た
た
め
、
房
右

衛
門
、
義
兵
衛
、
広
八
の
三
人
で
改
差
出
帳
に
記
し
、
こ
の
分
は
春
中
に
改
め
、
余
米
が
あ
っ
た
た

め
、
差
し
出
し
直
し
、
過
不
足
が
無
い
よ
う
に
、
栄
吉
の
名
寄
を
拵
え
て
遣
わ
せ
た
。 

 

序 
代
官
所
な
ど
の
帳
簿
に
使
わ
れ
た
会
計
用
語
。①
貢
租
の
徴
収
や
債
権
の
取
り
立
て
を
扱
う「
御

成
帳
」
な
ど
の
帳
簿
で
は
、
受
け
取
る
権
利
の
発
生
を
示
す
欄
の
こ
と
を
指
し
、
こ
れ
に
対
応
す

る
欄
を
「
入
箇
」
と
呼
ぶ
。
帳
簿
名
に
も
用
い
る
。
②
知
行
米
、
給
米
、
諸
代
金
な
ど
の
支
払
い

や
債
務
の
返
済
な
ど
を
扱
う
「
知
行
帳
」「
御
黒
印
帳
」
な
ど
の
帳
簿
で
は
、
支
払
う
義
務
の
発
生

を
示
す
欄
の
こ
と
を
指
し
、
こ
れ
に
対
応
す
る
欄
を
「
払
」
と
よ
ぶ
。
帳
簿
名
に
も
用
い
る
。「
入

箇
」
ま
た
は
「
序
」
の
合
計
が
、
序
の
合
計
額
と
一
致
す
る
と
、「
序
払
済
」
と
い
っ
て
、
勘
定
が

済
む
事
に
な
る
。（『
諏
訪
市
史 

中
巻
』） 
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三
月
二
十
四
日 

頼
岳
寺
の
和
尚
が
出
羽
か
ら
入
院
し
、
役
所
へ
風
呂
敷
、
年
寄
両
人
へ
扇
子
一
対
ず

つ
送
ら
れ
、
檀
家
中
に
は
茶
一
袋
ず
つ
配
ら
れ
た
。 

 

頼
岳
寺 
少
林
山 

曹
洞
宗 

茅
野
市
ち
の
上
原
。 

 

頼
岳
寺
和
尚
様
、
出
羽
ゟ
御
入
院 

頼
岳
寺
の
二
十
二
世
住
職
に
山
形
寿
仙
寺
か
ら
入
院
し
た
大
方

祖
海
が
い
る
の
で
、
こ
の
人
物
の
入
院
を
さ
し
て
い
る
の
か
。 

 

（
30
頁
） 

三
月
二
十
四
日 

作
扶
持
方
願
人
の
人
数
を
十
八
人
記
し
た
。
三
十
三
俵
願
い
を
、
宮
田
渡
へ
差
し
上

げ
た
。
清
水
の
三
枚
目
、
水
戸
を
掘
り
始
め
る
。
下
筋
の
有
賀
か
ら
穀
留
入
用
割
の
願
い
が
あ
っ
た
。

催
促
に
つ
い
て
大
池
村
と
相
談
し
た
。 

三
月
二
十
五
日 

穀
留
入
用
催
促
を
六
ヶ
村
一
同
で
役
所
へ
申
し
出
た
。
し
か
し
、「
御
下
り
」
だ
っ
た

た
め
、
何
も
申
し
出
な
か
っ
た
。
上
様
か
ら
祈
祷
札
を
頂
戴
し
、
二
十
八
日
に
村
中
で
参
詣
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
二
十
七
日
に
日
待
を
し
た
。
夕
飯
を
振
舞
い
。
村
中
で
寄
り
合
い
、
食
事
や
相
談
を

し
た
。 

 

御
上
様 

藩
主 

諏
訪
忠
恕
の
こ
と
か
。 

三
月
二
十
六
日 

田
沢
目
付
代
蔵
の
見
回
り
が
あ
っ
た
。 

 

田
沢 

茅
野
市
宮
川
田
沢 

（
31
頁
） 

三
月
二
十
七
日 

村
で
日
待
と
陽
気
祭
を
行
っ
た
。
夕
飯
は
村
中
で
と
っ
た
。
二
十
八
日
祭
り
は
、
両

社
へ
村
中
で
参
詣
す
る
。 

 

両
社 

諏
訪
上
社
本
宮
と
前
宮
の
こ
と
か
。 

日
待 

田
植
え
や
取
り
入
れ
の
終
わ
っ
た
頃
、村
の
者
が
集
ま
っ
て
会
食
や
余
興
な
ど
を
す
る
こ
と
。

お
ひ
ま
ち
。 

三
月
二
十
八
日 

村
中
で
両
社
を
参
詣
し
た
。
穀
留
奉
行
矢
崎
弥
五
左
衛
門
様
と
武
居
利
兵
衛
様
が
お

帰
り
に
な
り
、
総
替
わ
り
と
な
っ
た
。
雨
天
に
な
っ
た
。
東
山
田
の
芦
澤
角
次
様
が
詰
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。 

 

東
山
田 

芦
澤
角
次
様 

三
月
二
十
九
日 

年
賦
金
を
集
金
で
き
ず
、
栄
次
郎
、
仲
右
衛
門
の
売
地
年
季
を
書
き
入
れ
た
。 

（
32
頁
） 

三
月
三
十
日 

穀
留
の
毎
年
の
扶
持
米
証
文
願
を
御
蔵
へ
持
参
し
た
。
九
月
一
日
か
ら
三
月
晦
日
ま
で

二
百
八
日
分
、
四
月
一
日
か
ら
八
月
晦
日
ま
で
証
文
米
で
御
蔵
へ
差
し
出
し
た
。
御
出
役
扶
持
米
小

手
形
を
も
ら
う
。 

 

扶
持
米 

扶
持
と
し
て
給
与
す
る
米
。 

三
月
三
十
日 

山
論
御
年
賦
金
内
入
金
を
晦
日
に
差
し
上
げ
た
。
役
儀
の
日
延
願
に
広
八
が
行
き
、
夕

方
に
帰
っ
た
。 

三
月
三
十
日 

藤
五
郎
、乙
吉
が
御
宮
の
廻
廊
小
口
の
破
損
、懸
魚
取
り
付
け
な
ど
の
修
理
を
行
っ
た
。

二
分
ほ
ど
ま
で
直
す
よ
う
に
言
っ
た
。
こ
れ
は
手
間
扶
持
で
行
っ
た
。 

 

御
宮
御
廻
廊 

上
社
本
宮
の
布
橋
か
。 

 

手
間
扶
持 

手
間
賃
の
こ
と
か
。 

（
33
頁
） 

四
月
一
日 

清
水
三
枚
目
田
の
水
を
抜
き
、
段
々
掘
り
進
め
、
紋
弥
殿
を
頼
ん
で
埋
め
た
。「
真
志
ゆ
み

い
し
や
」
が
来
て
く
れ
た
。 

四
月
二
日 

上
原
村
音
左
衛
門
が
昨
年
暮
に
義
兵
衛
へ
売
っ
た
米
に
つ
い
て
、
西
御
蔵
で
「
植
原
村
」

と
記
し
て
東
御
蔵
へ
移
す
べ
き
と
こ
ろ
、
間
違
っ
て
「
埴
原
田
」
へ
移
し
て
し
ま
っ
た
。
よ
う
や
く

こ
れ
を
見
つ
け
出
し
た
。
広
八
、
房
右
衛
門
が
御
蔵
へ
参
り
、
上
原
村
へ
も
手
形
を
送
っ
た
。
ま
た
、

西
御
蔵
廻
し
米
も
残
ら
ず
穀
留
証
文
米
の
た
め
、
小
手
形
の
分
は
残
ら
ず
勘
定
を
済
ま
せ
た
。 

 

上
原
村 

茅
野
市
ち
の
上
原 

東
御
蔵 

東
筋
の
御
蔵 

埴
原
田 

茅
野
市
米
沢
埴
原
田 

四
月
二
日 

三
俵
五
升
四
夕
七
才
の
米
を
新
井
村
へ
売
り
、
二
斗
三
升
九
合
を
米
見
徳
蔵
へ
回
す
よ
う

に
約
束
を
し
た
。 

 

米
見 

代
官
や
御
貸
方
代
官
の
手
代
の
更
に
下
に
置
か
れ
た
役
。
代
官
の
下
に
は
米
見
、
内
米
見
、

催
促
足
軽
が
置
か
れ
た
。 

（
34
頁
） 

四
月
二
日 

御
宮
か
ら
廻
状
が
あ
り
、
作
扶
持
方
願
書
の
内
、
二
人
は
願
書
に
し
て
差
し
出
す
よ
う
に

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
宮
田
渡
様
へ
願
い
上
げ
た
と
お
り
、
三
十
三
俵
を
下
さ
れ
、
願
書
に
し
て

差
し
出
し
た
。 

四
月
三
日 

作
扶
持
方
御
宮
へ
願
い
に
つ
い
て
、
古
役
が
相
談
の
上
、
願
書
を
差
し
出
し
た
。
広
八
と

房
右
衛
門
が
差
し
出
し
た
。 

四
月
四
日 

御
宮
か
ら
願
書
横
帳
下
書
下
さ
れ
、
農
民
一
人
に
つ
き
五
合
ず
つ
願
い
出
る
よ
う
に
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。
亀
松
殿
の
祝
儀
で
酒
五
盃
掛
け
と
肴
を
役
人
三
人
へ
も
ら
い
、
開
い
た
。 

 

懸
肴 

神
前
に
供
え
る
魚
類
。
古
代
に
は
枝
等
に
供
え
た
か
ら
と
い
う
。 

四
月
五
日 

田
沢
村
籾
十
二
俵
を
御
屋
敷
へ
願
い
出
た
こ
と
に
つ
い
て
、
高
部
村
が
参
っ
た
と
こ
ろ
、

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
山
浦
辺
り
一
統
苗
間
違
い
を
し
た
た
め
、
六
合
扶
持
を
停
止
し
た
。 

 
山
浦
邊 

茅
野
市
と
原
村
の
八
ヶ
岳
山
麓
部
の
地
域
を
さ
す
。 

（
35
頁
） 

四
月
五
日 

心
観
浄
光
信
士
の
三
十
三
回
忌
の
供
養
を
行
っ
た
。 

 

心
観
浄
光
信
士 

不
明 

四
月
六
日 

墓
参
り
を
し
た
。
千
体
和
尚
を
呼
ん
だ
。 

 

千
躰
和
尚 

千
躰
は
千
躰
仏
地
蔵
堂
の
こ
と
。
諏
訪
市
中
洲
神
宮
寺
。 

四
月
九
日 

宮
田
渡
人
足
扶
持
米
六
合
の
と
こ
ろ
、
半
分
に
願
い
出
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。
田
沢
、

丸
山
、
神
之
原
、
北
久
保
、
宮
田
渡
村
々
は
、
高
部
で
寄
り
合
い
を
行
い
、
村
々
百
姓
代
の
添
え
書

き
と
と
も
に
願
い
出
た
。
房
右
衛
門
、
猶
吉
が
対
応
し
た
。 
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丸
山 

茅
野
市
宮
川
丸
山 

 

神
之
原 

茅
野
市
玉
川
神
之
原 

 

北
久
保 
茅
野
市
玉
川
北
久
保 

四
月
九
日 
年
賦
金
割
違
改
三
人
と
儀
兵
衛
が
立
ち
寄
っ
た
。
家
軒
割
で
目
が
出
ず
、
三
百
四
十
八
文

の
間
違
い
が
あ
っ
た
。 

（
36
頁
） 

四
月
十
日 

年
賦
金
上
納
に
猶
吉
が
参
る
。
町
宿
㐂
七
殿
方
へ
借
用
分
を
返
し
た
。
唐
沢
に
仏
餉
八
袋

を
上
げ
る
。
田
辺
で
火
事
あ
り
。 

 

唐
沢 

唐
沢
山
阿
弥
陀
寺 

浄
土
宗 

諏
訪
市
上
諏
訪
双
葉
ケ
丘
。 

佛
餉 

仏
に
供
え
る
米
飯
、
仏
供
、
仏
飯
。 

四
月
十
一
日 

川
除
け
の
大
廻
が
あ
っ
た
。
郡
方
様
と
目
付
様
、
上
五
人
、
下
八
人
が
出
張
し
て
き
た
。

福
島
か
ら
下
蔦
木
ま
で
片
枠
を
宮
川
に
四
十
七
間
上
げ
置
い
た
。
石
は
ね
十
三
膳
は
、
下
金
子
、
朝

飯
、
弁
当
は
中
河
原
村
役
人
が
出
し
た
。
百
姓
代
儀
兵
衛
と
栄
吉
が
参
っ
た
。 

 

福
島 

諏
訪
市
中
洲
福
島 

下
蔦
木 

富
士
見
町
落
合
下
蔦
木 

宮
川 

富
士
見
町
の
入
笠
山
近
辺
を
水
源
と
し
、
諏
訪
湖
へ
流
れ
る
河
川
。 

石
は
ね 

石
を
取
り
除
く
、
除
外
す
る
。 

中
河
原 

茅
野
市
宮
川
中
河
原 

四
月
十
二
日 

天
竜
川
の
中
島
の
切
広
め
の
歩
米
を
広
八
が
上
納
し
た
。
西
御
蔵
へ
大
池
役
人
が
穀
留

入
用
割
の
催
促
を
し
た
と
こ
ろ
、
二
ヶ
村
だ
け
で
は
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
、
帰
っ
て
き
た
。
町
で

い
ろ
い
ろ
買
物
を
し
た
。 

 

天
龍
中
嶋
切
廣
メ 

天
保
元
（
一
八
三
〇
）
年
十
二
月
に
有
賀
村
の
伊
藤
五
六
郎
が
浜
中
島
を
撤
去

す
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
い
る
か
。 

（
37
頁
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四
月
十
四
日 

御
宮
廻
状
が
あ
り
、
広
八
が
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
作
扶
持
願
に
つ
い
て
宮
奉
行
が
高
島
へ

願
書
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
例
が
な
い
と
の
こ
と
で
で
き
な
い
と
の
返
事
が
あ
り
、
再
び
願
い
出
る
よ

う
に
仰
せ
ら
れ
た
。 

四
月
十
五
日 

作
五
郎
未
進
の
う
ち
一
分
を
御
家
老
様
へ
差
上
げ
た
。 

四
月
十
六
日 

下
筋
奉
行
が
、
杦
村
源
蔵
様
、
御
内
様
同
道
で
お
帰
り
に
な
っ
た
。 

四
月
十
七
日 

房
右
衛
門
、
猶
吉
が
川
除
見
分
の
礼
に
、
郡
方
様
な
ど
へ
鯣
を
差
し
上
げ
た
。
御
蔵
へ

行
き
、
穀
留
入
用
割
の
催
促
を
し
、
菓
子
二
百
文
を
渡
す
。
す
る
べ
き
割
り
を
承
っ
た
。 

 

下
筋
御
奉
行
様 

下
筋
代
官
か
。
松
田
正
左
衛
門
呂
靖
（
天
保
五
年
五
月
ま
で
） 

横
川
弥
七
郎
様 

郡
方
様
御
下
役 

『
天
保
七
丙
申
年 

高
部
村 

諸
日
記
帳
』 

土
橋
甫
右
衛
門
様 

郡
方
様
御
下
役 

『
天
保
七
丙
申
年 

高
部
村 

諸
日
記
帳
』 

西
山
田 

岡
谷
市
長
地 

（
38
頁
） 

四
月
十
七
日 

醤
油
百
駄
を
亀
屋
善
左
衛
門
所
か
ら
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。 

四
月
十
八
日 

義
兵
衛
が
歩
割
諸
勘
定
の
残
り
を
し
、
武
八
、
義
兵
衛
と
当
役
で
寄
り
合
い
を
し
た
。

昼
一
飯
を
と
っ
た
。 

四
月
十
九
日 

作
五
郎
未
進
の
内
三
朱
を
御
家
老
様
へ
差
上
げ
た
。 

四
月
十
九
日 

穀
留
入
用
割
の
廻
状
が
来
た
。 

四
月
二
十
日 

穀
留
入
用
割
の
郡
中
割
が
来
た
。
房
右
衛
門
が
高
部
村
分
を
上
納
す
る
た
め
に
御
蔵
へ

行
っ
た
。 

四
月
二
十
一
日 

役
所
か
ら
廻
状
が
来
て
、
小
平
源
三
郎
へ
酒
十
五
駄
を
高
遠
殿
垣
外
久
仁
太
郎
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
の
で
、
用
意
し
た
印
鑑
で
改
め
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
、
広
八
が
受
け
た
。 

（
39
頁
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四
月
二
十
一
日 

宮
田
渡
様
か
ら
高
帳
改
を
差
し
出
す
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
、
房
右
衛
門
が
書
出
し
て
差

上
げ
た
。
人
足
平
均
割
の
こ
と
が
あ
っ
た
。 

四
月
二
十
二
日 

穀
留
草
高
割
、
天
竜
切
広
、
京
都
御
免
勧
化
、
本
丸
庭
御
用
、
三
之
丸
橋
架
け
替
え
、

入
用
草
高
割
を
行
っ
た
。
役
人
三
人
と
古
役
、
義
兵
衛
、
栄
吉
で
寄
り
合
い
、
調
帳
を
作
成
し
た
。

雨
天
だ
っ
た
。 

四
月
二
十
三
日 

松
本
青
柳
の
碩
水
寺
和
尚
様
が
、
昼
頃
御
出
に
な
ら
れ
た
。
目
医
者
の
竹
内
新
八
様

へ
治
療
に
参
ら
れ
た
。
御
宮
参
詣
が
て
ら
初
め
て
来
ら
れ
た
。
二
十
三
日
の
晩
泊
ら
れ
た
。
御
連
れ

は
一
人
。
二
十
四
日
朝
出
発
し
、
伊
那
松
島
、
赤
羽
、
小
野
、
寺
（
手
良
）
へ
行
く
と
の
こ
と
。
も

っ
と
も
、
額
欄
間
、
蟇
股
下
拵
え
を
御
覧
に
入
れ
、
早
々
に
拵
え
る
こ
と
を
約
束
し
た
。 

碩
水
寺 

龍
澤
山 

曹
洞
宗 

東
筑
摩
郡
筑
北
村
坂
北
矢
花
山
寺
。
藤
森
広
八
が
文
政
三
（
一
八
二

〇
）
年
に
本
堂
を
造
営
し
た
。
本
堂
の
落
成
か
ら
五
年
後
だ
が
、
そ
の
後
も
碩
水
寺
の
建
物
や
装

飾
を
手
掛
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

目
い
し
や
竹
内
新
八
様 

高
島
藩
御
典
医
。
当
時
眼
科
の
四
大
家
と
呼
ば
れ
た
。（『
古
文
書
の
世
界
』 

岩
波
泰
明
、
あ
ー
る
企
画
（
昭
和
六
十
三
年
）） 

伊
奈
松
嶋 

上
伊
那
郡
箕
輪
町
中
箕
輪
松
島 

赤
羽
根 

上
伊
那
郡
辰
野
町
赤
羽 

小
野 

上
伊
那
郡
辰
野
町
小
野
、
塩
尻
市
北
小
野 

 
寺 

伊
那
市
手
良 

（
40
頁
） 

四
月
二
十
四
日 

川
除
御
奉
行
様
が
大
熊
村
か
ら
高
部
村
ま
で
、
先
達
て
願
之
通
り
、
普
請
を
行
う
た

め
に
来
村
し
た
。
高
部
村
は
村
人
足
二
十
四
人
が
当
た
っ
た
。
御
茶
菓
子
や
「
と
ぎ
ぬ
き
団
子
」
を

用
意
し
、
川
尻
で
茶
を
進
上
し
よ
う
と
し
た
が
、
茶
ば
か
り
で
進
上
し
な
か
っ
た
の
で
、
上
金
子
村

の
弁
当
、
大
熊
の
朝
飯
、
神
宮
寺
の
小
弁
当
を
役
人
で
食
べ
た
。
千
躰
仏
か
ら
二
十
四
日
の
晩
、
安

国
寺
へ
お
泊
り
に
な
っ
た
。
二
十
五
日
、
宮
川
除
に
茅
野
村
へ
詰
め
る
よ
う
に
廻
状
が
あ
っ
た
。
高

部
か
ら
は
二
十
四
人
が
行
っ
た
。
役
人
三
人
と
歩
キ
は
弁
当
を
と
っ
た
。
宮
田
渡
御
屋
敷
の
石
担
ぎ

人
足
四
人
、
他
に
一
人
は
町
へ
行
く
役
が
他
に
い
る
。
石
担
ぎ
人
足
は
不
足
の
た
め
、
昼
か
ら
三
人
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に
急
に
当
て
た
。 

 

徒
義
ぬ
き
団
子 

念
入
り
に
よ
く
搗
い
て
拵
え
た
団
子 

 

茅
野
村 
茅
野
市
宮
川
茅
野 

 

歩
キ 

役
所
に
い
て
村
役
人
の
指
示
を
受
け
て
村
内
の
伝
達
や
、
次
の
村
へ
の
廻
状
の
継
ぎ
送
り
な

ど
の
走
り
使
い
に
当
た
っ
た
。 

（
41
頁
） 

四
月
二
十
五
日 

宮
田
渡
石
担
ぎ
、
前
冬
の
通
り
で
あ
る
。
川
除
十
二
人
は
茅
野
へ
宮
川
除
け
に
行
っ

た
。 

四
月
二
十
六
日 

今
年
は
苗
違
い
の
た
め
、
検
分
と
し
て
五
味
藤
左
衛
門
様
が
来
た
。
な
る
べ
く
小
苗

を
植
え
れ
ば
村
中
で
融
通
が
利
く
と
申
し
上
げ
る
と
検
分
も
し
な
か
っ
た
。
安
国
寺
へ
泊
ま
っ
た
。

四
、
五
日
前
、
御
役
所
様
へ
植
日
を
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
余
っ
た
ら
他
の
村
へ
融
通
す
る
よ
う
に
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。 

 

五
味
藤
左
衛
門
様 

郡
方
様
御
下
役 

『
天
保
七
丙
申
年 

高
部
村 

諸
日
記
帳
』 

四
月
二
十
六
日 

入
会
山
の
開
日
の
順
達
が
来
た
。
五
月
節
よ
り
の
定
日
で
あ
る
。 

五
月
節 

二
十
四
節
気
の
一
つ
芒
種
。
天
保
五
年
の
芒
種
は
四
月
二
十
九
日
、
そ
の
八
日
前
は
四
月

二
十
一
日
。 

（
42
頁
） 

四
月
二
十
七
日 

穀
留
入
用
割
金
を
下
げ
渡
す
と
い
う
廻
状
が
御
蔵
か
ら
来
て
、
房
右
衛
門
と
猶
吉
が

行
っ
た
。 

四
月
二
十
七
日 

時
割
物
、
郡
中
割
、
穀
留
入
用
、
御
庭
三
之
丸
橋
懸
、
天
竜
切
広
め
、
草
高
割
を
役

所
で
調
べ
請
し
た
と
申
し
た
。 

四
月
二
十
七
日 

苗
違
い
の
た
め
、
田
植
え
を
五
日
、
六
日
か
ら
始
め
る
こ
と
を
要
望
し
、
御
廻
り
（
五

味
）
藤
左
衛
門
方
が
郡
方
様
へ
書
状
を
回
し
て
聞
い
て
く
れ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。 

 

四
月
二
十
八
日 

穀
留
入
用
割
で
、
午
（
天
保
四
年
）
二
月
晦
日
ま
で
の
分
が
不
足
の
た
め
、
古
役
義

兵
衛
、
房
右
衛
門
が
参
り
、
岡
村
忠
左
衛
門
様
、
横
川
弥
七
様
へ
内
々
に
御
改
し
て
く
れ
る
よ
う
に

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
書
上
帳
に
は
間
違
い
が
な
か
っ
た
の
で
、
役
所
へ
二
十
九
日
に
願
い
出
る
よ

う
に
仰
ら
れ
、
ま
ず
は
安
堵
し
た
。
房
右
衛
門
は
所
々
へ
お
礼
を
し
た
。
猶
吉
は
郡
方
様
へ
の
書
状

を
、
藤
左
衛
門
様
方
へ
持
参
し
た
。 

 

横
川
弥
七
様 

横
川
弥
七
郎
の
こ
と
か
。 

（
43
頁
）  

四
月
二
十
九
日 

役
所
へ
穀
留
入
用
割
違
の
と
こ
ろ
を
改
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
願
い
出
た
。
調
べ
書

き
付
け
を
下
さ
れ
、
御
蔵
で
引
き
合
わ
せ
る
よ
う
に
と
命
じ
ら
れ
た
。
早
速
御
蔵
へ
行
っ
た
が
、
そ

の
日
は
開
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
広
八
は
帰
っ
て
き
た
。 

四
月
二
十
九
日 

廻
状
を
下
さ
れ
、
苗
間
に
つ
い
て
は
四
日
か
ら
植
え
る
よ
う
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。 

四
月
二
十
九
日 

夕
方
村
中
で
寄
り
合
い
、
川
尻
汐
を
掘
る
こ
と
に
つ
い
て
相
談
し
、
人
足
五
人
を
出

す
こ
と
に
な
っ
た
。 

（
44
頁
） 

五
月
一
日 

作
五
郎
未
進
金
を
土
橋
左
膳
様
へ
上
納
し
、す
ぐ
に
請
取
書
付
を
下
さ
れ
皆
済
と
な
っ
た
。 

五
月
一
日 

穀
留
入
用
割
違
い
に
つ
い
て
、
御
蔵
へ
米
見
嶋
蔵
殿
を
頼
み
、
内
々
宿
で
作
成
し
た
。 

五
月
二
日 

川
除
奉
行
下
役
様
へ
お
礼
を
差
し
上
げ
、
御
節
句
礼
も
済
ま
す
。
猶
吉
、
広
八
は
、
西
山
、

友
之
町
へ
行
っ
た
。
御
蔵
へ
行
き
、
穀
留
入
用
割
違
い
の
引
き
合
わ
せ
を
し
、
書
付
を
下
さ
れ
て
御

役
所
へ
参
っ
た
と
こ
ろ
、
退
出
し
た
後
だ
っ
た
の
で
、
帰
っ
て
き
た
。 

 

西
山 

不
明 

 

友
之
町 

下
諏
訪
町
友
之
町 

五
月
二
日 

作
五
郎
の
子
安
田
地
に
つ
い
て
は
、
房
右
衛
門
、
飯
嶋
五
右
衛
門
の
扱
い
で
、「
こ
ふ
や
」

へ
金
銭
を
渡
し
、
源
左
衛
門
が
田
地
を
購
入
し
て
片
付
い
た
。 

 

子
安
田
地 

諏
訪
上
社
前
宮
の
子
安
社
関
連
の
田
地
か
。 

 

飯
嶋 

諏
訪
市
四
賀
飯
島 

（
45
頁
）  

五
月
四
日 

御
宮
か
ら
作
扶
持
方
で
二
両
を
十
日
ま
で
無
利
息
で
貸
し
出
す
。 

五
月
四
日 

穀
留
入
用
割
違
で
不
足
の
と
こ
ろ
、
西
御
役
所
へ
催
促
に
広
八
が
行
っ
た
と
こ
ろ
、
調
落

と
し
と
い
う
回
答
だ
っ
た
。
追
っ
て
割
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
た
め
、
こ
の
次
に

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
田
植
え
を
行
っ
た
。 

五
月
五
日 

宮
田
渡
様
、
御
家
老
様
、
袋
介
（
泰
介
）
様
に
礼
物
を
渡
す
。 

五
月
五
日 

苗
の
検
分
に
五
味
藤
左
衛
門
様
が
見
回
り
、
立
ち
寄
っ
た
。
御
酒
を
差
し
上
げ
、
下
役
林

右
衛
門
様
と
御
仲
間
上
下
三
人
に
御
茶
菓
子
を
出
し
た
。
村
融
通
だ
と
申
し
上
げ
、
入
用
割
違
い
の

こ
と
も
御
話
し
た
。 

五
月
六
日 

田
植
え
を
行
っ
た
。 

（
46
頁
） 

五
月
七
日 

未
進
立
返
し
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
武
八
、
専
松
、
作
五
郎
の
割
合
を
行
っ
た
。
今
年
七
月

ま
で
の
日
延
べ
を
願
い
出
た
。 

五
月
八
日 

穀
留
入
用
金
割
を
し
た
。
当
役
、
古
役
、
義
兵
衛
殿
、
栄
吉
殿
が
寄
り
合
い
、
支
払
い
を

行
っ
た
。
残
金
を
村
方
四
十
一
軒
割
と
し
た
。 

 
穀
留
入
用
金
割 

こ
の
時
の
高
部
村
の
穀
留
入
用
金
の
惣
〆
は
十
四
両
三
分
一
朱
と
八
十
四
文
で
、

残
り
八
両
二
分
一
朱
と
百
十
五
文
。
こ
れ
を
四
十
一
軒
で
軒
割
す
る
と
、
一
軒
当
た
り
三
朱
と
百

三
十
四
文
と
な
る
。 

五
月
九
日 
穀
留
入
用
割
金
で
寄
り
合
い
、
村
割
付
調
、
貸
金
諸
勘
定
を
行
っ
た
。
当
約
三
人
、
義
兵

衛
、
栄
吉
が
出
た
。 

（
47
頁
） 

五
月
十
日 

穀
留
入
用
割
金
の
請
け
払
い
を
行
う
。
よ
う
や
く
天
気
が
良
く
な
っ
た
。 

五
月
十
一
日 

穀
留
入
用
割
に
不
足
分
が
あ
っ
た
た
め
、
横
川
弥
七
様
へ
内
々
に
願
い
に
行
っ
た
。
手

土
産
に
赤
魚
を
差
し
上
げ
た
。
横
川
様
か
ら
西
御
役
所
へ
願
い
出
て
、
郡
方
様
へ
は
見
合
わ
せ
る
よ
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う
に
と
仰
せ
ら
れ
た
の
で
、
岡
村
忠
右
衛
門
様
へ
内
々
に
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
調
べ
落
と
し
に
つ
い

て
は
た
だ
ち
に
調
査
し
、ま
ず
は
延
期
し
、こ
の
次
の
勘
定
の
時
に
申
し
出
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
、

そ
の
時
に
心
付
け
を
遣
わ
す
様
に
と
仰
ら
れ
た
の
で
、
入
用
割
を
延
期
し
た
。
広
八
、
猶
吉
両
人
が

行
っ
た
。 

五
月
十
一
日 

松
本
領
三
千
石
内
田
村
七
左
衛
門
倅
の
太
門
次
夫
婦
が
、
上
社
へ
詣
で
、
そ
れ
か
ら
甲

州
御
嶽
山
へ
行
く
と
い
っ
て
、
高
部
村
を
通
り
か
か
っ
た
。
そ
の
時
、
真
志
野
村
㐂
三
次
だ
と
思
っ

た
が
、
諏
訪
神
田
村
豊
吉
の
子
分 

三
保
吉
と
い
う
者
が
塩
尻
宿
山
本
屋
鉄
蔵
に
頼
ま
れ
て
追
手
に

来
た
と
い
う
。
夫
婦
を
紺
屋
与
右
衛
門
方
へ
匿
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
三
保
吉
が
踏
み
込
ん
で
き
て
出

す
よ
う
に
と
色
々
言
っ
て
き
た
。穀
留
奉
行
様
や
有
賀
村
笠
原
羽
右
衛
門
様
が
出
張
し
て
き
た
の
で
、

訳
を
話
し
て
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
理
解
を
示
し
て
く
だ
さ
り
、
三
保
吉
を
返
し
た
。
太
門
次
夫
婦
は

一
夜
人
一
人
を
付
け
て
留
め
置
き
、
中
町
の
萬
屋
甚
右
衛
門
殿
方
へ
送
り
、
後
を
頼
ん
だ
。
乙
松
が

町
ま
で
行
き
、
酒
代
を
預
け
て
お
い
た
。 

 

内
田
村 

松
本
市
内
田 

 

諏
方
神
田
村 

松
本
市
神
田 

塩
尻
宿 

塩
尻
市
塩
尻
町 

中
町 

上
諏
訪
宿
（
下
桑
原
村
）
の
中
町
。 

（
48
頁
） 

五
月
十
二
日 

田
植
え
が
終
わ
っ
た
の
で
御
役
所
へ
届
け
出
た
。
五
味
藤
左
衛
門
様
へ
お
礼
を
差
し
上

げ
た
。
こ
れ
は
猶
吉
が
行
っ
た
。 

五
月
十
二
日 

儀
兵
衛
殿
が
江
戸
へ
参
る
に
つ
き
、
諸
勘
定
帳
を
預
け
置
い
た
。 

（
49
頁
）  

五
月
十
三
日 

百
瀬
庄
兵
衛
様
が
死
去
し
た
た
め
、
お
悔
や
み
に
行
く
。
清
明
香
一
把
を
差
し
上
げ
、

高
国
寺
ま
で
人
足
一
人
連
れ
、
菰
を
持
参
し
て
広
八
が
参
る
。 

 

百
瀬
庄
兵
衛
様 

政
時 

郡
奉
行
御
林
方
。 

清
明
香 

線
香
か 

高
国
寺 

宣
妙
山 

日
蓮
宗 

諏
訪
市
諏
訪
二
町
目
。 

五
月
十
四
日 

村
日
待
を
晩
に
行
っ
た
。
十
五
日
か
ら
両
社
（
上
社
本
宮
と
前
宮
か
）
へ
日
参
す
る
相

談
を
し
た
。
二
人
ず
つ
参
る
。 

五
月
十
五
日 

両
社
へ
参
詣
し
、
初
め
て
松
次
郎
と
藤
五
郎
が
参
詣
す
る
。
穀
留
酒
荷
送
を
返
し
た
。 

五
月
十
六
日 

法
華
寺
の
尼
僧
が
阿
弥
陀
堂
の
住
持
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
頼
み
が
あ
っ
た
の
で
、
村

中
で
寄
り
合
い
、
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
住
居
に
す
る
と
決
定
し
、
十
七
日
に
法
華
寺
へ
話
し
に
行
っ

た
。 

 

法
華
寺 

鷲
峰
山 

臨
済
宗 

諏
訪
市
中
洲
神
宮
寺
。 

（
50
頁
）  

五
月
十
八
日 

殿
様
が
発
駕
さ
れ
る
た
め
、
武
津
（
諏
訪
市
四
賀
武
津
）
で
高
部
村
の
当
役
三
人
が
見

送
り
に
行
く
。
当
役
三
人
が
赤
羽
新
兵
衛
の
茶
屋
で
寄
り
合
い
、
宮
田
渡
村
役
人
衆
と
酒
を
飲
み
、

代
金
は
広
八
が
出
し
た
。
そ
れ
か
ら
町
宿
へ
行
き
、
弁
当
を
食
べ
、
郡
方
様
と
御
代
官
様
へ
鯣
を
、

御
調
方
御
役
所
の
役
人
が
替
わ
っ
た
の
で
市
原
佐
右
衛
門
様
、諏
訪
民
右
衛
門
様
か
ら
廻
状
を
請
け
、

鯣
を
差
し
上
げ
る
。 

 

殿
様
御
發
駕 

参
勤
交
代
に
よ
る
出
府 

 

武
津 

諏
訪
市
四
賀
武
津 

 

赤
羽
根 

諏
訪
市
赤
羽
根 

市
原
佐
右
衛
門
様 

歩
割
御
調
御
上
役 

 

諏
訪
民
右
衛
門
様 

頼
景 

歩
割
御
調
御
上
役 

天
保
二
年
八
月
か
ら
御
勝
手
方
添
役
。 

五
月
十
八
日 

法
華
寺
か
ら
村
へ
酒
の
振
る
舞
い
が
下
さ
れ
た
。
こ
の
日
、
法
華
寺
尼
僧
が
阿
弥
陀
堂

へ
入
院
し
た
。 

（
51
頁
）  

五
月
十
八
日 

御
蔵
御
米
見
は
東
堀
の
元
右
衛
門
。 

 

東
堀 

岡
谷
市
長
地
柴
宮 

五
月
十
九
日 

酒
を
送
っ
た
と
こ
ろ
清
水
町
茶
屋
久
左
衛
門
と
岡
村
善
兵
衛
が
役
所
へ
行
き
改
め
た
。

申
し
訳
な
か
っ
た
と
言
っ
て
き
た
。 

五
月
二
十
日 

房
右
衛
門
が
御
役
所
へ
行
き
、
御
調
を
受
け
、
人
別
一
札
を
差
し
上
げ
た
。「
御
払
馬
」

は
断
っ
た
。 

 

御
払
馬 

藩
が
賃
銭
を
払
っ
て
使
役
す
る
馬
の
こ
と
か
。 

五
月
二
十
日 

農
休
め
を
し
、
法
華
寺
か
ら
酒
を
下
さ
れ
、
村
中
で
寄
り
合
い
、
薬
師
堂
で
酒
を
開
い

た
。 

 

農
休 

「
農
休
め
」
は
自
分
た
ち
が
休
み
、「
農
休
み
」
は
農
具
を
休
め
る
。
田
植
え
が
終
わ
っ
た
と

き
に
、
集
ま
っ
て
酒
を
飲
む
。 

（
52
頁
） 

五
月
晦
日 

御
蔵
米
見
、
東
堀
元
右
衛
門
様
の
役
請
祝
儀
に
房
右
衛
門
が
参
る
。 

六
月
一
日 

陽
気
祭
が
行
わ
れ
た
。
天
気
、
田
畑
の
作
柄
が
よ
ろ
し
か
っ
た
。 

六
月
三
日 

穀
留
目
付
様
、
岩
波
岸
右
衛
門
様
が
御
廻
り
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
番
屋
帳
を
持
参
し

出
口
の
引
き
合
わ
せ
を
さ
せ
る
と
い
う
。
大
変
厳
し
く
中
次
受
取
を
取
り
置
き
、
付
け
通
し
は
出
口

受
け
取
り
手
形
を
取
り
置
く
よ
う
に
申
し
付
け
ら
れ
た
。 

岩
波
岸
右
衛
門
様 

御
貸
方
代
官 

『
諏
訪
史
料
叢
書
三
十
三 

文
化
年
間
か
（
天
保
年
間
）
分
限

帳
』（
ｐ
．
九
） 

六
月
四
日 
御
勝
手
方
御
役
所
へ
御
扶
持
方
帳
御
中
印
を
願
い
受
け
る
。
広
八
が
参
る
。 

（
53
頁
） 

六
月
五
日 

虫
祭
り
を
行
う
。
村
中
で
寄
り
合
い
、
如
法
院
に
紙
一
畳
、
酒
五
盃
、
銭
百
文
を
差
し
上

げ
、
御
礼
を
下
さ
れ
た
、
酒
四
升
、
干
鱈
二
枚
を
大
根
お
ろ
し
に
入
れ
る
。
子
供
に
菓
子
を
あ
げ
る
。

郡
方
、
御
用
部
屋
の
寄
合
日
を
御
出
役
様
に
御
聞
す
る
。 

 

虫
祭
り 

稲
虫
祭
り
と
も
い
う
。
松
明
を
焚
い
た
り
、
鐘
太
鼓
を
鳴
ら
し
て
隣
村
へ
虫
を
追
い
出
す
。
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行
う
日
は
、
新
暦
だ
と
六
月
下
旬
か
ら
七
月
上
旬
で
あ
る
。 

 

如
法
院 

諏
訪
上
社
神
宮
寺
の
寺
院
の
一
つ
。 

（
54
頁
） 

六
月
六
日 
歩
割
惣
代
を
入
札
し
、
長
八
殿
へ
頼
む
こ
と
に
な
っ
た
。 

六
月
七
日 

三
ヶ
月
調
べ
で
歩
割
を
す
る
。
惣
代
太
吉
、
長
八
、
役
人
三
人
、
歩
キ
で
六
人
分
昼
、
夕

食
事
を
す
る
。
夕
な
べ
を
し
て
よ
う
や
く
仕
上
げ
た
。 

六
月
八
日 

御
扶
持
方
帳
を
西
御
蔵
へ
差
し
出
す
よ
う
に
仰
せ
ら
れ
た
の
で
、
神
宮
寺
村
新
蔵
を
頼
ん

で
、
御
蔵
へ
誂
た
。
大
変
な
暑
さ
の
た
め
、
作
物
の
成
育
は
順
調
で
あ
る
。 

六
月
九
日 

歩
帳
を
御
調
方
御
役
所
へ
差
し
上
げ
る
。
猶
吉
が
参
っ
た
。 

六
月
十
一
日 

上
金
子
村
の
久
保
田
橋
を
架
け
替
え
る
に
つ
い
て
、
杣
の
助
之
丞
が
来
た
。
最
寄
り
か

ら
出
て
、
職
人
足
二
人
へ
手
形
が
き
た
。 

 

久
保
田
橋 

文
化
四
年
（
一
八
〇
六
）、
高
島
藩
に
よ
る
宮
川
直
線
化
工
事
に
よ
り
、
上
金
子
村
（
諏

訪
市
中
洲
上
金
子
）
が
分
断
さ
れ
た
た
め
、
同
村
久
保
田
に
懸
け
ら
れ
た
橋
。
小
字
地
名
図
か
ら
、

宮
川
に
分
断
さ
れ
た
結
果
、
現
在
小
字
久
保
田
が
宮
川
の
両
岸
に
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
『
諏

訪
市
文
化
財
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ 

四
賀
、
中
洲
編
』。
同
所
に
は
今
も
同
名
の
歩
行
者
用
の
橋
が
存
在

す
る
。 

（
55
頁
） 

六
月
十
二
日 

所
々
で
病
人
が
出
た
の
で
、
相
談
の
上
、
百
万
遍
念
仏
を
薬
師
堂
で
唱
え
た
。 

六
月
十
二
日 

畳
屋
仲
右
衛
門
殿
に
御
作
事
屋
御
用
が
当
た
っ
た
が
、
病
気
の
た
め
言
い
訳
に
来
た
。

老
中
太
田
備
後
守
が
下
諏
訪
を
通
過
す
る
に
つ
き
房
右
衛
門
が
参
っ
た
。
上
金
子
村
へ
杣
助
之
丞
が

参
り
、
日
雇
い
で
橋
の
架
け
替
え
工
事
を
行
っ
た
。 

太
田
備
後
守 

資
始
（
一
七
九
九
―
一
八
六
七
）。
遠
江
掛
川
藩
主
。
天
保
五
年
四
月
十
一
日
か
ら
老

中
。 

六
月
十
四
日 

上
金
子
村
の
橋
架
け
替
え
人
足
が
二
人
来
た
。
大
工
が
当
た
っ
た
が
、
い
な
い
と
言
い

訳
を
し
た
。 

六
月
十
五
日 

御
調
役
所
か
ら
三
ヶ
月
調
置
帳
を
下
げ
ら
れ
た
。 

六
月
十
五
日 

御
廻
状
を
下
さ
れ
、
亀
松
と
役
人
二
人
に
、
一
類
を
召
連
れ
、
温
泉
寺
に
来
る
よ
う
に

仰
せ
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
、
病
気
な
ら
ば
一
類
の
名
代
で
出
る
よ
う
に
と
仰
せ
ら
れ
た
。 

 

温
泉
寺 

臨
江
山 

臨
済
宗 

諏
訪
市
湯
の
脇 

諏
訪
高
島
藩
主
の
菩
提
寺
。 

（
56
頁
） 

六
月
十
五
日 

夕
立
が
あ
り
、
大
雨
が
降
っ
た
。
所
々
荒
れ
た
。 

六
月
十
五
日 

土
用
見
舞
い
に
郡
方
様
、
御
代
官
様
に
鯣
を
差
し
上
げ
る
。
広
八
、
猶
吉
が
参
っ
た
。 

六
月
十
六
日 

宮
田
渡
様
へ
土
用
見
舞
い
と
し
て
餅
一
升
を
差
し
上
げ
る
。
御
家
老
様
、
袋
助
様
へ
も

差
し
上
げ
る
。
天
気
良
好
。 

六
月
十
七
日 

秤
改
が
あ
っ
た
。
神
善
四
郎
か
ら
、
国
々
残
ら
ず
、
御
役
人
改
に
来
る
と
仰
せ
付
け
ら

れ
た
。 

 

神
善
四
郎 

西
国
三
十
三
か
国
を
統
括
す
る
秤
座
を
支
配
。 

六
月
十
七
日 

亀
松
は
こ
れ
ま
で
お
咎
め
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
温
泉
寺
観
光
院
様
の
十

三
回
忌
の
法
事
の
た
め
呼
び
出
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
名
代
由
三
郎
と
一
類
と
村
役
人
が
行
っ
た
。「
一

類
に
預
け
、
村
の
外
へ
出
る
こ
と
を
禁
じ
た
こ
と
を
赦
免
す
る
。
他
所
へ
出
る
こ
と
と
城
内
外
は
出

て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
書
付
が
下
さ
れ
た
。 

 

観
光
院
様 

諏
訪
忠
厚
。
軍
蔵
、
伊
勢
守
。
従
五
位
下 

改
安
芸
守
。
母
は
家
女
金
坂
氏
。
延
享
三

（
一
七
四
四
）
年
九
月
二
十
七
日
江
戸
に
生
る
。
妻
は
阿
部
伊
勢
守
正
福
の
女
。
後
離
別
。
宝
暦

十
三
（
一
七
六
三
）
年
八
月
二
十
六
日
家
督
。
天
明
元
（
一
七
八
一
）
年
十
二
月
隠
居
。
文
化
九

（
一
八
一
二
）
年
六
月
二
十
八
日
江
戸
に
卒
す
。
六
十
七
歳
。
温
泉
寺
に
葬
る
。
観
光
院
殿
天
倫

宗
沢
大
居
士
。 

（
57
頁
） 

六
月
十
七
日 

遠
州
富
新
屋
村
の
与
四
蔵
が
親
与
次
右
衛
門
を
傷
付
け
、
こ
れ
が
も
と
で
死
ん
だ
。
与

四
蔵
は
逃
亡
し
た
た
め
、
人
相
書
が
回
っ
て
き
た
。 

 

富
新
屋
村 

遠
江
国
敷
知
郡
。
浜
松
藩
領
。
現
浜
松
市
中
区
富
塚
町
。 

六
月
二
十
三
日 

広
八
が
御
尋
者
一
札
を
柳
口
へ
提
出
し
た
。 

六
月
二
十
三
日 

宮
田
渡
様
、
春
日
様
祭
が
例
年
の
通
り
行
わ
れ
、
酒
と
干
物
を
差
し
上
げ
、
御
酒
と

強
飯
を
頂
戴
し
た
。
こ
れ
は
役
人
三
人
で
行
っ
た
。 

 

春
日
様
祭 

宮
田
渡
の
大
祝
屋
敷
に
大
祝
家
で
祀
る
春
日
神
社
が
あ
る
。
こ
の
春
日
神
社
の
例
祭
が

行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。 

（
58
頁
） 

六
月
二
十
四
日 

房
右
衛
門
と
猶
吉
が
穀
留
入
用
割
不
足
に
つ
い
て
郡
方
様
と
御
調
役
所
へ
願
い
出
た
。

六
石
四
斗
一
合
が
不
足
。
た
だ
し
十
二
俵
三
斗
が
相
場
。 

六
月
二
十
五
日 

村
中
出
払
い
で
、
道
橋
川
除
け
の
荒
れ
た
所
を
昼
過
ぎ
ま
で
に
補
修
し
た
。
陽
気
祭

を
行
っ
た
。 

六
月
二
十
五
日 

守
矢
主
殿
様
へ
工
藤
三
介
様
へ
穀
留
入
用
不
足
違
い
の
こ
と
に
つ
い
て
頼
む
よ
う
に

内
々
に
頼
ん
だ
。
手
土
産
に
鰻
三
本
を
差
し
上
げ
た
。
上
金
子
作
蔵
殿
か
ら
買
っ
た
も
の
で
あ
る
。

二
十
七
日
早
朝
、
御
出
歩
人
足
を
御
供
に
遣
わ
し
た
。 

 
守
矢
主
殿 

守
屋
実
延
。
神
長
官
。 

（
59
頁
） 

六
月
二
十
八
日 

守
矢
主
殿
様
へ
工
藤
三
介
様
が
お
出
に
な
り
、
酒
の
肴
に
鰻
四
本
を
串
に
挿
し
て
焼

き
、
鉢
に
載
せ
て
差
し
上
げ
た
。
穀
留
入
用
不
足
に
つ
い
て
、
主
殿
様
か
ら
御
願
い
し
て
も
ら
っ
た
。 

六
月
二
十
八
日 
穀
留
入
用
不
足
分
に
つ
い
て
、
役
人
と
古
役
と
武
八
が
願
書
と
横
帳
を
作
成
し
た
。

夕
飯
を
と
っ
た
。 

六
月
二
十
八
日 

金
一
分
を
□
□
へ
渡
す
。
当
年
分
へ
二
季
穀
物
に
つ
い
て
申
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
通

り
と
申
し
渡
し
た
。 

（
60
頁
） 
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七
月
一
日 

御
役
所
へ
穀
留
入
用
割
不
足
の
願
書
と
金
数
書
上
の
横
帳
を
添
え
て
、願
書
を
提
出
し
た
。

御
上
で
は
、
こ
の
次
の
割
合
に
入
れ
る
よ
う
に
仰
ら
れ
た
。
山
中
様
は
御
着
番
で
、
書
上
な
ど
は
出

ず
、
村
で
引
く
物
が
あ
る
と
仰
ら
れ
た
の
で
、
願
書
帳
を
納
め
た
。 

七
月
一
日 
穀
留
酒
荷
の
手
形
を
持
参
す
る
と
い
う
の
で
酒
を
預
か
っ
た
。
後
で
手
形
が
来
た
の
で
送

書
を
遣
わ
し
た
。
片
倉
村
八
五
郎
分
二
駄
と
又
兵
衛
、
銀
次
郎
分
二
駄
を
七
月
二
日
に
通
し
た
。 

 

片
倉
村 

伊
那
市
高
遠
町
藤
沢
片
倉 

七
月
一
日 

広
八
と
猶
吉
が
土
橋
甫
右
衛
門
様
へ
穀
留
入
用
御
下
げ
不
足
の
願
書
を
差
し
上
げ
、
内
意

を
願
い
上
げ
た
。
内
津
茶
半
金
を
差
し
上
げ
た
。 

七
月
二
日 

守
矢
主
殿
様
、
島
崎
へ
穀
留
入
用
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
の
た
め
、
御
出
に
な
っ
た
。 

 

嶋
崎 

高
島
城
南
側
の
上
級
藩
士
の
武
家
屋
敷
を
指
す
。（
角
川
地
名
辞
典
） 

（
61
頁
） 

七
月
四
日 

房
右
衛
門
が
穀
留
入
用
割
願
に
御
勝
手
方
御
役
所
へ
願
い
出
た
。
こ
の
時
に
願
書
と
横
帳

を
出
す
よ
う
に
言
わ
れ
た
。 

七
月
四
日 

菅
沼
杢
弥
様
へ
清
左
衛
門
が
内
々
に
お
願
い
に
上
が
っ
た
。
磨
鯛
二
枚
を
差
し
上
げ
た
。 

菅
沼
杢
弥 

信
融
、
木
彌
、
磯
右
衛
門
。
天
保
二
卯
三
月
模
合
（
天
保
二
卯
六
月
表
御
番
模
合
坐
席

御
給
人
次
第
不
同
）、
同
五
午
五
月
六
日
外
様
、
同
七
申
五
月
八
日
東
御
代
官
、
同
十
一
子
二
月
廿

三
日
御
近
習
（
同
十
二
丑
六
月
御
休
息
所
掛
）、
同
十
二
丑
九
月
御
徒
頭 

『
諏
訪
史
料
叢
書
二
十

二
巻
藩
譜
私
集
八
（
ｐ
．
一
一
四
）』 

清
左
衛
門 

小
平
清
左
衛
門
の
こ
と
か
。 

七
月
四
日 

川
除
御
見
分
の
廻
状
が
来
た
。
茅
野
村
か
ら
文
出
村
ま
で
の
廻
状
。
茅
野
に
お
泊
り
に
な

り
、
安
国
寺
で
朝
御
飯
。 

 

文
出 

諏
訪
市
豊
田
文
出 

（
62
頁
） 

七
月
五
日 

御
川
除
馬
場
弥
八
郎
様
、
御
肝
入
大
熊
村
新
兵
衛
様
な
ど
へ
小
弁
当
を
準
備
す
る
よ
う
に

言
わ
れ
差
し
上
げ
た
。
役
人
三
人
、
歩
キ
も
と
も
に
昼
食
を
と
っ
た
。 

 

こ
ま
結 

胡
麻
む
す
び 

七
月
七
日 

御
川
除
大
奉
行
様
御
請
に
鯣
な
ど
を
差
し
上
げ
る
。
こ
れ
は
猶
吉
が
参
っ
た
。 

七
月
七
日 

小
松
源
左
衛
門
様
か
ら
御
廻
状
が
き
て
、
銀
次
郎
娘
宅
へ
召
し
連
れ
て
、
一
両
日
中
に
来

る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。 

七
月
七
日 

宮
田
渡
様
の
節
句
お
礼
を
盆
の
礼
と
と
も
に
差
し
上
げ
る
。 

七
月
八
日 

真
志
野
村
政
吉
を
頼
み
、
御
嶽
講
を
行
っ
た
。 

 

御
嶽
講 

木
曽
御
嶽
山
を
信
仰
し
て
結
成
さ
れ
た
講
。 

 

真
志
野
村 

諏
訪
市
湖
南
南
北
真
志
野 

 

（
63
頁
） 

 

七
月
九
日 

御
調
方
御
役
所
へ
穀
留
入
用
割
違
に
つ
い
て
、
願
書
と
横
帳
を
提
出
し
た
。
こ
の
次
の
割

の
時
に
加
え
る
と
の
こ
と
。
も
っ
と
も
、
村
除
物
も
あ
る
の
で
、
よ
く
よ
く
調
べ
て
置
く
よ
う
に
と

仰
ら
れ
た
。
こ
の
日
は
広
八
が
参
っ
た
。 

七
月
十
一
日 

郡
方
様
、
御
代
官
様
へ
盆
の
礼
に
房
右
衛
門
が
参
っ
た
。 

七
月
十
二
日 

茅
野
外
記
太
夫
殿
へ
五
穀
成
就
の
御
祈
祷
、
御
神
楽
を
毎
年
予
定
し
て
い
る
。
十
月
十

五
日
は
太
々
神
楽
定
日
で
、
天
気
が
良
け
れ
ば
初
尾
を
穀
物
で
上
げ
る
つ
も
り
で
あ
る
。
横
帳
に
姓

名
を
書
き
付
け
る
。
村
中
で
寄
り
合
い
を
し
た
。 

 

茅
野
外
記
太
夫 

諏
方
上
社
神
楽
役
。 

（
64
頁
） 

七
月
十
三
日 

御
未
進
立
返
金
の
う
ち
、
土
橋
左
膳
様
、
留
右
衛
門
様
へ
上
納
し
た
。 

七
月
十
三
日 

午
前
〇
時
頃
、足
軽
万
次
様
が
お
尋
ね
者
の
件
で
来
ら
れ
た
。朝
飯
料
を
差
し
上
げ
た
。

細
川
肥
後
守
様
家
中
の
一
万
五
千
石
分
の
医
者
が
欠
け
落
ち
し
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
、
多
く
は

江
戸
へ
行
っ
た
と
の
こ
と
。
中
新
田
の
深
叢
寺
へ
、
前
日
、
常
番
衆
足
軽
又
七
様
が
お
立
ち
寄
り
に

な
り
、
草
履
を
御
履
き
替
え
さ
れ
た
が
、
口
々
に
お
尋
ね
の
こ
と
が
あ
っ
た
。
山
内
秀
栄
と
い
う
医

者
と
承
っ
た
が
、
一
向
に
知
ら
な
い
名
だ
っ
た
。 

 

細
川
肥
後
守
様 

斉
護
（
な
り
も
り
）、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
～
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）。
肥

後
熊
本
藩
第
十
代
藩
主
。 

 

中
新
田 

原
村
中
新
田 

 

真
宗
寺 

深
叢
寺 

諏
訪
頼
水
に
よ
り
、
原
村
新
田
は
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）、
開
拓
村
と
し
て

正
規
に
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
わ
ず
か
八
年
後
の
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
に
寺
が
開
創
さ
れ
、
当

時
は
「
福
寿
山 

新
相
寺
」
と
号
し
た
。
村
人
は
こ
ぞ
っ
て
檀
徒
と
な
り
、
総
檀
徒
を
も
っ
て
開

基
と
し
た
。
そ
の
後
二
代
藩
主
諏
訪
忠
恒
が
鷹
狩
の
あ
と
に
こ
の
寺
に
立
ち
寄
り
、
寺
が
御
射
山

社
の
地
に
あ
る
こ
と
と
、
四
方
草
む
ら
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
御
射
山 

深
叢
寺
」
と
改
称
し
た
。

の 

 

七
月
十
三
日 

薬
師
堂
の
草
取
り
を
歩
キ
と
と
も
に
二
人
と
人
足
一
人
と
行
う
。 

七
月
十
七
日 

江
戸
宛
人
の
新
組
違
金
の
神
領
割
付
に
つ
い
て
、
神
宮
寺
村
と
か
け
あ
っ
た
と
こ
ろ
、

先
ず
伺
い
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
上
納
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
御
代
官
様
宅
で
こ
れ
を
仰
せ

付
け
ら
れ
た
。
猶
吉
が
参
っ
て
申
し
た
。
な
お
、
二
十
四
日
に
宮
方
か
ら
伺
い
に
参
っ
た
と
神
宮
寺

か
ら
申
し
て
き
た
。 

 
江
戸
宛
人 

高
島
藩
の
江
戸
屋
敷
で
奉
公
の
た
め
割
り
当
て
ら
れ
る
人
足
の
こ
と
か
。 

（
65
頁
） 

七
月
十
八
日 
穀
留
御
目
付
様
、
林
恵
十
郎
様
の
三
人
で
御
廻
り
に
な
り
、
お
泊
り
に
な
っ
た
。 

 

林
恵
十
郎
様 
御
勝
手
懸
り 

『
諏
訪
史
料
叢
書
三
十
三 

文
化
年
間
天
保
年
間
分
限
帳
（
ｐ
．
三

五
）』 

七
月
十
九
日 

薬
師
祭
り
で
例
年
の
通
り
焼
飯
を
作
っ
た
。
若
者
頭
が
入
札
し
て
一
年
交
代
で
行
う
。 

 

薬
師
祭
り 

「
焼
き
飯
祭
り
」
と
言
わ
れ
て
現
在
親
し
ま
れ
て
い
る
。
例
祭
日
は
八
月
十
九
日
に
行

わ
れ
て
い
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
盆
過
ぎ
の
最
初
の
日
曜
日
と
な
っ
た
。（『
高
部
の
文
化
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財
』） 

七
月
二
十
日 

上
社
宮
奉
行
か
ら
、
二
十
一
日
早
朝
に
、
御
射
山
ま
で
長
さ
二
間
ほ
ど
の
材
木
な
ど
を

運
ぶ
た
め
、
人
馬
七
人
人
足
分
を
差
し
出
す
よ
う
に
命
じ
ら
れ
る
。 

御
射
山
迠
長
サ

弐
間
程
之
材
木 

こ
の
材
木
は
、
七
月
二
十
五
日
（
大
月
は
二
十
六
日
）
か
ら
六
日

間
行
わ
れ
る
諏
訪
上
社
の
御
射
山
神
事
の
穂
屋
を
建
て
る
た
め
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
66
頁
） 

七
月
二
十
一
日 

山
の
神
に
休
ん
で
い
る
乞
食
は
大
阪
の
者
で
、
数
日
食
べ
て
お
ら
ず
、
歩
行
が
困
難

だ
っ
た
た
め
、
結
飯
を
拵
え
て
与
え
た
所
、
よ
う
や
く
力
が
つ
い
て
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

小
喰 

乞
食 

七
月
二
十
三
日 

前
述
の
乞
食
に
、
家
内
が
食
事
を
作
っ
た
。
山
の
神
か
ら
連
れ
て
来
て
、
薬
師
堂
の

縁
側
へ
寝
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。 

七
月
二
十
四
日 

天
気
よ
く
、
田
の
稔
は
こ
と
の
ほ
か
良
好
で
あ
る
。
御
射
山
御
小
屋
掛
に
参
っ
た
。

千
躰
仏
の
講
義
が
あ
っ
た
。 

 

御
射
山
御
小
屋
懸 

御
射
山
祭
で
神
職
た
ち
が
籠
も
る
穂
屋
を
建
て
る
こ
と
。
神
領
の
村
々
の
出
払

い
で
行
っ
た
。 

七
月
二
十
五
日 

風
祭
り
を
例
年
の
通
り
役
所
で
祝
っ
た
。 

 

風
祭
り 

 

（
67
頁
） 

七
月
二
十
六
日 

川
除
大
奉
行
様
と
馬
場
弥
八
郎
様
等
六
人
の
小
弁
当
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
川
尻
土
手

で
餅
二
升
を
搗
い
た
。
大
熊
か
ら
御
宅
へ
お
帰
り
に
な
っ
た
。 

 

金
子
新
右
衛
門
様 

七
月
二
十
六
日 

穀
留
目
付
柴
宮
庄
之
助
様
な
ど
三
名
に
小
弁
当
を
用
意
し
た
。 

 

柴
宮
庄
之
助
様 

盛
清 

外
様
御
徒
目
付 

『
諏
訪
史
料
叢
書
三
十
三 

文
化
年
間
天
保
年
間
分
限

帳
（
ｐ
．
八
）』
こ
こ
で
は
穀
留
目
付
。 

七
月
二
十
六
日 

御
仲
間
様
が
同
座
し
て
い
て
、
膳
が
少
々
低
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
な
ぜ
か

と
聞
か
れ
た
の
で
、
御
目
付
様
が
同
座
な
の
で
、
上
を
重
く
し
た
か
ら
だ
と
言
い
訳
を
し
た
。 

七
月
二
十
六
日 

小
弁
当
は
米
一
升
と
焼
平
を
拵
え
、
牛
蒡
せ
ん
と
干
瓢
と
落
と
し
玉
子
、
酒
を
出
し

た
。 

（
68
頁
） 

七
月
二
十
七
日 

御
射
山
へ
参
詣
す
る
。
宮
田
渡
様
の
御
小
屋
へ
、
例
年
の
通
り
林
檎
一
升
を
ご
機
嫌

伺
と
し
て
差
し
上
げ
た
。 

 

御
小
屋 

御
射
山
祭
中
に
大
祝
の
逗
留
す
る
穂
屋
の
こ
と
。 

七
月
二
十
七
日 

宮
田
渡
屋
敷
の
家
老
様
か
ら
人
足
歩
帳
を
提
出
す
る
よ
う
に
と
い
う
廻
状
が
来
た
。 

七
月
二
十
八
日 

柳
口
役
所
へ
広
八
が
参
り
、穀
留
引
取
と
な
る
こ
と
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、も
っ
と
も
、

米
穀
融
通
を
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
。 

七
月
二
十
八
日 

金
蔵
が
原
山
か
ら
帰
り
、
茅
野
で
足
軽
様
に
打
た
れ
た
？
の
で
、
町
宿
で
色
々
申
し

た
が
、
疵
代
と
し
て
、
二
分
目
録
に
て
出
し
た
。 

 

原
山 

御
射
山
の
こ
と
。 

（
69
頁
） 

七
月
二
十
八
日 

川
除
方
お
礼
に
猶
吉
が
参
っ
た
。 

七
月
二
十
九
日 

御
郡
中
御
廻
り
に
、
神
宮
寺
村
に
高
部
村
の
印
形
で
朝
飯
を
差
し
上
げ
た
。 

七
月
二
十
九
日 

御
射
山
御
下
り
祭
り
。
坂
口
へ
役
人
が
出
て
、
ご
機
嫌
伺
い
を
申
し
た
。
御
郡
御
廻

り
も
済
ん
だ
の
で
、
役
人
が
酒
祝
い
を
し
た
。 

八
月
一
日 

穀
留
御
出
役
様
が
穀
留
を
お
開
き
に
な
ら
れ
て
、
諸
帳
面
と
人
足
書
留
帳
、
荷
物
峠
送
手

形
、
口
々
印
鑑
を
残
ら
ず
持
参
し
、
御
手
明
五
味
七
九
郎
様
へ
渡
す
よ
う
に
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

こ
の
日
ま
で
に
他
所
へ
た
く
さ
ん
の
米
が
出
た
。
値
段
は
十
七
俵
程
だ
っ
た
。
穀
留
番
人
は
引
き
取

り
、
小
屋
は
名
主
が
取
る
し
き
た
り
で
あ
る
。 

 

御
手
明 

徒
と
足
軽
の
間
。
本
来
は
口
取
り
と
い
う
。 

（
70
頁
） 

八
月
二
日 

穀
留
を
開
い
た
後
、
他
所
へ
米
を
た
く
さ
ん
出
す
こ
と
は
禁
ぜ
ら
れ
、
他
所
へ
出
す
の
を

見
た
と
き
は
止
め
る
よ
う
に
と
い
う
廻
状
が
来
た
。
見
廻
奉
行
様
が
任
ぜ
ら
れ
た
。 

八
月
二
日 

小
飼
峠
の
道
作
り
に
二
人
の
人
足
が
出
た
。 

 

小
飼
峠 

杖
突
峠
道
の
御
堂
垣
外
で
分
れ
、
松
倉
か
ら
千
代
田
湖
、
安
国
寺
に
至
る
道
。 

八
月
二
日 

未
進
は
七
月
ま
で
立
ち
返
っ
て
い
た
だ
き
、
武
八
、
乙
松
、
作
五
郎
で
済
ん
だ
。 

八
月
三
日 

御
射
山
祭
礼
御
下
り
の
時
、
坂
口
で
ご
機
嫌
伺
を
す
る
と
こ
ろ
、
不
案
内
で
お
尋
ね
に
な
り
、

申
し
訳
な
く
お
詫
び
を
し
た
。
金
井
嘉
蔵
様
、
同
菊
之
進
様
、
原
五
左
衛
門
様
に
御
頼
み
し
、
よ
う

や
く
決
着
し
た
。
お
礼
に
内
津
茶
一
斤
、
紙
一
畳
を
五
左
衛
門
様
へ
差
し
上
げ
た
が
、
お
返
し
に
な

っ
た
。 

金
井
嘉
蔵
様 

上
社
の
社
人
の
一
、
丹
後
。
鹿
人
と
同
じ
く
祭
祀
に
お
け
る
饗
膳
を
調
理
す
る
役
。

菊
之
進
（
祐
賢
）
は
父
。『
伊
藤
冨
雄
著
作
集 

第
一
巻
』 

原
五
左
衛
門
様 

親
光
。
諏
訪
上
社
の
宮
大
工
。 

八
月
三
日 

相
撲
が
あ
っ
た
の
で
、
穴
山
へ
寄
っ
た
。
も
っ
と
も
、
御
家
老
様
の
上
覧
が
あ
り
、
村
役

人
か
ら
廻
文
が
来
た
。
役
人
が
相
撲
に
引
き
連
れ
て
く
る
よ
う
に
と
言
っ
て
き
て
お
り
、
房
右
衛
門

が
申
し
訳
に
行
っ
た
。 

 
穴
山
村 

茅
野
市
玉
川
穴
山 

（
71
頁
） 

八
月
三
日 
穀
留
御
目
付 

芳
賀
五
郎
蔵
様
が
見
回
り
に
お
出
で
に
な
り
、
小
弁
当
を
差
し
上
げ
た
。

添
え
役
は
足
軽
と
御
仲
間
様
。 

 

芳
賀
五
郎
蔵
様 
御
休
息
御
徒
目
付 

『
諏
訪
史
料
叢
書
三
十
三 

文
化
年
間
天
保
年
間
分
限
帳（
ｐ
．

三
五
）』 

八
月
三
日 

古
役
、
武
八
立
ち
合
い
の
下
で
、
穀
留
入
用
割
帳
上
帳
を
作
成
し
た
。 

八
月
四
日 

前
日
同
様
、
穀
留
入
用
調
。
宮
田
渡
人
足
書
上
も
横
帳
で
作
成
し
た
。
月
〆
で
差
し
出
し
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て
い
る
。
他
に
巳
年
歩
割
帳
も
差
し
出
し
た
。 

八
月
四
日 

江
戸
宛
人
新
組
違
い
に
つ
い
て
、
御
宮
方
か
ら
色
々
お
尋
ね
が
あ
っ
た
が
、
全
く
知
ら
な

い
こ
と
で
あ
る
。そ
の
た
め
、神
宮
寺
村
が
神
領
で
は
寛
政
十
二
年
に
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、

そ
の
時
に
は
出
な
か
っ
た
と
承
り
、
高
部
村
で
は
全
く
知
ら
な
い
こ
と
だ
と
答
え
た
。
奉
行
所
か
ら

は
、
先
ず
出
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
、
上
納
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

（
72
頁
） 

八
月
五
日 

江
戸
宛
人
新
組
違
い
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
全
く
知
ら
な
か
っ
た
た
め
、
広
八
が
御
蔵
へ

上
納
し
た
。 

八
月
六
日 

宮
之
脇
嘉
蔵
様
の
坂
口
へ
の
迎
え
を
外
し
た
。
お
詫
び
の
お
礼
に
内
津
茶
を
差
し
上
げ
た

が
、
御
返
し
に
な
っ
た
の
で
、
丸
屋
へ
返
し
た
。 

八
月
七
日 

穀
留
見
回
り
の
芳
賀
五
郎
蔵
様
が
お
出
で
に
な
り
、
足
軽
、
中
間
の
三
人
様
の
弁
当
を
仰

せ
付
け
ら
れ
、
橋
場
か
ら
二
百
文
で
買
い
上
げ
た
。
役
人
三
人
と
歩
キ
き
も
食
事
を
と
っ
た
。 

（
73
頁
） 

八
月
八
日 

宛
人
新
組
違
い
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
こ
と
が
全
く
分
か
ら
な
い
た
め
、
御
宮
へ
そ
の

わ
け
を
申
し
上
げ
た
。 

八
月
八
日 

峠
道
作
り
を
十
二
ヶ
村
へ
人
足
を
宛
て
る
た
め
に
廻
文
を
出
し
た
。
下
書
は
古
役
よ
り
聞

き
、
八
月
十
五
日
の
予
定
で
あ
る
。
廻
文
の
文
面
は
「
明
後
十
六
日
、
杖
突
峠
の
道
作
り
を
行
う
た

め
、
人
足
、
鍬
、
か
ぢ
を
持
参
し
、
午
前
七
時
頃
に
参
集
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
八
月
十
四
日 

高

部
村
役
人
」 

か
ち 

か
ぢ
。
三
本
歯
の
鍬
、
堅
い
所
を
掘
る
の
に
使
う
。 

小
町
屋
村 

茅
野
市
宮
川
安
国
寺
小
町
屋
。
上
社
前
宮
周
辺
の
集
落
。 

（
74
頁
） 

八
月
九
日 

穀
留
入
用
割
上
帳
を
六
ヶ
村
で
照
合
し
た
と
こ
ろ
、
よ
く
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
た
め
、

願
い
上
げ
内
で
持
ち
帰
り
、
ま
た
、
作
成
し
て
房
右
衛
門
が
差
し
上
げ
た
。 

八
月
十
日 

前
日
と
同
じ
。
入
用
割
帳
調
べ
直
し
て
、
役
人
三
人
で
作
成
し
た
。 

八
月
十
一
日 

前
日
と
同
じ
。
入
用
割
帳
を
猶
吉
が
御
役
所
へ
差
し
上
げ
た
。
も
っ
と
も
、
六
ヶ
村
が

一
同
で
提
出
し
、
調
べ
た
上
で
見
せ
る
よ
う
に
と
仰
せ
ら
れ
た
。 

（
75
頁
） 

八
月
十
一
日 

八
釼
様
で
勧
進
相
撲
が
あ
っ
た
。
こ
の
日
に
終
わ
っ
た
。
諸
役
は
残
ら
ず
地
相
撲
で
取

り
、
福
島
小
槙
山
が
弓
取
り
を
し
た
。 

 

八
釼
様 

八
剣
神
社
。
諏
訪
市
小
和
田
。 

八
月
十
三
日 

宮
田
渡
様
御
屋
敷
で
、
若
旦
那
様
が
御
誕
生
に
な
り
、
廻
状
が
来
た
。
十
四
日
に
酒
肴

を
広
八
、
房
右
衛
門
が
差
し
上
げ
た
。 

 

若
旦
那
様 

の
ち
の
大
祝 

諏
方
頼
武
（
安
丸 

霞
朝 

迎
春
楼
）
こ
と
。
天
保
五
年
生
。
慶
応
元

年
没
。
享
年
三
十
二
。 

八
月
十
四
日 

福
島
村
で
小
槇
山
の
関
取
祝
い
で
相
撲
が
行
わ
れ
た
。 

（
76
頁
） 

八
月
十
六
日 

杖
突
峠
の
道
作
り
を
行
っ
た
。
他
の
村
か
ら
も
残
ら
ず
人
足
が
出
た
。
内
に
は
「
な
か

し
元
」
を
拵
え
た
。 

八
月
十
六
日 

上
州
榛
名
様
の
御
師
が
御
守
り
を
下
さ
っ
た
。 

 

上
州
榛
名
様 

榛
名
神
社
。
群
馬
県
高
崎
市
榛
名
山
町
。 

八
月
十
八
日 

穀
留
入
用
割
に
つ
い
て
、
内
々
に
工
藤
三
介
様
へ
お
頼
み
す
る
た
め
、
守
矢
主
殿
様
へ

役
人
三
人
が
参
っ
た
。 

八
月
十
八
日 

籠
手
土
産
に
村
参
り
を
し
、
文
右
衛
門
か
ら
購
入
す
る
。 

八
月
十
八
日 

□
□
三
人
と
惣
左
衛
門
殿
が
番
の
た
め
、
十
九
日
夕
方
に
泊
ま
っ
た
。 

八
月
十
九
日 

阿
弥
陀
堂
の
供
養
塔
の
建
て
替
え
の
た
め
、
石
垣
を
拵
え
、
若
者
で
建
て
、
村
中
が
出

払
い
を
す
る
こ
と
を
相
談
し
た
。 

 

阿
弥
陀
堂
、
供
養
石
建
替
石
垣
拵
、 

前
述
の
道
祖
神
を
含
め
て
、
阿
弥
陀
堂
跡
地
の
西
沢
川
沿
い

に
十
五
基
の
石
造
物
が
あ
る
。
供
養
塔
は
享
保
十
九
（
一
八
二
五
）
年
の
勢
至
、 

庚
申
供
養
塔
、

明
和
年
間
（
一
七
六
四
～
一
七
七
一
）
の
念
仏
供
養
塔
、
天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
の
念
仏
供
養

塔
、
寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年
の
百
番
供
養
塔
、
種
別
不
明
の
供
養
塔
が
あ
る
。 

（
77
頁
） 

八
月
十
九
日 

□
□
三
人
は
惣
左
衛
門
殿
へ
宿
泊
。 

八
月
二
十
日 

石
垣
を
村
中
の
出
払
い
で
工
事
を
行
っ
た
。 

八
月
二
十
日 

白
米
な
ど
阿
弥
陀
坊
が
入
院
の
時
に
く
れ
た
。 

八
月
二
十
一
日 

石
垣
の
工
事
で
出
払
い
を
行
っ
た
。
道
祖
神
様
の
場
所
を
変
え
た
。 

八
月
二
十
一
日 

八
人
組
が
二
十
三
夜
講
の
石
碑
の
御
据
替
え
に
つ
き
、
村
中
へ
御
造
酒
を
買
っ
た
。 

 

廿
三
夜
講 

二
十
三
夜
講
。 

八
月
二
十
二
日 

坂
口
道
祖
神
の
再
建
が
済
み
、
村
中
で
祭
り
を
行
っ
た
。 

（
78
頁
） 

八
月
二
十
二
日 

暮
れ
方
か
ら
高
道
の
十
二
人
組
の
二
十
三
夜
塔
を
、
坂
口
で
車
に
乗
せ
、
村
中
で
引

き
寄
せ
て
据
え
替
え
た
。
講
中
で
新
酒
一
樽
出
し
た
が
、
引
き
つ
け
た
後
に
酒
を
買
っ
て
く
れ
と
辞

退
し
た
が
、
ぜ
ひ
に
と
の
こ
と
で
、
一
樽
を
夕
食
後
に
、
役
元
で
村
中
で
開
い
た
。 

八
月
二
十
三
日 

二
十
三
夜
講
を
又
兵
衛
殿
が
行
っ
た
。 

八
月
二
十
四
日 

宮
田
渡
御
屋
敷
へ
焼
き
米
を
差
し
上
げ
た
。
御
先
米
六
俵
、
小
麦
一
俵
を
当
引
に
し

た
。 

（
79
頁
）  

八
月
二
十
五
日 
郡
方
様
か
ら
夜
九
時
頃
に
廻
状
が
来
た
。
急
ぎ
の
用
事
だ
と
い
う
の
で
、
猶
吉
と
藤

五
郎
が
夜
中
、
大
雨
の
中
、
郡
方
邸
へ
参
っ
た
。
高
部
村
の
亀
次
郎
と
い
う
者
が
、
大
門
村
の
利
兵

衛
方
へ
盗
み
を
働
き
、
中
条
御
役
所
で
取
り
調
べ
を
受
け
て
い
る
が
、
そ
の
改
だ
と
い
う
。
高
部
村

に
は
こ
の
よ
う
な
も
の
は
い
な
い
と
申
し
た
と
こ
ろ
、
精
査
し
、
明
二
十
六
日
朝
八
時
に
は
必
ず
申

し
上
げ
る
よ
う
に
と
命
じ
ら
れ
た
。 
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中
条
御
役
所 

中
之
条
陣
屋
。
坂
城
町
（
当
時
は
中
之
条
村
）
に
あ
っ
た
天
領
代
官
所
。 

大
門
村 

小
県
郡
長
和
町
大
門
。 

八
月
二
十
六
日 

亀
次
郎
に
つ
い
て
、
役
人
、
古
役
が
寄
り
合
っ
て
、
宗
門
帳
な
ど
色
々
調
べ
た
が
、

そ
の
よ
う
な
人
物
が
い
な
い
た
め
、
柳
口
で
申
し
上
げ
た
。
役
所
か
ら
は
、
似
た
人
物
が
い
な
い
か

と
尋
ね
ら
れ
た
の
で
、
他
に
十
七
年
以
前
の
寅
年
に
行
方
不
明
に
な
っ
た
三
十
九
歳
の
者
よ
り
他
に

い
な
い
こ
と
を
申
し
上
げ
た
。そ
し
て
、役
人
一
札
を
差
し
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
こ
と
で
、

下
書
を
下
さ
れ
、
明
二
十
七
日
早
朝
に
差
し
出
す
よ
う
に
命
じ
ら
れ
、
広
八
は
帰
っ
て
き
た
。 

（
80
頁
） 

八
月
二
十
七
日 

前
日
の
一
札
を
房
右
衛
門
が
御
役
所
へ
提
出
し
た
。 

八
月
二
十
七
日 

蓑
笠
之
助
様
支
配
中
条
役
所
に
て 

蓑
笠
之
助 

中
之
条
陣
屋
代
官
。
蓑
家
の
祖
先
は
、
元
は
徳
川
家
康
の
天
正
の
伊
賀
越
え
を
助
け
た

服
部
氏
で
、
そ
の
時
の
働
き
を
賞
さ
れ
て
「
蓑
笠
之
助
」
の
名
を
授
か
っ
た
と
家
伝
に
あ
る 

八
月
二
十
八
日 

小
県
郡
大
門
村
利
兵
衛
方
へ
盗
賊
を
働
い
た
亀
次
郎
と
申
す
者
は
い
な
い
と
の
一
札

を
差
し
上
げ
て
終
わ
っ
た
。 

（
81
頁
） 

八
月
晦
日 

内
見
を
行
う
。
当
年
は
陽
気
も
よ
く
、
表
向
き
は
一
向
に
検
見
が
な
い
が
、
ま
ず
、
内
見

の
上
、
願
い
出
る
つ
も
り
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
筆
数
三
十
九
筆
の
古
役
四
人
又
左
衛
門
、
太
吉
、

紋
弥
、
幸
左
衛
門
は
差
し
出
し
て
い
る
。 

 

検
見 

中
世
、
近
世
の
徴
税
法
の
一
。
米
の
収
穫
前
に
、
幕
府
ま
た
は
領
主
が
役
人
を
派
遣
し
て
稲

の
で
き
を
調
べ
、
そ
の
年
の
年
貢
高
を
決
め
る
こ
と
。
け
ん
み
。
→
定
免
（
じ
ょ
う
め
ん
） 

 

太
吉 

高
部
村
古
役 

 

紋
弥 

古
役
高
部
村 

 

幸
左
衛
門 

高
部
村
古
役 

八
月
二
十
九
日 

茸
取
り
に
つ
い
て
、
前
山
が
留
め
山
に
な
る
こ
と
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。 

九
月
一
日 

大
検
見
工
藤
三
助
様
、
松
田
源
左
衛
門
様
が
神
宮
寺
で
朝
飯
を
と
っ
て
い
て
、
申
し
渡
す

事
が
あ
る
た
め
、
こ
の
次
の
場
所
へ
来
る
よ
う
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
御
射
山
神
戸
ま
で

ご
機
嫌
伺
い
に
参
り
、
盗
賊
に
対
し
て
警
備
を
固
め
、
犯
罪
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
ま
た
、

情
米
出
す
村
々
を
九
月
十
日
ま
で
に
申
し
上
げ
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。 

（
82
頁
） 

九
月
一
日 

検
見
筆
数
調
を
差
し
上
げ
た
。 

九
月
二
日 

検
見
家
老
様
、
内
見
帳
を
差
し
上
げ
た
。
も
っ
と
も
、
当
年
は
作
柄
が
良
く
、
稲
の
生
育

も
良
好
な
た
め
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
。
こ
れ
ま
で
の
検
見
の
方
法
と
し
て
、
渋
田
が
多
い

と
こ
ろ
で
、
な
お
か
つ
鹿
も
多
く
入
る
の
で
、
こ
の
こ
と
を
願
い
上
げ
る
。
い
ず
れ
上
様
に
申
上
、

そ
の
上
で
申
し
付
け
る
つ
も
り
で
い
る
と
い
う
。
広
八
、
房
右
衛
門
が
願
い
出
た
。 

 

世
柄 

よ
が
ら
。 

世
の
中
の
あ
り
さ
ま
。 

渋
田 

地
味
悪
く
水
面
に
渋
の
よ
う
な
も
の
が
浮
く
田
。 

九
月
二
日 

二
日
晩
に
横
内
で
火
事
が
あ
っ
た
。
二
軒
焼
け
た
。
房
右
衛
門
と
猶
吉
が
参
っ
た
。 

 

横
内 

茅
野
市
ち
の
横
内 

九
月
三
日 

穀
留
の
定
式
の
扶
持
米
の
願
書
を
作
成
し
願
い
出
た
。 

（
83
頁
） 

九
月
四
日 

穀
留
定
式
扶
持
米
一
札
を
提
出
し
た
。
証
文
を
下
さ
れ
御
蔵
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
日

は
明
い
て
な
か
っ
た
た
め
、
宿
へ
持
ち
帰
り
、
下
米
見
俊
蔵
殿
を
頼
み
、
御
蔵
へ
提
出
し
た
。 

九
月
四
日 

沖
右
衛
門
殿
が
払
物
を
し
た
い
と
い
う
の
で
、
隣
村
神
宮
寺
、
宮
田
渡
、
新
井
役
元
へ
行

き
、
頼
ん
だ
。
五
日
に
支
払
う
予
定
で
あ
る
。 

 

沖
右
衛
門
殿 

小
平
沖
右
衛
門
。
大
祝
家
役
人
。
屋
敷
は
高
部
に
あ
り
。 

九
月
五
日 

沖
右
衛
門
の
払
物
を
す
る
。 

九
月
五
日 

車
屋
改
、
商
改
と
し
て
、
伊
藤
亀
弥
様
が
御
出
に
な
っ
た
の
で
、
御
茶
菓
子
、
餅
に
砂
糖

を
付
け
て
差
し
上
げ
た
。
印
形
は
横
帳
に
仕
立
て
て
提
出
し
た
。
下
書
あ
り
。 

（
84
頁
） 

九
月
六
日 

沖
右
衛
門
殿
が
払
物
を
し
た
。 

九
月
六
日 

御
宮
へ
参
っ
た
と
こ
ろ
、
明
後
八
日
に
近
村
中
筋
納
方
役
人
が
、
勧
化
を
頼
み
た
い
と
の

こ
と
で
、
御
宮
へ
呼
び
寄
せ
、
頼
み
ご
と
を
世
話
す
る
よ
う
に
と
申
し
聞
か
さ
れ
た
。 

九
月
六
日 

（
覚
写
）
片
倉
村
甚
五
右
衛
門
殿
が
村
方
歩
キ
と
し
て
、
高
部
村
役
元
へ
来
て
言
う
に
は
、

待
小
屋
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
諏
訪
神
社
の
裏
林
で
、
御
年
貢
地
だ
と
い
う
の
で
桧
、
椹
、
そ
の
他
の

用
材
を
切
荒
ら
し
て
い
る
。
い
ず
れ
、
諏
訪
の
人
間
が
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
中
止
し
て

ほ
し
い
と
の
こ
と
。
見
つ
け
た
場
合
は
、
村
で
協
議
し
て
、
過
料
を
取
る
つ
も
り
で
あ
る
。
栗
、
茸

は
、
落
ち
捨
て
て
あ
る
も
の
は
お
咎
め
に
は
し
な
い
、
し
か
し
、
村
寄
り
合
い
で
相
談
の
上
で
決
め

る
。 

（
85
頁
） 

九
月
七
日 

月
調
と
歩
割
を
行
い
、
役
人
三
人
、
長
八
、
太
吉
と
夜
分
迄
行
っ
た
た
め
、
両
方
食
事
を

と
っ
た
。 

九
月
八
日 

本
宮
へ
役
人
を
呼
び
、
安
国
寺
よ
り 

（
86
頁
） 

九
月
九
日 

役
所
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
、
中
条
代
官
所
で
調
べ
て
い
る
鉄
五
郎
の
件
に
つ
い
て
、
殊
の
外

難
し
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
文
化
元
年
か
ら
十
三
年
の
宗
門
帳
を
差
し
上
げ
て
詮
議
と
な
っ
て
い

る
が
、
朝
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
宗
門
帳
が
来
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
、
宿
へ
戻
り
、
持
参
し
て
差
し

上
げ
た
。
こ
の
日
、
役
所
へ
は
昼
前
に
広
八
、
昼
過
に
は
広
八
、
房
右
衛
門
が
行
っ
た
。 

九
月
十
日 

前
日
同
様
、
房
右
衛
門
と
広
八
が
役
所
へ
参
り
、
文
化
十
一
年
か
ら
十
三
年
ま
で
の
宗
門

帳
を
差
し
上
げ
、
御
改
い
た
だ
き
、
色
々
尋
ね
ら
れ
た
。
鉄
五
郎
伯
母
、
田
辺
村
松
之
助
女
房
、
と

よ
の
子
の
三
人
が
親
族
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
る
と
、午
後
十
時
頃
か
ら
廻
状
を
持
っ
て
、

房
右
衛
門
が
田
辺
村
役
人
方
へ
行
き
、
年
寄
一
人
役
所
へ
行
き
申
し
上
げ
、
田
辺
村
に
参
る
よ
う
に

申
し
付
け
ら
れ
た
。
弁
当
一
回
と
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
手
間
取
る
の
で
小
弁
当
を
遣
わ
し
た
。 
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田
部
村 

諏
訪
市
湖
南
田
辺 

（
87
頁
） 

九
月
十
一
日 

前
日
同
様
、
早
朝
に
役
所
へ
行
き
、
房
右
衛
門
、
広
八
が
申
し
上
げ
た
。
鉄
五
郎
勘
当

に
つ
い
て
は
、
文
化
十
三
年
二
月
の
帳
か
ら
除
籍
す
る
下
書
を
下
さ
れ
た
。
そ
の
時
、
役
員
印
、
田

辺
村
役
、
一
類
惣
代
の
印
に
つ
い
て
願
人
磯
弥
、
伯
父
勝
之
介
で
願
い
上
げ
た
。
こ
の
日
は
役
所
で

少
々
手
間
取
り
弁
当
を
と
っ
た
。 

 

旧
離 

久
離
。
勘
当
の
こ
と
。 

九
月
十
一
日 

検
見
願
に
つ
い
て
十
三
夜
過
ぎ
に
御
出
下
さ
る
よ
う
に
仰
せ
ら
れ
た
。 

九
月
十
二
日 

馬
改
に
三
井
新
吉
様
が
来
て
、
上
金
子
村
で
朝
飯
を
と
っ
た
。
御
改
請
竪
帳
を
作
成
し

て
差
し
上
げ
た
。 

 

馬
改 

馬
宗
門
。
御
厩
方
が
廻
村
し
二
歳
馬
を
調
べ
、
藩
で
採
用
す
る
馬
を
確
保
（
御
留
馬
）、
そ
の

他
の
駒
は
上
中
下
に
格
付
し
売
買
を
許
し
た
（
御
払
馬
）。
こ
の
と
き
御
払
馬
の
た
て
が
み
を
少
し

切
っ
た
。
御
払
馬
は
農
家
の
大
き
な
収
入
に
な
る
の
で
、
御
厩
方
三
井
新
吉
へ
大
層
な
接
待
が
さ

れ
た
。 

 

三
井
新
吉
様 

御
厩
方
（
御
目
見
以
下
）。『
諏
訪
史
料
叢
書 

三
十
三
巻 

文
化
年
間
天
保
年
間
分

限
帳
（p

.2
3

）』 

（
88
頁
） 

九
月
十
二
日 

鉄
五
郎
一
件
の
下
書
を
十
三
日
ま
で
に
出
す
よ
う
に
仰
せ
ら
れ
た
の
で
、
作
成
し
た
。 

 

三
井
新
吉
様 

九
月
十
三
日 

鉄
五
郎
一
件
に
つ
き
、
勘
当
願
書
を
文
政
十
三
年
の
村
役
人
、
一
類
署
名
の
願
書
に
し

て
郡
方
様
御
役
所
へ
差
し
上
げ
た
。
こ
の
日
仰
せ
付
け
ら
れ
た
の
は
、
大
目
付
、
宗
門
奉
行
様
へ
明

後
十
五
日
昼
頃
、
願
書
を
差
し
上
げ
る
よ
う
に
仰
せ
付
け
ら
れ
、
広
八
、
猶
吉
が
受
け
て
こ
の
日
は

帰
っ
た
。 

九
月
十
三
日 

神
宮
寺
村
か
ら
御
宮
勧
化
を
承
諾
す
る
か
ど
う
か
の
相
談
を
す
る
と
い
う
の
で
、
名
主

源
介
方
へ
十
五
日
に
寄
り
合
い
を
行
う
と
い
う
廻
文
が
き
た
。
安
国
寺
村
か
ら
北
真
志
野
ま
で
の
十

四
ヶ
村
の
寄
合
の
触
れ
で
あ
る
。 

 

源
介 

神
宮
寺
名
主 

 

 

北
真
志
野 

諏
訪
市
湖
南
北
真
志
野 

（
89
頁
） 

九
月
十
五
日 

鉄
五
郎
一
件
に
つ
い
て
、
宗
門
奉
行
様
へ
願
書
を
提
出
し
た
。
早
朝
御
宅
へ
行
き
、
内

見
し
て
か
ら
昼
頃
差
し
上
げ
て
終
わ
っ
た
。
お
礼
を
各
所
へ
配
っ
た
。
三
ヶ
月
調
帳
改
が
済
み
、
御

下
げ
に
な
っ
た
。 

（
90
頁
） 

九
月
十
五
日 

甲
州
明
暗
寺
納
所
か
ら
、
取
締
料
四
百
文
に
つ
い
て
、
先
納
分
一
貫
二
百
文
を
十
年
年

賦
で
百
二
十
文
ず
つ
返
金
し
、
残
金
二
百
七
十
六
文
を
寺
納
し
て
ほ
し
い
と
い
う
覚
書
を
高
部
村
役

人
へ
出
し
て
い
る
。 

 

甲
州
明
暗
寺
納
所 

甲
州
乙
黒
村
（
現
中
央
市
）
に
あ
っ
た
普
化
宗
の
寺
。
禅
宗
の
一
派
で
、
虚
無

僧
が
所
属
し
て
い
た
。
普
化
宗
は
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
政
府
に
よ
り
廃
宗
。 

九
月
十
五
日 

御
宮
勧
化
寄
合
を
十
四
ヶ
村
で
早
朝
か
ら
行
う
こ
と
を
房
右
衛
門
が
申
し
て
き
た
。
沖

右
衛
門
の
畑
を
入
札
し
た
。 

（
91
頁
） 

九
月
十
八
日 

前
林
の
茸
の
下
見
に
参
る
。 

し
ひ 

キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ 

九
月
十
九
日 

御
検
見
家
老
様
、
宮
嶋
左
膳
様
、
佐
兵
衛
様
が
来
た
。
帳
面
は
三
十
六
筆
分
で
年
賦
切

次
願
、
村
汐
永
引
、
清
水
汐
永
引
を
願
い
出
る
。
雨
天
だ
っ
た
の
で
、
川
尻
で
お
茶
を
差
し
上
げ
た
。 

 

御
検
見
御
家
老
様 

土
橋
東
馬 

 

左
膳
様 

宮
嶋
左
膳 

 

佐
兵
衛
様 

小
田
切
佐
平
か 

つ
く
ね
芋 

大
和
芋 

（
92
頁
） 

 

御
両
所 

郡
方 

山
中
三
郎
右
衛
門
方
徳 

工
藤
三
助
重
敦 

（
93
頁
） 

九
月
二
十
日 

御
家
老
様
へ
検
見
の
お
礼
と
し
て
広
八
、
猶
吉
が
参
り
、
小
麦
を
差
し
上
げ
た
。 

九
月
二
十
二
日 

宮
田
渡
御
屋
敷
で
茸
狩
り
に
出
ら
れ
て
、
御
家
中
と
御
客
、
表
家
老
様
、
若
旦
那
御

両
人
が
お
入
り
に
な
ら
れ
た
。 

 

表
方
御
家
老
様 

三
之
丸
家
老 

茅
野
貞
㑆
（
さ
だ
や
す 

文
化
七
～
天
保
六
） 

（
94
頁
） 

九
月
二
十
二
日 

宮
田
渡
様
献
上
物
に
酒
を
用
意
す
る
。
桶
は
村
の
義
兵
衛
殿
か
ら
借
り
、
先
年
の
通

り
差
し
上
げ
た
。
敷
物
、
鍋
、
薬
缶
は
持
参
し
た
。
朝
、
御
迎
え
に
行
っ
た
が
、
一
人
で
ご
案
内
し

た
。
宮
田
渡
様
が
お
帰
り
の
時
に
、
役
人
一
人
が
ご
機
嫌
伺
に
行
き
、
終
了
し
た
。
出
入
り
の
侍
衆

は
別
に
酒
を
差
し
上
げ
る
よ
う
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。 

九
月
二
十
五
日 

町
御
蔵
へ
惣
草
高
書
上
、
国
役
金
割
り
付
け
に
つ
い
て
差
し
出
す
よ
う
に
廻
状
が
来

た
。
こ
れ
は
神
領
の
み
。 

（
95
頁
） 

九
月
二
十
五
日 

秋
の
内
の
見
回
り
を
今
介
に
頼
ん
だ
こ
と
を
□
□
□
へ
届
け
た
所
、承
っ
た
場
所
は
、

見
回
り
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
こ
と
。 

 

秋
之
内
見
廻
り 

米
の
盗
難
の
警
護
か
。 

九
月
二
十
八
日 
宮
田
渡
屋
敷
の
若
旦
那
様
が
安
丸
様
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
、
御
家
老
様
か
ら
仰

せ
付
け
ら
れ
た
。 

（
96
頁
）  

九
月
二
十
八
日 

笠
原
仁
右
衛
門
殿
か
ら
金
子
十
両
借
用
し
た
質
に
つ
い
て
、
午
十
二
月
上
旬
に
返
済

の
内
、
扶
納
米
三
十
俵
を
名
主
元
で
預
り
、
役
人
三
人
の
印
形
を
押
す
よ
う
に
仰
せ
付
け
ら
れ
、
古
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役
の
他
二
、
三
人
相
談
の
上
、
押
印
し
た
。 

九
月
二
十
九
日 

国
役
金
上
納
の
た
め
、
猶
吉
が
御
蔵
へ
行
っ
た
。 

 

国
役
金 
河
川
、
道
路
の
修
築
な
ど
に
際
し
、
国
役
と
し
て
徴
収
さ
れ
た
税
金
。 

十
月
一
日 
秋
半
ば
と
な
り
、
今
年
は
米
の
収
穫
が
良
好
だ
っ
た
。
し
か
し
、
束
数
が
不
足
の
た
め
、

村
で
取
っ
た
。 

（
97
頁
） 

十
月
八
日 

川
浚
高
掛
金
割
を
行
っ
た
。惣
代
惣
五
郎
が
出
席
し
た
。す
で
に
七
日
に
雪
が
降
っ
た
が
、

八
月
に
は
大
体
消
え
た
。 

（
98
頁
） 

十
月
九
日 

御
経
米
、
薪
、
高
部
村
上
納
に
つ
い
て
、
今
回
は
高
越
返
の
た
め
、
買
っ
て
上
納
し
た
。 

十
月
十
日 

茅
野
式
部
様
へ
湯
立
願
に
行
く
。
十
五
日
に
決
定
し
た
。
五
穀
成
就
の
祈
祷
は
、
不
作
の

た
め
、
二
十
六
夜
か
ら
祈
願
を
し
て
く
だ
さ
り
、
初
尾
は
村
中
相
談
の
上
、
秋
米
を
二
斗
上
げ
る
こ

と
に
申
置
い
た
。 

茅
野
式
部
様 

茅
野
光
定
。
神
楽
太
夫
筆
頭 

外
記
太
夫 

（
99
頁
） 

十
月
十
二
日 

御
代
官
様
か
ら
差
紙
を
下
さ
れ
、
穀
留
は
毎
年
定
式
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
関
係
者
の
印

鑑
を
下
さ
れ
、
棒
に
巻
い
て
折
り
目
を
付
け
ず
に
広
八
が
持
参
し
た
。
表
方
収
納
は
十
三
日
か
ら
始

ま
る
。 

十
月
十
三
日 

村
湯
祭
り
を
十
五
日
に
執
行
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
た
め
、
役
人
が
集
ま
っ
て
甘
酒
造

り
を
し
た
。
例
年
の
通
り
役
所
で
飯
を
焼
き
、
餅
を
搗
く
こ
と
を
相
談
し
た
。 

十
月
十
四
日 

上
川
、
宮
川
除
の
検
分
に
役
人
が
出
張
し
て
き
た
。
上
桑
原
で
朝
飯
を
食
べ
、
上
原
で

昼
飯
を
小
弁
当
で
と
っ
た
。
夜
は
横
内
で
食
事
。
茅
野
で
お
泊
り
の
た
め
、
広
八
と
猶
吉
が
ご
機
嫌

伺
に
行
っ
た
。 

 

上
桑
原 

諏
訪
市
四
賀
桑
原 

（
100
頁
） 

十
月
二
十 

三
日 

月
願
と
宗
門
で
郡
方
様
へ
七
人
で
お
願
い
に
行
っ
た
。 

十
月
二
十
日 

国
役
金
割
寄
帳
の
調
べ
請
け
に
房
右
衛
門
が
行
っ
た
。
二
役
を
兼
ね
る
。 

（
101
頁
）  

十
月
二
十
四
日 

表
様
の
お
悔
や
み
に
宮
田
渡
様
へ
気
多
茶
半
金
を
差
し
上
げ
た
。 

 

御
様 

三
之
丸
家
老
千
野
貞
㑆 

 

 

気
多
茶 

信
州
で
大
量
に
取
引
さ
れ
て
い
た
静
岡
産
の
高
級
茶 

『
番
茶
の
民
俗
学
的
研
究
』 

中

村
羊
一
郎 

神
奈
川
大
学 

（
二
〇
一
四
） 

十
月
二
十
五
日 

表
様
の
お
悔
や
み
に
新
屋
敷
へ
行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
有
賀
江
音
寺
御
苑
の
送
場
へ
、

広
八
、
猶
吉
が
参
列
し
た
。
音
物
は
差
し
上
げ
な
か
っ
た
が
、
人
足
一
人
と
菰
二
枚
を
差
し
上
げ
た
。 

 

御
悔 

梅
月
院
殿
道
林
普
香
大
姉 

天
保
五
年
十
月
二
十
三
日
卒（
江
音
寺
）。千
野
貞
亮
長
女
嘉
代
。

千
野
貞
亮
養
子
左
近
好
義
室
。（『
千
野
家
略
系
図
』 

諏
訪
市
博
物
館
寄
託 

三
之
丸
家
文
書
） 

 

新
屋
鋪 

三
之
丸
家
老
家
新
宅
か
。 

千
野
貞
㑆 

文
政
八
酉
二
月
屋
敷
自
火 

『
諏
訪
史
料
叢
書

二
十
二
巻
藩
譜
私
集
一
（
ｐ
．
一
一
）』 

 

江
音
寺 

瑞
雲
山 

臨
済
宗 

諏
訪
高
島
藩
家
老
の
千
野
家
の
菩
提
寺
。
諏
訪
市
豊
田
有
賀
。 

十
月
二
十
三
日
に
、
梅
月
院
殿
道
林
普
香
大
姉
が
七
十
歳
で
死
去
。 

千
野
貞
亮
長
女
嘉
代 

千
野
貞
亮
養
子
の
千
野
左
近
好
義
室
。
貞
㑆
の
伯
母
。 

十
月
二
十
六
日 

初
収
納
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
宮
田
渡
御
蔵
へ
行
っ
た
。
十
五
俵
三
斗
ほ
ど
で
あ
る
。

御
祝
儀
の
お
酒
を
下
さ
れ
た 

（
102
頁
）  

十
一
月
一
日 

諏
方
安
丸
様
の
初
宮
参
り
。
子
安
社
へ
参
詣
す
る
。
奥
様
は
駕
籠
で
、
女
郎
様
は
駕
籠

先
に
着
い
た
。
挟
箱
、
御
供
も
本
格
的
で
、
御
家
老
様
が
押
で
お
通
り
に
な
っ
た
。
坂
口
へ
役
人
が

出
張
し
、
ご
機
嫌
伺
を
し
た
。
御
帰
り
ま
で
お
供
に
つ
い
た
。 

奥
様 

大
祝 

内
蔵
助
頼
寿
室
ヒ
テ
。
三
之
丸
家
千
野
貞
㑆
娘 

御
女
郎
様 

諏
方
内
蔵
助
頼
寿
嫡
女
ソ
ノ
。
千
野
貞
㑆
の
養
女
。
天
保
十
三
年
松
平
藩
年
寄
近
藤
三

左
衛
門
に
嫁
す
。 

十
一
月
一
日 

穀
留
入
用
の
書
上
が
減
っ
た
物
の
照
合
に
、
有
賀
村
役
所
へ
房
右
衛
門
が
行
っ
た
。 

（
103
頁
）  

十
一
月
三
日 

穀
留
入
用
割
調
書
上
歩
割
改
を
御
役
所
へ
差
し
出
す
に
つ
い
て
、
菅
沼
杢
弥
様
か
ら

内
々
に
清
左
衛
門
様
へ
仰
せ
ら
れ
る
に
は
、
調
べ
た
ら
、
控
を
郡
方
様
へ
提
出
す
る
こ
と
が
分
か
ら

な
い
た
め
。、
横
川
弥
七
郎
様
へ
頼
ん
で
見
て
も
ら
い
、
そ
の
上
で
両
役
所
へ
間
違
い
が
無
い
よ
う
に

提
出
す
る
相
談
を
し
た
。
こ
の
日
は
房
右
衛
門
だ
け
が
行
っ
た
。 

十
一
月
三
日 

四
月
に
雪
折
で
除
去
し
た
木
の
落
札
金
を
沖
右
衛
門
殿
へ
貸
し
て
お
い
た
が
、
十
一
月

三
日
に
返
済
さ
れ
た
の
で
、
広
八
が
借
り
た
。
未
四
月
に
勘
定
の
時
に
支
払
い
が
終
わ
っ
た
。 

（
104
頁
）  

十
一
月
四
日 

村
収
納
代
官
が
出
張
し
て
き
た
。
収
納
米
の
一
部
を
預
か
る
。
御
奉
行
方
へ
明
五
日
に

鯣
差
し
上
げ
、
猶
吉
、
広
八
が
お
礼
に
行
く
。
昼
飯
に
は
胡
桃
餅
を
食
べ
た
。 

十
一
月
六
日 

穀
留
入
用
書
上
を
内
々
に
願
い
下
げ
を
す
る
た
め
、
横
川
弥
七
様
を
頼
ん
で
房
右
衛
門

が
御
役
所
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
、
十
一
日
に
来
る
よ
う
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。 

十
一
月
六
日 

豆
腐
札
を
松
右
衛
門
請
で
、
勘
定
所
へ
出
し
た
。
文
右
衛
門
の
札
を
持
参
し
な
か
っ
た

の
で
、
再
度
差
し
上
げ
た
。 

 

豆
腐
札 

商
品
札
の
一
。
信
州
で
は
金
、
銀
、
銭
の
三
貨
の
ほ
か
に
、
藩
札
、
旗
本
札
、
宿
場
札
、

町
村
札
、
私
札
、
商
品
札
な
ど
の
お
札
（
紙
幣
、
有
価
証
券
）
が
使
わ
れ
た
。
商
品
札
に
は
、
最

も
多
く
か
つ
早
期
か
ら
各
地
に
み
ら
れ
る
酒
札
の
他
、
茶
札
、
砂
糖
札
、
肴
札
、
数
の
子
札
、
菓

子
札
、
豆
腐
札
、
味
噌
札
な
ど
が
あ
る
。 

『
長
野
県
の
歴
史
』
古
川
貞
雄
ほ
か 

p
.2

1
5
 

（
105
頁
）  

十
一
月
八
日 

田
辺
村
で
火
事
が
あ
り
、
寺
ま
で
五
軒
が
焼
け
た
。 

 

田
部
ニ

出
火
御
座
候 

天
保
五
年
十
一
月
八
日
、
田
辺
大
火
。
永
久
寺
類
焼
。『
諏
訪
市
史
中
巻
』 
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寺 
栗
林
山
永
久
寺 

曹
洞
宗 

十
一
月
八
日 

御
役
所
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
、
柳
口
請
米
改
で
村
々
揃
っ
て
出
た
。
穀
留
入
用
割
帳
の
下

げ
願
い
を
し
た
と
こ
ろ
、
歩
割
役
所
へ
申
し
上
げ
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
、
文
右
衛
門
運
上
札
を
勘

定
所
へ
差
上
げ
、
広
八
は
帰
っ
て
き
た
。 

十
一
月
十
一
日 
宮
田
渡
屋
敷
へ
外
記
太
夫
勧
化
に
つ
い
て
、
七
日
に
廻
状
が
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、

初
尾
は
出
し
た
。村
方
に
申
し
上
げ
る
よ
う
に
廻
状
が
来
た
が
、夜
の
た
め
回
さ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、

ど
う
い
う
こ
と
か
と
宮
田
渡
か
ら
言
っ
て
き
た
。
十
二
日
朝
に
書
き
取
っ
て
申
し
上
げ
る
よ
う
に
と

嘉
蔵
様
が
仰
せ
ら
れ
、
御
詫
び
を
申
し
上
げ
た
が
、
お
聞
入
れ
な
く
、
田
沢
、
丸
山
、
北
久
保
、
高

部
四
ヶ
村
で
十
二
日
朝
に
御
詫
び
を
し
、
落
着
し
た
。 

 

初
尾 

「
初
穂
」
に
同
じ
。
そ
の
年
最
初
に
収
穫
し
、
神
仏
、
朝
廷
に
奉
る
穀
物
な
ど
の
農
作
物
。

ま
た
、
そ
の
代
わ
り
と
す
る
金
銭
。 

（
106
頁
） 

十
一
月
十
二
日 

秋
葉
山
代
参
の
出
発
が
あ
り
、
初
穂
料
を
渡
し
た
。 

 

秋
葉
山 

秋
葉
山
本
宮
秋
葉
神
社
、
秋
葉
寺
（
静
岡
県
浜
松
市
天
竜
区
）。
村
中
な
ど
で
秋
葉
講
を
結

成
し
代
表
者
が
詣
で
る
。 

 

十
一
月
十
三
日 

御
郡
中
見
回
り
が
あ
っ
た
た
め
、
神
宮
寺
村
へ
行
く
、
宮
沢
忠
治
様
が
夕
方
ま
で
待

っ
て
い
た
た
め
、
小
弁
当
を
乙
次
郎
の
所
で
摂
っ
た
。 

十
一
月
十
五
日 

猶
吉
が
歩
割
役
所
へ
穀
留
入
用
調
書
上
帳
の
御
下
げ
願
い
に
行
く
と
、
お
下
げ
に
な

ら
れ
た
。 

十
一
月
十
六
日 

調
下
帳
を
照
合
し
、
油
五
夕
の
と
こ
ろ
、
四
夕
に
減
ら
し
直
し
て
提
出
し
た
。 

（
107
頁
） 

十
一
月
十
七
日 

四
夕
の
所
を
直
し
て
、
房
右
衛
門
と
広
八
が
作
成
し
た
。 

十
一
月
十
八
日 

□
□
□
与
四
郎
が
頼
み
に
来
た
の
で
、相
役
が
相
談
の
上
、先
年
分
一
分
を
貸
し
た
。

主
殿
様
婚
礼
の
手
伝
い
を
決
め
に
行
っ
た
。 

主
殿
様
婚
礼 

神
長
官
主
守
矢
殿
は
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
時
四
十
九
歳
位
。
天
保
三
年
（
一

八
三
二
）
の
碧
石
一
件
の
時
に
は
結
婚
し
て
い
る
は
ず
な
の
で
、
主
殿
自
身
の
結
婚
で
は
な
い
。

主
殿
の
長
女
の
婚
礼
と
思
わ
れ
る
。
長
女
「
さ
と
」
は
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
時
二
十
二
歳

位
。
下
社
武
居
祝
今
井
信
古
に
嫁
し
て
い
る
（
婚
姻
の
年
は
不
明
）。
次
女
喜
也
は
、
天
保
六
年
に

金
野
村
（
現
下
伊
那
郡
泰
阜
村
）
金
野
政
之
進
長
子
直
紀
（
博
實
）
を
養
子
に
迎
え
て
い
る
（
博

實
は
後
に
死
去
）。（『
天
保
五
甲
午
年 

緖
用
書
留
三
番
』 

諏
訪
市
博
物
館
所
蔵 

大
祝
諏
方
家

文
書
） 

十
一
月
十
八
日 

御
作
事
屋
へ
助
之
丞
が
病
気
の
こ
と
を
房
右
衛
門
が
伝
え
に
行
っ
た
。 

十
一
月
十
九
日 

主
殿
様
の
婚
礼
の
客
に
行
く
。 

十
一
月
十
九
日 

熱
田
神
宮
の
御
師
と
人
足
一
人
が
来
た
の
で
、
初
穂
を
納
め
る
。 

 

熱
田
御
師 

熱
田
神
宮
（
愛
知
県
名
古
屋
市
熱
田
区
神
宮
）
の
御
師
。 

（
108
頁
）  

十
一
月
二
十
日 

郡
方
御
役
所
へ
穀
留
入
用
割
の
油
書
上
で
減
少
し
た
と
こ
ろ
を
広
八
が
御
覧
に
入
れ

る
。
ま
た
、
歩
割
御
役
所
へ
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
馬
場
弥
八
郎
様
が
御
下
役
だ
っ
た
。 

十
一
月
二
十
日 

鹿
三
百
文
を
清
左
衛
門
御
誂
え
と
し
て
、
菅
沼
様
へ
差
し
上
げ
た
。 

十
一
月
二
十
二
日 

房
右
衛
門
と
広
八
が
下
諏
訪
で
馬
場
弥
八
郎
様
へ
内
々
に
穀
留
入
用
割
帳
の
こ
と

を
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
三
月
に
落
と
し
た
分
は
承
知
し
て
お
り
、
ま
た
、
相
場
違
い
の
こ
と
も
仰
ら
れ

た
の
で
、
忝
い
思
い
で
あ
る
。
鹿
三
百
文
を
お
上
げ
し
た
。
朝
飯
を
下
諏
訪
で
と
っ
た
。 

十
一
月
二
十
二
日 

町
御
蔵
へ
方
々
様
の
穀
留
の
印
鑑
を
差
し
上
げ
た
。 

（
109
頁
） 

十
一
月
二
十
三
日 

御
宮
勧
化
に
つ
い
て
、
神
宮
寺
㐂
右
衛
門
殿
な
ど
が
来
て
、
勧
金
帳
面
に
印
を
す

る
よ
う
に
頼
み
、
酒
一
樽
を
村
中
に
下
さ
れ
た
。 

十
一
月
二
十
三
日 

愛
宕
山
御
師
と
福
寿
院
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
て
、
村
家
別
に
初
尾
を
上
げ
た
。
村
中

か
ら
も
二
十
四
文
納
め
た
。 

 

愛
宕
山 

愛
宕
神
社 

京
都
市
右
京
区
。 

 

福
壽
院 

齢
松
山
福
寿
院
。
茅
野
市
本
町
西
。 

十
一
月
二
十
四
日 

御
貸
方
の
催
促
が
あ
り
、
二
人
分
の
朝
飯
を
用
意
し
、
利
息
上
納
定
日
の
一
札
を

差
し
上
げ
た
。
借
主
は
銀
弥
、
武
八
、
吉
蔵
の
印
形
を
取
り
置
い
た
。 

十
一
月
二
十
四
日 

清
左
衛
門
殿
が
、
菅
沼
様
へ
穀
留
入
用
に
つ
い
て
内
々
に
申
し
上
げ
る
と
言
っ
て

き
て
く
れ
た
。 

（
110
頁
）  

 

十
一
月
二
十
日 

穀
留
入
用
割
帳
の
油
の
四
夕
に
直
し
た
と
こ
ろ
を
郡
方
様
御
役
所
へ
伺
い
、そ
の
上
、

御
調
役
所
へ
差
し
上
げ
た
。
紙
の
所
を
御
聞
き
に
な
り
、
詳
し
く
調
で
書
き
上
げ
た
こ
と
を
申
し
上

げ
た
。
穀
留
年
内
四
俵
の
所
を
お
尋
ね
に
な
っ
た
が
、
定
式
の
こ
と
な
の
で
、
別
に
下
さ
る
よ
う
に

申
し
上
げ
た
。 

十
一
月
二
十
日 

鹿
三
百
文
を
菅
沼
様
へ
清
左
衛
門
が
誂
て
差
し
上
げ
た
。
こ
れ
は
、
入
用
割
を
内
々

に
御
調
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、
詳
し
く
お
頼
み
し
た
の
で
、
清
左
衛
門
殿
へ
頼
ん
だ
。 

（
111
頁
） 

十
一
月
二
十
一
日 

熱
田
御
師
が
来
た
。
片
倉
村
か
ら
人
足
一
人
が
送
っ
て
き
た
。
帳
面
に
は
十
疋
と

付
け
た
が
、
初
尾
五
十
文
を
納
め
た
。
ま
た
、
人
足
一
人
を
付
け
送
り
に
し
た
。 

十
一
月
二
十
五
日 

御
宮
か
ら
御
酒
が
下
さ
れ
、
村
中
で
昼
に
寄
り
合
い
を
し
、
こ
れ
を
開
け
た
。
勧

化
に
つ
い
て
取
り
決
め
た
。 

十
一
月
二
十
五
日 

工
藤
様
へ
穀
留
入
用
に
つ
い
て
内
々
に
御
頼
を
す
る
た
め
、
主
殿
様
へ
頼
み
、
工

藤
様
が
今
日
お
出
に
な
る
と
い
う
の
で
、
お
帰
り
の
上
仰
ら
れ
た
の
は
、
三
月
相
場
で
下
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
御
遣
物
を
渡
し
、
御
書
出
し
を
下
さ
れ
た
。 

（
112
頁
） 

十
一
月
二
十
五
日 

御
宮
勧
化
に
つ
い
て
村
中
で
寄
付
定
め
を
す
る
が
、
夜
中
ま
で
か
か
る
。 

十
一
月
二
十
五
日 

酒
一
樽
の
う
ち
、
三
升
あ
ま
り
。 
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十
一
月
二
十
六
日 

栄
吉
殿
と
与
右
衛
門
殿
へ
酒
を
売
っ
た
の
で
勘
定
を
し
た
。豆
腐
七
丁
を
買
っ
た
。 

十
一
月
二
十
八
日 

穀
留
入
用
割
の
催
促
に
、
大
池
、
高
部
、
有
賀
、
三
沢
の
四
ヶ
村
で
申
し
上
げ
、

猶
吉
が
参
っ
た
。
山
手
納
で
片
倉
村
か
ら
使
い
が
来
た
。
十
二
月
一
日
に
来
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん

だ
。
ま
た
、
神
宮
寺
村
へ
も
伝
え
る
よ
う
に
言
っ
た
。
十
一
月
二
十
八
日
に
、
役
所
へ
両
村
で
御
届

に
上
が
る
。
片
倉
の
人
夫
は
明
蔵
と
い
う
名
で
、
名
主
は
八
百
蔵
と
い
う
。 

 

山
手 

山
手
米
。
落
葉
や
薪
な
ど
を
採
取
す
る
場
合
賦
課
さ
れ
た
税
。 

（
113
頁
） 

十
一
月
二
十
八
日 

伊
藤
徳
左
衛
門
様
御
使
御
用
で
御
出
の
時
に
、
食
事
を
用
意
し
た
。 

十
一
月
二
十
九
日 

追
鳥
割
一
札
を
御
蔵
へ
差
し
上
げ
た
。
老
人
、
子
供
、
五
年
季
に
御
屋
敷
へ
家
来
、

役
人
、
歩
キ
と
も
に
残
り
、
御
用
人
の
分
を
書
き
上
げ
た
。 

 

追
鳥 

雉
を
無
傷
で
捕
え
る
も
の
で
、
大
勢
の
勢
子
で
雉
を
追
い
出
し
、
翼
が
疲
れ
て
地
上
に
降
り

た
所
を
網
か
素
手
で
捕
え
る
も
の
。
追
鳥
人
足
は
、
十
五
歳
以
下
と
六
十
歳
以
上
の
者
を
除
い
た

男
の
う
ち
、
藩
、
家
中
の
奉
公
人
、
村
役
を
務
め
て
い
る
者
な
ど
を
除
い
た
男
全
部
を
さ
す
。 

十
一
月
二
十
九
日 

山
手
納
に
つ
い
て
、
役
所
へ
猶
吉
が
申
し
上
げ
た
。 

十
二
月
一
日 

片
倉
村
、
御
堂
垣
外
村
へ
山
手
を
上
納
に
行
っ
た
。
神
宮
寺
村
の
数
右
衛
門
、
広
八
、

新
井
役
人
嘉
兵
衛
、
歩
キ
一
人
の
四
人
で
行
っ
た
。 

 

御
堂
垣
外
村 

伊
那
市
高
遠
町
藤
沢
御
堂
垣
外
。 

（
115
頁
）  

十
二
月
二
日 

山
手
の
申
し
上
げ
に
房
右
衛
門
参
っ
た
が
、
そ
の
日
は
休
日
だ
っ
た
。 

十
二
月
三
日 

山
手
に
つ
い
て
猶
吉
が
申
し
上
げ
、
山
中
様
へ
御
安
産
の
祝
儀
を
差
し
上
げ
た
。
山
手

割
を
行
う
。 

十
二
月
四
日 

村
中
名
々
帳
を
作
成
し
た
。
御
宮
御
茶
屋
で
御
神
酒
を
下
さ
れ
た
。
廣
八
が
寄
付
帳
面

を
提
出
し
た
。 

十
二
月
五
日 

三
ヶ
月
調
書
上
帳
を
作
成
す
る
。 

（
116
頁
） 

十
二
月
六
日 

山
論
年
賦
金
割
を
作
成
す
る
。
組
頭
又
左
衛
門
が
参
加
し
た
。 

十
二
月
七
日 

三
ヶ
月
調
帳
を
御
役
所
へ
差
し
上
げ
る
。
御
年
賦
均
割
帳
の
御
調
請
を
す
る
。 

十
二
月
七
日 

諏
方
右
近
様
の
お
袋
様
が
死
去
さ
れ
、
お
悔
や
み
に
行
く
。 

 

諏
方
右
近
様 

諏
訪
十
郎
左
衛
門
、
頼
則
、
頼
弘
。
蔵
方
取
調
掛 

『
諏
訪
史
料
叢
書2

3

巻
藩
譜

私
集
十
二
（p

.3
8
8

）』 

十
二
月
八
日 

諸
勘
定
帳
調
を
行
っ
た
。
狩
兎
追
人
足
八
人
に
安
国
寺
村
へ
午
前
四
時
頃
に
詰
め
る
よ

う
に
廻
状
が
来
た
。 

十
二
月
九
日 

兎
追
人
足
八
人
に
役
人
を
添
え
て
猶
吉
が
来
た
。 

十
二
月
九
日 

御
調
御
役
所
へ
三
ヶ
月
調
帳
下
げ
願
を
す
る
。
御
作
事
屋
請
負
入
札
に
つ
い
て
、
有
無

の
訳
を
申
し
上
げ
た
。 

十
二
月
九
日 

貸
方
利
息
を
伊
藤
主
膳
様
に
金
差
し
上
げ
る
。
後
は
武
八
、
銀
弥
の
利
息
に
つ
い
て
の

記
述
あ
り
。
村
の
歩
割
人
足
の
照
合
を
し
た
。 

 

伊
藤
主
膳 

諏
訪
上
社
擬
祝 

（
117
頁
） 

十
二
月
九
日 

山
手
出
金
、
穀
屋
で
差
引
勘
定
を
し
、
数
右
衛
門
殿
へ
受
取
を
遣
わ
し
た
。
こ
れ
は
房

右
衛
門
が
行
っ
た
。 

十
二
月
十
日 

歩
割
を
始
め
、
人
足
の
拾
い
出
し
を
し
た
。
役
人
三
人
と
又
右
衛
門
、
太
吉
で
定
式
の

物
を
取
っ
た
。 

十
二
月
十
一
日 

前
日
と
同
じ
。
六
ヶ
村
で
十
両
で
買
い
上
げ
る
こ
と
を
世
話
人
か
ら
伝
え
ら
れ
る
。 

十
二
月
十
二
日 

前
日
と
同
じ
く
六
人
で
行
う
。 

十
二
月
十
三
日 

前
日
と
同
じ
く
五
人
で
行
う
。 

十
二
月
十
三
日 

前
日
と
同
じ
く
五
人
で
行
う
。 

十
二
月
十
四
日 

前
日
と
同
じ
く
五
人
で
行
う
。 

十
二
月
十
四
日 

宮
田
渡
御
屋
敷
か
ら
歩
米
値
段
で
買
納
め
す
る
よ
う
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
知
行
所

中
世
話
人
分
を
六
ヶ
村
割
り
で
三
両
又
左
衛
門
様
へ
お
渡
し
し
た
。
買
物
を
し
た
。 

（
118
頁
）  

十
二
月
十
五
日 

寒
気
見
舞
い
で
、
郡
方
様
、
御
代
官
様
へ
鯣
一
連
ず
つ
差
し
上
げ
た
。
こ
れ
は
広
八

が
参
っ
た
。 

十
二
月
十
五
日 

下
諏
訪
の
歯
医
者
に
お
悔
や
み
に
行
っ
た
た
め
、
歩
割
は
休
ん
だ
。 

十
二
月
十
六
日 

歩
割
を
亀
松
、
役
人
三
人
が
行
っ
た
。 

十
二
月
十
七
日 

前
日
と
同
じ
。
武
八
と
㐂
代
枩
が
歩
割
を
行
っ
た
。 

十
二
月
十
七
日 

宮
田
渡
屋
敷
へ
寒
気
見
舞
い
に
行
き
、
大
祝
と
泰
助
様
、
御
家
老
様
へ
上
げ
る
。 

十
二
月
十
八
日 

六
人
で
歩
割
を
行
っ
た
。 

十
二
月
十
九
日 

前
日
と
同
じ
で
、
五
人
で
寄
り
合
っ
て
行
い
、
諸
勘
定
を
終
え
、
帳
面
を
照
合
し
た
。 
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廿
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史
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の
世
界
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る
企
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地
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典
」
編
纂
委
員
会 

一
九
九
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『
角
川
日
本
地
名
辞
典 
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長
野
県
』 

角

川
書
店 

朝
尾
直
弘
・
宇
野
俊
一
・
田
中
磨
編 

一
九
九
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『
新
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角
川
日
本
史
辞
典
』 

角
川
書
店 

高
部
歴
史
編
纂
委
員
会 

一
九
九
六 

『
高
部
の
文
化
財
』 

茅
野
市
宮
川
高
部
区 

古
川
貞
雄
ほ
か 

一
九
九
七 

『
長
野
県
の
歴
史
』 

山
川
出
版
社 

高
部
歴
史
編
纂
委
員
会 

二
〇
〇
六 

『
続
高
部
の
文
化
財
』 

茅
野
市
宮
川
高
部
区 

北
原
伝 

二
〇
〇
五 

「
酒
造
家
『
大
中
屋
と
そ
の
末
裔
』」『
高
遠
』
三
十
五
号 

高
遠
郷
土
研
究
会 

諏
訪
市
教
育
委
員
会 

二
〇
〇
五 

『
諏
訪
市
文
化
財
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
ー
上
諏
訪
編
』 

吉
川
弘
文
館
編
集
部 

二
〇
〇
六 

『
日
本
史
必
携
』 

吉
川
弘
文
館 

櫻
井
芳
昭
「
下
街
道
内
津
宿
」 

二
〇
一
七 

『
郷
土
誌
か
す
が
い 

第
55
号
』 

 

中
村
羊
一
郎 

二
〇
一
四 

『
番
茶
の
民
俗
学
的
研
究
』 

神
奈
川
大
学 

浅
川
清
栄 

二
〇
一
五 

『
高
島
藩
邸
と
諏
訪
氏
一
族
』 

中
央
企
画 

湖
南
村
誌
編
纂
委
員
会 

二
〇
一
七 

『
湖
南
村
誌
』 

諏
訪
市
教
育
委
員
会 

二
〇
一
〇 

『
諏
訪
市
文
化
財
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
ー
四
賀
・
中
洲
編
』 

二
〇
〇
〇 

『
日
本
歴
史
地
名
大
系 

22 

静
岡
県
の
地
名
』 

平
凡
社 

『
明
治
維
新
の
諏
訪
を
担
っ
た
人
々
』 

諏
訪
市
教
育
委
員
会 

『
国
史
大
辞
典 

十
一
巻
』 

吉
川
弘
文
館 

  

 

〈
例
言
〉 

本
史
料
は
、
八
ヶ
岳
総
合
博
物
館
古
文
書
研
究

会
員
が
解
読
し
、田
中
生
甫
と
原
寿
樹
が
監
修
し
、

柳
川
（
八
ヶ
岳
総
合
博
物
館 

古
文
書
担
当
）
が

ま
と
め
ま
し
た
。 

古
文
書
研
究
会
で
、
本
史
料
を
解
読
し
、
発
表

し
た
人
た
ち
は
、
上
記
の
と
お
り
で
す
。 

 

藤
森
知
美
家
文
書
は
、
藤
森
知
美
氏
よ
り
八
ヶ

岳
総
合
博
物
館
へ
寄
託
さ
れ
た
資
料
で
す
。
藤
森

知
美
家
文
書
に
つ
い
て
は
、
茅
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
の
八
ヶ
岳
総
合
博
物
―
茅
野
市
八
ヶ
岳
総
合

博
物
館 

ア
ー
カ
イ
ブ
ー
収
蔵
資
料
の「
宮
川
高
部 

藤
森
家
史
料
目
録
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

1
8
0
7
9
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f (ch
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)  

 

活動日 担当頁 担当者 担当頁 担当者 

令和元年 5月19日 1～5 小平 正八 6～10 原 寿樹   

7月21日 11～15 田中 巌 16～20 田中 生浦 

8月4日 21～25 山田 昇 26～30 宮坂 嘉幸 

9月29日 31～35 岩波 吉春 36～40 茅野 信一 

10月20日 41～45 小平 正八 46～50 原 寿樹   

11月17日 51～55 田中 巌 56～60 田中 生浦 

12月15日 61～65 伊藤 淳子 66～70 山田 昇 

令和２年 1月19日 71～75 宮坂 嘉幸 76～80 岩波 吉春 

2月16日 81～85 茅野 信一 86～90 小平 正八 

3月15日 91～95 原 寿樹   96～100 田中 巌 

8月30日 101～105 田中 生浦 106～110 伊藤 淳子 

9月27日 111～115 山田 昇 116～118 宮坂 嘉幸 

https://www.city.chino.lg.jp/uploaded/attachment/18079.pdf
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